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たまらん！

メチャクチャな青春ラブコメに巻き込まれたけど、生まれてきてよかった。
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　　　　プロローグ









　気づけば迷って屋上にいた。

　三月の鈍い曇り空の下。ひんやりとした風に肺の隅々まで満たされた俺は、開けはなったドアのノブをつかんだまま、立ち呆ほうけていた。

「……牛？」

　視界には、虹色の牛が二足歩行してる姿。変な夢でも見てるんだろうか。

　いや、夢ってことはないな。

　なにせ俺はこの屋上にたどり着くまで「悪い夢なら醒さめてくれ」と祈り続けていたんだ。つまり今ほど、現実だって実感を否いや応おうなしに味わわされてるときもなかった。

　あっ、虹色の牛がスキップしながら、こっちにやってくる。

　俺にマタドール要素はない。向かってくる牛の対処なんてわからない。

　不意に虹色の牛は床に転がっていた瓶ビンに足元を取られ、俺の前で盛大に転倒した。

　……これ、やっぱり着ぐるみの牛だ。

　牛のデカイ後頭部を見下ろしたのもつかの間、頭部と胴体の間から鳩はとがでてきた──!?

　そんなバカな。こんなにそんなバカなって思ったのは、たぶんあれ以来か。




　俺にとって思い出深い「そんなバカな」といえば、若わか芽め靜しず香かがＵ12世界柔道ジュニア選手権無差別級で、自分の体重の倍はありそうなロシア人を投げ飛ばして手にした金メダルを、俺が贋エ作セプリンを持って遊びに行ったとき、ジュースのコースターとして出してきたことだ。

　贋エ作セプリン。それは、ウニにカラメルソースをかけたら、プリン味になるかという研究の果てに産みだされたものだった。そんな研究を自主的に取り組んでいた小学生最後の夏、俺は夏休みの自由研究のほうは嫌々取り組んでいたっけ。

　研究の題材は事前に担任に申告しなきゃいけない。だからウニとプリンの研究をすると言ったら、却下された。そんなバカな。全然自由に研究させてくれないときたもんだ。

　結局、歴史上の人物の寿命が一覧できるやつをつくった。

　どこぞの偉人がどれだけ生きたか、デカい模造紙にちゃっちゃと書く予定だったが──担任の先生にそれじゃあダメだって言われた。

　つまり、ある程度手間暇かかってますよ感が必要だって話。

　だから俺はその人物が生きた年数分、小さな折り紙で小さな鶴を折った。

　今思えばなんで鶴？　って感じだけど、小六の俺には死のイメージと折り紙の鶴が結びついてたんだ。たぶん、その頃アニメかなにかで見た、病死した女の子のベッドの隅に、一羽の折り鶴が残されていたからなのかも。

　小六の俺は、黙々と鶴を折った。

　パブロピカソ・九十二羽。ナイチンゲール・九十羽。かつ飾しか北ほく斎さい・八十八羽。

　すこぶるめんどくさかったメンツ。没年齢に「うげぇ」って思いながら折ったから、よく覚えている。

　でも、もっとよく覚えているのは、すこぶる楽だったメンツ。

　沖おき田た総そう司じ・二十四羽。ジャンヌダルク・十九羽。天あま草くさ四し郎ろう時とき貞さだ・十七羽。

　偉人三十人分の小さな折り鶴を仕切り箱に入れて完成した──あの自由研究が俺に教えてくれたのは、手間暇かけた自由研究を提出すると「努力賞」をもらえるってこと。それぐらい。

　──だから。四郎時貞さんの分の鶴を折るときも、人の命の儚はかなさ的なことなんて、これぽっちも考えてなかった。偉人の命よりか、折り紙代のほうが気になってたぐらい。

　金メダルとウニと鶴の夏から四年と七ヶ月が過ぎ──

　俺、玉たま木き走そう太たは今日、余命一週間だと告げられた。

　診察を終えて、ロビーに行くつもりが院内で迷って、屋上にきてしまったのもそのせい。

　悪い夢なら醒さめてくれ、と祈り続けていたのもそのせい。

　十六羽で終わっちまうんだ、俺の人生。いやいや信じられねえ。




「信じらんない!?　なんで屋上に瓶ビンが落ちてるわけ？」

　俺の目の前でこけた牛が難儀そうに身体からだを起こしながら、プンプンした声を漏らす。

「もぅー」

　牛っぽいものが、牛の鳴き声っぽいのをあげているが、これは牛の着ぐるみを着ている──たぶん若い女の子だ。

　鳩はとを頭頂に乗せて立ち上がった牛と、近い距離で対たい峙じした。

　着ぐるみの中の人の表情はわからないが、俺の怪け訝げんな表情は向こうからは丸見えだったんだろう。牛が焦ったように言う。

「……ワタシ、怪しいものじゃないですよ？」

「大丈夫です。そんなには怪しんでないです」

「正式に病院からお願いされてるんだから。今夜の慰問公演のために最終確認の練習中なんだから」

　牛の顔が、床に転がっている瓶に向けられた。

「お見苦しいところを見せちゃったね。おわびに今からキミを喜ばせてあげたい。あっ、無償だから安心して」

　不安になった。虹色の牛が俺を喜ばせる？　なにこの展開。

「いいものを見せてあげる。キミ、きっと驚くよ」

　俺はこの病院で驚くべきことに直面してばかりだった。そろそろ驚かないで済むものに会いたい。俺は言う。

「結構です」

「うん、結構なものを見せてあげるからね」

　あ、これってアレだ。不要なつもりで「結構です」と答えたら、商品が送られてきて、支払いを請求されるパターンのやつだ。

「結構です」を断りの文言にしてはいけないという人生訓を教えてくれた牛は、自分の側頭部を短い手（前足？）でグイッと押すと、頭部と胴体の間にできたわずかな隙すき間まから、鳩を着ぐるみ内に招き入れた。そして──

「ドゥルドゥルドゥルドゥルドゥル♪」

　と、口でドラムロールを奏で、

「ジャン！」

　牛は着ぐるみの手（開いたチャックが見えた）から鳩を出した。

「どお？　鳩のマジックショーだよ。びっくらこいた？」

「こいたよ。寿命が一週間縮んだ」

　まさか鳩を隠すところから見せてくれる鳩のマジックショーがあったなんてな。

　飛び出た鳩は、三月の空を気持ち良さげに旋回して、また牛の頭頂にちょこんと乗った。なんてお利口な鳩だろう。

　マジックが成功した牛は「やったねー」と嬉うれしそうに声を弾ませて、着ぐるみのおなかから、おもちゃのピストルのようなものを出した。

　牛はピストルを上空に向けると、引き金を引いた。

　ポスッ。軽い音がして、なにかが飛んだ。鳩はとが発射されたものを追いかけて飛ぶ。

「今のなに？」

　牛は嬉うれしそうな声のまま、言った。

「イルカショーって、イルカが芸を成功させると小魚のご褒美があるでしょ。だから、鳩にご褒美のお豆」

「ご褒美をピストルから発射したのか？」

「うちの鳩は、豆鉄砲から発射された豆をパクパクするのが好きなの」

「そんな鳩がいるなんて……驚きだな」

　虹色の牛がいたずらっ子の声で言う。

「驚きのあまり寿命縮んだ？」

「いや、もう縮む分が残ってない」

「へ？　ソレどういうこと？」

「ああ、全くどういうことなんだろうな」




　屋上で牛と別れて、俺はロビーに向かった。

　ロビー端のソファに一人、オカンはなにもない白い壁を見ていた。そばまで近づいて気づいた。オカンは別になにも見ていなかった。顔の向けた先に壁があっただけだ。

「……オカン」

「……走そう太た、もう少しで会計済むから」

　俺のオカンは、ボディービルダーだ。いつも全身から生気を漲みなぎらせ、ボディビル界かい隈わいでは「筋きん肉にく聖せい母ぼ」と呼ばれている。そんなオカンの身体からだが、今はなんだか萎しぼんで小さくなったように感じた。

　それから会計を終えて、俺とオカンは病院を出た。

　オカンの運転する車から、外の世界を見る。

　中央分離帯に咲いた名前の知らない花を、やけに綺き麗れいだと感じる。

　……俺は、どうしてこんなことになってしまったんだろう。




　高一から高二になる間の春休みを間近に控えたある日のこと。なんだか身体がだるいなぁと感じて、病院に行ったんだった。

　触診。レントゲン撮影。血液採取。ＣＴスキャン。

　なんだかやけに多くの検査を受けた。検査結果は数日後だという。薬を処方してもらって、「お大事に」という流れでないことに、これ医療費かかりすぎるんじゃね、と不安になったが、俺んちは母子家庭だから受診料が免除されると受付で聞いて、安心して帰った。

　後日、病院からの電話で検査結果の説明に「家族とご一緒に外来に来て下さい」と言われたが、そこまで嫌な予感はしてなかった。入院することになったら、ナースさんと仲良しになりたいなーって暢のん気きに考えてた。

　春休み初日の日曜の今日。次のボディビルの大会に向けて、筋トレに励むオカンと共に病院に参上した。

　医者が余命宣告する場面は、映画みたいなドラマチックな感じではなかった。大きめの窓から陽ひ射ざしがサラサラと差し込む。そんな明るい部屋で、淡々と告げられた。

　聞いたこともない病名を聞かされ、その病気に関する説明を聞かされたが、わかったのはもう手の施しようがないってこと。つまり手術はなし。だから入院の必要なし。ナースとの出会いよ、さらば。

　自宅で過ごす、俺の余生。

　オカンも俺も泣きはしなかった。免除された診察代の代わりに、感情を病院に取られちゃったのかもしれない。

　家に帰って、いつもの癖でとりあえずテレビをつけた。そこにはじゃんけんをするサザエさん。

『来週もまた見てくださいね』

　フグ田たさん、俺余命一週間なんですよ。

　ヘタしたら、これが俺の人生で見る最後のサザエさんかと思ったら、チョキを出すサザエさんの姿に、なんだろう、泣けた。




　夕食は、俺の好物をなんでも用意する気満々だったオカンには申し訳ないが、壊滅的に食欲がなかった。

　そういえばオカンも、プロテイン一滴すら飲み食いしていないことに気づいた。

　いつも朝昼夕決まったタイミングでの筋肉の餌の摂取を欠かさないオカンなのに……。

　女手一つで玉たま木き整体を営み、一人息子の俺を育ててくれたオカン。先立つ不幸をお許しください系息子の俺は「疲れたから寝るわ」と言って、自分の部屋に引っ込んだ。

　筋肉のためなら、調味料もろくすっぽかかっていない高タンパク低カロリーの食材だって幸福そうにむさぼるオカンの、食欲の失うせた姿なんて見ていたくはなかった。




　眠くもないし、眠れそうもないし、一人で乗り切れる夜とも思えなかった。

　春の夜。幼なじみ──同じ時期に同じ産婦人科で生まれてからの付き合い──の三人に電話していくことにした。

　志し村むら誉ほまれ。

　庵あん藤どう充みつる。

　若わか芽め靜しず香か。

　三人に俺の余命を伝えた。

　三人ともビックリして、すぐには信じてくれなかった。

　やがて三人とも信じてくれた。

　志し村むら誉ほまれは、俺に病気の運命を与えた空の上の誰かにブチ切れた。

　庵あん藤どう充みつるは、パニックになって「そんなのやだよ」と繰り返した。

　若わか芽め靜しず香かは、うわーんうわーんと赤ちゃんみたいに大泣きした。

　三人との電話が終わったあと、申し訳ない気持ちになった。

　俺の心では重すぎたものを、三人に押しつけてしまったんだから。




　翌日の昼まえ。

　俺んちに、志村と庵藤と靜香が来た。

　みんなは俺の顔を見て、「たまらん」と感極まった声を漏らした。

　別に俺の顔に、性的興奮を促す作用があるわけではない。

「たまらん」は、俺のあだ名だ。

　玉たま木き走そう太た。名字から「たま」を抽出し、「走」を「ＲＵＮ」と呼び変えて、繋つなげる。

　ちなみにネーミングされた当時は、イケてるあだ名でお馴な染じみだった。小学生低学年的には超ハイセンス。

　玄関先で三人は俺に告げた。

『生まれてきてよかった会』を結成したからと。

　なんだいそれは？　って聞くまえに、靜香が「エッヘン」と胸を張って言った。

「たまらんちがね、生まれてきてよかったって思えることを、なんとボク達たちがしまくっちゃう会なのさ」

　そいつはなんとも楽しそうだ。




　一日の時間は、どこまでも自由に使える春休み中で。

　人生の時間は、一週間ぽっきりしかない状況だ。

　生まれてきてよかった会は、超過密スケジュールで活動した。

　自分は、なにをしたら「生まれてきてよかった」と思える人間なんだろうか？

　実は極めて難問。

　ひとまず楽しいと思えることをしまくってみることにした。

　俺のオカンも、志村と庵藤と靜香の親御さんも、生まれてきてよかった会の活動を尊重してくれた。だから連日の夜遊びも許された。

　ある日は、朝から晩までカラオケ店ではしゃぎ、晩から朝までアニメを見た。

　朝から晩まで、四人でできる球技をしまくり、晩から朝までトランプしながら、俺自身の片かた想おもいを打ち明けた日もあった。

　どの瞬間もこれが最後になるかもしれないと思って過ごした。

　カラオケでアニソンを大熱唱中のところに店員が来て、パニくって口パクをしだす庵藤充の赤面を見るのも──

　バッティングセンターで「ピッチャーびびってる！」と煽あおったあと、三塁線上に綺き麗れいなバントを決める若わか芽め靜しず香かを見るのも──

　ババ抜きしながら志し村むら誉ほまれが語る最新アンチエイジング法を聞くのも──

　なんでもないようなことが、かけがえのないもののように思えるわけで、俺はでたらめに感傷的な人間になってるって自覚した。

　でも、それは誰にも悟られないように努めた。

　だって、志村の若作り講座に、実はウルウルしてるとか──そんなの死ぬほど恥ずかしいし。




　栄養ドリンクを飲み、睡眠時間を削って、四人で遊び倒す春の七曜。

　花に虫に。この世界に新たな命が咲き乱れる中、俺は余命宣告を受けた一週間後の日曜日を迎えていた。

　調子はまずまず。ちょっと眠い以外問題なし。

　生まれてきてよかった会の三人は、午後一で遊びに来てくれる予定。次来るときはプレゼントがあるから楽しみにしててね。昨日きのう三人はそんなことを言ってくれてたっけ。

　みんなが遊びに来てくれることが、なによりのプレゼントだけどな。

　さあ、今日はなにをしようか。

　そういえば……。

　したいことをしまくってるこの一週間で、いつもの日課でしなくなってることがあった。

　小学ん時から続けている靜香との交換日記だ。

　まあ、毎日会っているから日記でお伝えするような近況報告も日々の雑感もない。それに今の俺が日記を書いたら、もれなく辞世の句になっちまうしな。




　メシを食い終えた昼過ぎ。

　志村と庵あん藤どうと靜香が来た。昨晩も夜通し遊んで、今け朝さ方がた別れたばかりだから、六時間ぶりの再会。三人は手ぶら。誰も包装された何かは持ってなさげ。

　二階の俺の部屋に直行した。

　ボカロ曲を流しながら、四人で駄だ弁べること二十分。

　靜香のケータイが鳴ると、「ちょいとドロンします」と一人、部屋を出ていった。

　靜香のヤツ、どうしたんだろう？

　志村と庵藤は事情がわかってるようだ。志村はニヤニヤしてて庵藤はソワソワしてた。

「なんだよ二人とも、挙動が不審過ぎるぞ」

　堪こらえきれないといった様子で志村が「ぬへへ」と笑う。

「もうすぐでよ。たまらんは驚きのあまり石化した挙げ句ションベンちびっちまうぜ」

「石化してんのに、失禁するとか。俺の尿道どうなってるんだよ」

　庵藤が言う。

「今日はたまらん君にとって、忘れられない日になると思うよ」

「庵あん藤どうと志し村むらが、越えちゃいけない一線を越えるとかか？」

「たまらん君おしい！」

　え、おしいの？

　そのとき、リズミカルに階段をあがってくる音がした。

　部屋の扉を勢いよく開け放ち、靜しず香かが入ってきた。

「ボク達たちがたまらんちにできるプレゼントの最高峰だよっ」

　靜香の後ろから、ひょっこりと姿を現したのは……




　──月つき形がた、嬉き々き。




「ええっ!?」

　さすがに老廃物は排出しなかったが、思いっきり石化した。

　彼女は、俺がずっと想おもいを寄せている人だった。

　同じ高校の同じクラスに一年間いたが、一度も話したことはなかった。

　理由は、他ほかの片かた想おもいこじらせ系男子と同じ。甘く大きな恋心で喉を詰まらせ、声が出せなかったのだ。

　そんなお方、月形嬉々さんが俺の部屋に突如として出現した!?












　困惑する俺をよそに──

「後は若い二人に任せて」と志し村むら。

「年寄りは、散歩にでも」と庵あん藤どう。

「しゃれ込みますか～っ」と靜しず香か。

　ちょ、なに言ってんだよ、まさか帰る気じゃないよな、待ってくれよ。月つき形がたさんと二人っきりなんて……そんな夢なら大歓迎だけど、現実は勘弁してくれ。わかってるのか？　夢と違って現実で醜態を晒さらしたら、もれなく心の傷が生まれるんだぞ。心の傷は、臨終の際に走そう馬ま灯とうになって流れちまうんだぞ。で、俺の走馬燈視聴予定はすぐなんだからな！

　って心の中で絶叫したが、一言も声にならなかった。だって石化していたし。




　志村と庵藤と靜香がいなくなった自室。

　俺はベッドの端に腰掛け、月形さんは部屋の入り口に佇たたずんでいた。

　静かな夜の湖のように漆黒の潤いを帯びた瞳ひとみ。優美な曲線の鼻び梁りようと頂上の狭い鼻。桃色の唇。なめらかに整った色白の肌。艶つややかな髪は、細い腰までたおやかに流れていた。

　彼女はあまりにも美しすぎて……。

　目の前にいるのに、まるで絵画を見てるみたいに──現実感がなかった。

　……うっとり。

　いやいや、うっとりしてる場合じゃない！

　俺は現在、月形さんと二人っきりなんだ。

　彼女は今、奇跡的に微笑ほほえみ（？）を浮かべてくれていたが、このまま無言で見とれ続けていたら、彼女の表情が険しくなること必至！

　俺は喉につっかえる恋心を無む理り矢や理りどかし、好きな人に向かって、初めて発語した。

「……こんにちは」

　何の変哲もない挨あい拶さつだ。でも、「ヘイ、らっしゃい」よりは幾分マシだろう。ちなみにこの二択しか挨拶は浮かばなかった。無難万歳。

「今こん日にちは」

　月形さんが笑いの響きを伴った可か憐れんな声で、そう言ってくれた。

　祝・好きな子との会話のワンラリー初達成。挨拶を無事に済ませられたことに安あん堵ど感かんを覚えたのもつかの間──

「とぅきがたさん」

　好きな人の名前の音声出力にミスる！

　……十代男子の片かた想おもいとは咽喉科系の難病かもしれない。

　俺は慎重に言い直した。

「月形さん」

　ホッ。噛かまずに言えた。

「なにかしら？」

「あの、立たせっぱなしにしてすみません。こことかに座ってください」

　俺はさっきまで靜しず香かがいた座椅子を勧めた。

　アイボリーのＰコートを脱ぐと、月つき形がたさんはリボンの付いたノースリーブのブラウス姿になった。

　うわぁ。

　好きな人が厚着から薄着になる変化に、たまらずドキッとしてしまう。

　月形さんは桜色のフレアスカートの端を両手で抑えつつ、音もなく座った。

　し、しまった！

　もう少し離れた場所に座ってもらうんだった。これじゃあ彼女が近すぎる！

　手を伸ばせば触れられる距離で、しかも彼女の目の高さが俺より下になってしまったから、必然俺を見るときの月形さんは上目遣い気味になるわけで、その顔が可愛かわいすぎるときたものだから──

「うへぇ」

　俺の口から変な声が漏れる始末！

　なんてこったい。俺には好きな子との会話なんて、まだ一、二年は早かったんだ。ちくしょう寿命が足りないよ。

　両手で頭を抱えた無様な俺。そんなやつに、月形さんはこの部屋に来たときと変わらぬ微笑ほほえみを向けてくれていた。

　──ん？　ところでなぜ、今日の月形さんはこんなにも柔らかい表情なんだろうか？

　俺が疑問に思うのも無理ない。

　なんせ月形さんの学校でのあだ名は、お月様だった。

　由来は、月のような無表情と静寂。

　見えてはいるけど、彼女の周りは完全な真空であるみたいに、誰も近づけない。

　そんなお月様が、ずっと微笑んでいる。しかも俺もそばで、俺に向かって！

　謎すぎる。しかし俺はそもそもの大いなる謎について、質問した。

「月形さんは、なぜこんなところにきてくださったのでありましたのでございますか？」

　……うぅ。月形さんの美しさに気後れするあまり、敬語になるのは自然なことだが、まさかここまで敬語が止まらないとはな。

　月形さんは、敬語の玉突き事故にも動じず、にこやかに答えてくれる。

「そうね、玉たま木きくんはわからないわよね。実は……」

「は、はい」

「玉木くんに会いに行ってあげてほしいと昨日お願いされたの。突然のことで驚いたのだけど。……玉木くんには素敵なお友達が三人もいるのね」

　生まれてきてよかった会のメンツには、俺の片かた想おもいをつい最近打ち明けていた。お月様に恋をしたセミの話だ。セミの短い寿命が尽きるまえにお月様と二人きりで過ごせる時間を、三人がプレゼントしてくれたのか。俺が生まれてきてよかったと思えるように。

　俺はちょびっとだけ泣きそうになって、月つき形がたさんに言った。

「はい、本当に素敵なやつらです」

　三人からの最高のプレゼントを無駄にはできない。

　俺は月形さんとのフリートークを絶対成功させてみせる。そう心に誓った。ちなみにフリートークの失敗とは、沈黙とドモリと石化と敬語をこじらせることだ。

　俺はさっそく沈黙から逃れるため、重要な確認をすることにした。

「あの、月形さんと、俺って、今まで話したことないですよね」

　話しかけようとして、勇気を絞り出せなかった記憶が蘇よみがえる。

「そんな一言も話したことないやつのもとに、会いに行ってあげてほしいって……。どうしてお願いされたと思いますか？」

「志し村むらくん達たちからはなにも聞いてはいないのだけど……」

　月形さんは優しげな微笑ほほえみのまま、「それは」と囁ささやくように言った。

「玉たま木きくんが私に恋慕しているから……なのよね？」

　……バレとりましたか！

　きっと俺は余命が尽きるまえに、月形さんに愛の告白なんてできなかっただろう。

　死ぬ気になればなんでもできる。なんて言葉があるけど。

　健康体の人よ、そんなこと言わないでくれよ。

　死ぬ気になっても、特になにもできないやつはいるんだぜ。ここに。

　そんな俺だから、心の中で感謝した。志村と庵あん藤どうと靜しず香かに。

　月形さんに、俺の気持ちがちゃんとバレてよかった。

　想おもいが伝わっていた満足感に浸って俺は返答をしそびれていたから、月形さんが小首をかしげた。

「ごめんなさい。違っていたかしら？」

「ち、違ってないです。俺──」

　俺のすべてのボキャブラリーを使っても、表現し足りないくらい愛らしい人に……。

　俺のすべての勇気を使って、最もシンプルな愛の言葉を言った。

「とぅきがたさんがとぅきです！」

　どうしてこんなにポンコツなんだ、俺は。

　ダサすぎんだろ。とぅきとぅき言っただけだ。

　俺はベッドの端に座ったまま、たまらずうずくまってしまう。

　──え？

　不意に、背中の広範囲に温かく柔らかいものがふんわりと降りてきた。

　触れあった部分に甘く痺しびれる熱を帯びさせる、この途方もなく気持ちいいものは……。

「玉木くん、伝わったわ。私、学校では誰とも親しくならないよう努めているの。……有あり難がとう、そんな私なんかを、とぅきになってくれて」

　背中に好きな人の質量を感じる夢のような十数秒のあと、俺は月形さんとＴＶゲームをすることにした。

　初めての二人っきり。

　初めての愛の告白。

　初めての接触（俺の背中と彼女の上半身が二人合わせて都合三、四枚の衣類越しに！）。

　頭の芯はすっかりとろけている。

　いったん冷静になりたかった。

　でも月つき形がたさんの美しい顔を視界にとらえている限り、冷静になれるとは思えなかった。

　だから、月形さんと顔を向かい合わせなくて済む時間を過ごすために、ＴＶゲームの出番というわけだ。

　幸い俺の部屋には、ゲームオタクの庵あん藤どうが置いていったオールドゲームが揃そろっている。




「えいっ、ああっ。うそうそ、待って」

　スーパーでファミリーなコンピュータで初めて遊ぶという月形さんは、夢中でブロックを積み上げていた。

　学校では、体育祭でも文化祭でもはしゃぐことなんて全くない彼女が、子供のようにゲームに夢中になってる姿がすごく意外だったが、月形さんが心からゲームを楽しんでいるのが伝わってきて、俺も楽しかった。あまりにも楽しかったから。

「フフッ、これで貴方あなたをきりきり舞いよ」

　何回目かのテトリスフラッシュを決めた月形さんの嬉うれしそうな声を聞いたとき、目元に熱がじんわりと生まれた。

　だって、俺の人生にはこんなに楽しいと思える瞬間なんて、もう……




　何試合目かのテトリスの一戦が終わったとき、横顔に月形さんの視線を感じた。

　俺は無言のまま泣きはらしてしまった顔を、彼女に向けた。

　月形さんは俺のその顔を見ても、今という時を心から楽しんでる微笑みに、少しの影も差し込ませなかった。

「甚はなはだ楽しいひとときね」

「はい。甚だ楽しいっす」

　おそらく月形さんは生まれてきてよかった会の三人から、俺の余命について聞いているんだろう。

　だから月形さんは俺の泣き顔には気づいてないふりをして、微笑ほほえんでくれているんだ。

　この一週間、俺は死ぬことへの恐怖や悲しみを、志し村むらにも庵藤にも靜しず香かにも話していなかった。残された人生の時間を楽しいことで埋め尽くして、必死に目をそらしていた。

　つい数分前までは、月形さんにも死についてなんて話す気はなかった。

　でも、今きっとすごく無様な泣き顔を晒さらしてる俺に、柔らかい微笑みを向けたままでいてくれる月形さんのその優しさを前にしたら、心の底に沈めていた「死ぬことへの思い」を、声にせずにはいられなくなった。

　ロシア民謡──テトリスのＢＧＭ──が流れる部屋で、俺は吐くように言った。

　──生きてたい。

　──死にたくない。

　──どうして俺だけ。

　──小六の夏休みに鶴を折りまくったくらいしか、頑張ったことのない人生だった。

　──もし生かしてくれたら、俺は人生を本気で頑張り抜く。

　──何も後回しにしない、やりたいことを全力にすぐさまやる。そんな人間になる。

　俺はほとんど同じことを何周も話した。

　それなのに月つき形がたさんは黙ったまま、ずっと耳を傾けてくれた。

　俺が何回目かの「死にたくない」を呻うめいたあと、彼女が囁ささやいた。

「私、話を聞くことしかできない。……ごめんなさい」

「そんな、ごめんなさいは俺の台詞せりふです。長々とつまんない話をしてしまって……。聞いてくれてありがとうございました」

　そこで月形さんは唇をキュッと結んで「んー」と漏らした。

「玉たま木きくんになにかしたいわ。私にできることってない？」

　月形さんの人生の時間を、俺とのテトリスに使ってくれただけで大感謝だ。

　そのうえ、さらにしてほしいことなんて……

「えっ？」

　座椅子に座っていた月形さんがおもむろに腰を浮かせて、ベッドの端に座る俺にスーッと顔を寄せてきた。心臓がトクンと脈打つ。

　息がかかるほどの至近距離で、彼女の唇が「ぴちゅっ」と微かすかな水音をたてて開かれた。

「なんでも言って、ね」

「キスがしたいです」

　──なっ!?　声にしてから気づいた、なんてこと言っちまったんだ！

　月形さんは優しさから、俺のためになにかしようとしてくれたのに、その優しさにつけ込んで、キスをおねだりするなんて……。俺はバカだ。

　人生の最後に好きな人に最低なおねだりをして死ぬバカだ。

　先人よ、バカは死んでも治らないなんて言わないでおくれ。

　せめて来世は、もう少しバカじゃない俺になりたいんだよ。

　来世への切なる祈りより、とにかく現世の失言への謝罪だ。

　俺は土下座の姿勢に移行しようとしたら──

　月形さんの頬ほおが、桜の花びらでも舞い降りたような色合いになっているのに気づいた。

「──貴方あなたが、したいって言うのなら………………………………いいよ」

　……我が身を侵す病魔は、聴覚の機能をも蝕むしばんだんだろうか。

　目前の月形さんは両手をベッドの端についた前傾姿勢のまま、顎あごをやや上向きにして、唇をとっても無防備にする。

　視覚に異常をきたしたわけでないのなら、これは世界三大絶景のひとつに数えられる「キスのせがみ顔in美少女」ではないか！

「あの、月つき形がたさん、すごくうれしいんですけど……。心の準備にある程度の月日が欲しいっていいますか。あ、でも俺の寿命はもう全然ないから、月日とか悠長なこと言ってる場合じゃないですよね。えっと──」

　と、の形の俺の唇が、柔らかい感触に襲われる。

　────!?

　焦点も合わないほど超至近距離にある月形さんの顔に驚いて、咄とつ嗟さに目を瞑つぶると、頭の芯がしびれるほどのいい匂いを吸引した。

　ああ、月形さんの匂い。

　俺は彼女の唇で塞ふさがれたままの口を少し開くと──

　ぴちゃ。

　二人の身体からだが唯一重なり合った場所で水気の含む音が生まれた。

　キスは、触覚と視覚と嗅覚と聴覚に、衝撃的な刺激をもたらすものなのだと知った。太陽でも飲み込んだみたいに身体が溜たまらなく熱くなる。

「……ぁ、ぅ」

　唇を重ねながら彼女がわずかに声を漏らすから、そのとき月形嬉き々き産の分泌液が、俺の口の中にごく少量だが確実に注がれた。

　キスは、味覚にも衝撃的な刺激をもたらす。




　五感のすべてが快楽信号を脳みそにでたらめに送り続けたキスが終わった。

　数十秒ぶりに二人の唇が離れたあと、俺は未み曾ぞ有うの感動に見舞われていた。

　夜空に浮かぶお月様は、眺めることはできても、人間には触れることなんて到底できないと思っていた。

　でも俺の唇は月面に確かに触れた。

　そうか、俺はお月様に着陸できる人間だったのか。

　すなわち俺は──

「宇宙飛行士だったんだ」

　長いキスの直後で、脳に十分な酸素がいってなかったんだろう。

　意味不明なことを口走ってしまったと自覚してから、月形さんにおそるおそる視線を向けると……。

　彼女はお風呂にのぼせたような様子で座椅子にちょこんと座っていた。どうやら俺の独り言は聞かれてなかったっぽい。月形さんは「ふぅー」と熱っぽい息を吐いて、言った。

「……こんなにお乱れ千万なことしたの、初めて」

　お乱れ千万！

　初めて聞いた言葉だが、なんだか妙に胸をザワつかせる言葉だ。

　俺と月つき形がたさんはお乱れ千万をした間柄。ぬあっ。鼻血が出そうだ。

　ひとまず落ち着くために、つけっぱなしだったゲームの電源を切った。テトリスのＢＧＭは、快楽信号の洪水を起こしたキスのＢＧＭでもあった。今日からロシア民謡は最も俺の心をかき乱すミュージックに認定されたのだ。

　ゲーム専用の外部入力から地上波にチャンネルを戻すと、見慣れたアニメが画面に映った。

　──あっ、サザエさんだ。

　再会できた。そうか、俺は一週間生きられたんだな。

　月形さんは、食卓を囲む磯いそ野のさんとフグ田たさんの団欒を見て、言った。

「もう夕ゆう餉げの時間なのね。私おいとまするわ」

「は、はい」

　俺は、コートを羽織った月形さんと部屋を出た。

　オカンは玉たま木き宅に隣接している「玉木整体」の店舗のほうにいたから、お月様と筋きん肉にく聖せい母ぼの遭遇は回避できた。好きな子がオカンに会うなんて、絶対テンパりそうだ。

　──そして。

　俺は玄関先から月形さんを見送った。別れ際に「さようなら」も「じゃあね」も言わなかった。代わりに「ありがとう」と言った。月形さんは優しく微笑ほほえんでくれた。俺は住宅街の角を月形さんが曲がって見えなくなっても、視界のどこかに彼女の痕跡を探すように、しばらくのあいだ玄関先に立ち尽くしていた。

　すっかり日の暮れた空には、さっきまで一緒にいたお月様より輝きが足りない月が浮かんでいた。




　その夜。俺は布団の中にいた。

　この一週間、実は眠りに入る前の時間が一番きつかった。

　寝たら、もう目覚めることのない永い眠りに落ちてしまうんじゃないか、と畏おそれていた。

　瞳ひとみを閉じると、死から目がそらせなくなるんだ。

　でも今こ宵よいは、余命一週間の宣告を受けてからちょうど一週間後の夜なのに、俺の心には恐怖も絶望もなかった。

　瞳を閉じると──そこには月形さんの微笑みがあった。

　その微笑みを思い浮かべていると、俺の心を苛さいなむ暗い感情がスルスルと解けて、温かく大きなものに包んでもらっているような心地良さが訪れた。

　心がふるえるほど好きな人とキス（またの名を「お乱れ千万」）ができたんだ。

　短すぎる気がするけど、そう悪くない人生だったな。












　　第一章　　余命一週間──からの社会的な死!?









　月つき形がたさんとの夢見るような日曜日から、三日が経たち、五日が経ち……。

　そして、一週間と一日が経った。

　俺の身体からだは元気そのもので、そもそも最初に病院に出向いたときの自覚症状のダルさもとっくになくなっている。

　俺は再び病院に行くことにした。

　最初に診てもらった地元の病院が休診日だったから、玉たま木き整体を臨時休業にしたオカンと一緒に隣町の病院まで行った。

　そして──そこであまりにも驚くべきことが、その日のうちに判明した。

　俺は病院を飛び出して、春の陽ひがキラキラと降りてくる世界で、生まれてきてよかった会の志し村むら・庵あん藤どう・靜しず香かに電話した。




「しし死なねえだ!?　前の病院の誤診!?　おいおいエイプリルフールはもう過ぎてるぜ」

「こんな嘘うそはつかないよ。ほんとに無事だったみたいだ、俺」

「こいつはたまげた！　こんなめでてえことはねえ！　たまらん、生還祝いしようぜ。ちょうど使い道を無くした金があんだ。香典ってやつよ」

「まさか自分への香典で遊べる日がくるなんてな」




「健康体そのもの!?　それじゃあ、たまらん君はずーっとずーっと生きられるんだね？」

「やがては死ぬだろうが、とりあえず余命無期限だ」

「うっひょー！　まさかの超展開だよ。もうこうなったらさ、あだ名変えようよ。たまらん君は不死鳥なんだから……フェニックス玉木なんてどうかな？　略してフェニ玉」

「謹んでお断りするよ」




「うわああああああああああああああああああん──」

「いっぱい心配かけちゃってごめんな。だから、そろそろ泣きやんでくれよ」

「ぅう～、ひっく、ぅぅ、ぐすっ……たまらんちが元気モリモリ森もり蘭らん丸まるになったぁ。お百度参りしてよかったよ～」

「そんなことしてくれてたのか。ありがとな、やっぱ優しいな靜香」

「どってことないよー。手首足首に重しのバングルつけて、神社の石段をダッシュで百往復しただけだから」

「それっていつもの柔道部のトレーニングじゃ？」




　三人との電話が終わった頃、受付で診察料を払い終えたオカンがでてきた。

　息子は無事だったという事実に、興奮さめやらぬオカンは俺を病院前で激烈にハグした。

　オカンは現役バリバリのボディービルダーだ。

　逞たくましすぎる実母の腕で抱きしめられ、俺は苦しい息をもらした。

　万力の如ごとく強烈な抱擁。目の前は病院だ。たとえ骨が折れてもすぐに診てもらえるだろう。だから、俺はオカンに思いっきり抱きしめられたままでいた。オカンに思いっきり抱きしめてもらいたい気分だった。




　祝・玉たま木き走そう太た生還パーティ。

　志し村むらも庵あん藤どうも靜しず香かもとびっきりのごちそうを用意しようとしてくれたが、俺は遠慮した。だって今はなにを食ってもうまいと感じるだろうから。

　志村と庵藤と靜香がいてくれたら、それだけで大盛り上がりだ。

　だから、俺たちはオカンからの差し入れの特製プロテイン青汁シェイクで乾杯した。

　マズい！

　なに食ってもうまいと感じるだろうなんて、気のせいだった。

　そして、宴が始まった。マズいドリンクで乾杯したくらいでは、俺たちのハイテンションが鎮まるわけない。




「たまらんち、シムシム、アンアン。ボクたちの人生はまだまだ続くよ。それを祝して、人生ゲームおっ始ぱじめようぜい」

　靜香の提案で人生ゲームが始まった。

　ちなみにシムシムは志村誉ほまれで、アンアンは庵藤充みつるのことだ。昔、俺のあだ名を二人に合わせて、タマタマにしようとした靜香だったが……。あれほど速攻ボツになったあだ名もなかったな。

　靜香が「ももいもいちょ♪　ももいもいちょ♪」と謎のまじないを唱えてルーレットをまわすゲーム途中、志村が唐突に言った。

「そういやたまらん、伝えといたぜ」

「ん、なにを？」

「月つき形がたの嬢ちゃんに、玉木走太はこれからも生き続けるってことをよ」

「え？」

「おっとすまねえ、余計なお世話しちまったかな」

「いや、月形さんには伝えたいと思ってたんだ。……俺の誤診のこと聞いて、なにか言ってた？」

「嬢ちゃん、えらくビックリしてたな。言葉失ってたよ。ちょいとした沈黙のあと、『グスン、グシュン』ってウエッティーな音を漏らしてよ。ありゃ間違いなく涙ぐんでたぜ」

　庵あん藤どうが「うっひゃー」と身体からだをのけぞらせた。

「それってお月様がたまらん君の生還に嬉うれし泣きしたってことだよね。ぬあー、それ神シチュエーションだよ」

　駄菓子屋でアタリが出て、＄３０００もらった靜しず香かが「うぷぷぷ」と笑いながら、言う。

「女を泣かせるなんて、たまらんちは伝説のジゴロってやつだね」

「まさか交際経験ゼロで、伝説のジゴロと呼ばれるとはな」

「あっ、靜しずちゃん、今＄２０００しか取ってないよ。ほら、＄１０００」

「ありがとぉ。敵のミスをフォローするなんて、アンアンは伝説の紳士ってやつだね」

「伝説軽かりぃな。のう、靜。オレは伝説のなんなんだ？」

「むぅ～。シムシムは、伝説の始まりかな」

「それかっけえ！　そらっ、４か──いよっしゃ、『すでに神童と言われる。＄７０００もらう』っと。伝説の幕開けといくか。ほい、次はたまらんの番」

　月つき形がたさんが俺の無事に、涙を流してくれたなんて……。

　胸に熱いものがこみ上げていた。だから『最悪の通信簿をもらった。＄５０００はらう』なんて気にしない。

「たまらんちってば可哀かわい相そうな子！　でもこれって誰に＄５０００払ってるんだろ？」

「そりゃ父母だろ。でもよ、通信簿の評定次第で我が子から金ふんだくるって教育方針鬼すぎんだろ。その家、児童虐待とかしてねーだろうな」

「僕ぼくならそんなの家出しちゃうよ。……次は僕の番だね。えいっ、５っと──え？『自作のポエムを親に見られた。＄２０００はらう』」

「アンアンってば悲惨な子！」

「新たな鬼畜親きたー。親にポエム見られて、金取られるとか。トラウマ一直線だな」

「黒歴史すぎるよ。人生は糞くそゲー！」

　明日あしたから高二の新学期だった。

　学校に行けることが楽しみだった。

　登校すれば──月形嬉き々きさんに会える。

　明日、元余命一週間男の元気な姿をお見せできたら──今日俺なんかのために泣いてくれたという月形さんは、八日前の日曜日に俺の部屋で見せてくれたような微笑ほほえみを浮かべてくれるんじゃないかな。いやあ、人生は神ゲー。




「……人生オワタ」

　庵藤がビリでゴールして人生ゲームが終わった午後九時過ぎ。

　気分的には夜通しで遊びたいくらいだったが、俺たち四人はここ半月、睡眠時間を削りまくって遊びまくっていた。身体には疲れがたまっている。俺はもう余命一週間じゃないんだ。四人で遊べる機会なんて、これからいくらでもある。

　だから明日の新学期にそなえて、今日は解散することにした。

「たまらん、グッナイ、あばよ」

「たまらんち～、ほんじゃーに」

「たまらん君、おやすみなさい」

　三人を玄関先で見送って家に戻ると、玉たま木き整体の固定電話が鳴っていた。オカンは筋トレ後のひとっ風ぷ呂ろを浴びてる様子。お客さんからの予約の電話かなにかだろう。

　俺は玉木整体の一人息子として、慇いん懃ぎんに電話に出た。

「お待たせ致しました。玉木整体でございます」

「夜分に恐れ入ります。月つき形がた嬉き々きでございます」

「ぎゃあ!!　ええぇ!?　うわうわぁー」

「持続力のある驚きっぷりね。玉木くん、今晩は」

　俺は深呼吸を一度して言う。

「こ、こんばんは、です」

「親御さんがお出になられたら、なんと言って玉木くんを電話口に呼び出してもらおうかと思っていたのだけど、貴方あなたが出てくれてよかったわ」

「俺も出られてよかったです」

　靜しず香か以外の女の子から俺宛に電話。オカンの詮索は避けられないだろう。筋きん肉にく聖せい母ぼからの取り調べなんて極力受けたくない。

「月形さん、えっと、もしかして整体の予約ですか？」

　もしそうなら、俺は今晩からでも整体療術の初歩から猛勉強するつもりだ。月形さんの身体からだを俺がほぐす。デヘヘ。

「もしかはしないわ。私、骨格だけは整っているの。おかげさまで生まれてこのかた歪ゆがみ知らずよ」

　月形さんは顔も整ってますよ。そんな恥ずかしいことは、電話でも言えないなぁ。

「今日は玉木くんに用があったの。でも私は貴方の連絡先を知らない。志し村むらくん達たちに尋ねてもよかったのだけど……。電話帳が傍らにあったから、それをめくることにしたわ。案の定、玉木整体はすぐさま見つけられた」

「あの、俺に用っていうのは……？」

「玉木くん、余命一週間ではなくなったんですってね。それを聞いて私おったまげたわ」

　好きな人に健康自慢ができる喜びで、声が弾んだ。

「そうなんです！　俺まだまだ生きられることになりました。元気モリモリ森もり蘭らん丸まるです」

「…………」

　……あれ？　月形さんが無言になってしまった。

　おもわず口にした靜香フレーズ「元気モリモリ森蘭丸」が、マズかったのかもしれない。

　元気モリモリ森鴎おう外がいのほうがよかったかな、と後悔していると──

　電話の向こうから「……グスン、グシュン」と聞こえてくる。

　え、月形さん泣いてる……？

　ギャグが寒すぎて泣かせてしまったわけじゃないだろう。思い出すのは、ついさっき志し村むらから聞いたこと。俺の無事を知った月つき形がたさんが涙ぐんだという話。

　月形さんは濡ぬれた声で言う。

「……グスン、折り入ってお願いがあるの」

「なんでしょうか」

「明あ日すの始業式、早めに学校に来てもらえないかしら？　グシュン、六時半の教室で会えたら嬉うれしいのだけど」

　好きな人から涙交じりの声でお願いされたら、いつもより早く登校するぐらいワケない。お望みとあらば今から行ったっていい。

「大丈夫です。玉たま木き走そう太た、明日の六時半に教室にいます」

「有あり難がとう。では明朝にね」

　それから俺は月形さんとケータイのアドレスを口頭で交換し、「おやすみなさい」と言いあって電話を切った。

　さあ、さっそく寝る準備に取りかかろう。

　俺は歯磨きをしに、洗面所に向かった。

　磨すり硝子がらす越しの浴室にはオカンがいた。おぼろげなシルエットでダブルバイセップス（ボディビルのポージング）を決めているのがわかる。日常の光景。でも、なんだか久しぶりに見た気がする。

　……あっ、そうか。ここ半月、余命幾ばくもないと思われていた俺の存在が、オカンから筋肉に対する情熱を奪っていたのかもしれない。それなら、俺の誤診が発覚した今日からは、筋トレだって浴室でのポージングだって思う存分してほしい。

　歯磨きを終えた俺は、磨り硝子越しにサイドチェスト（ボディビルのポージング）を決める筋きん肉にく聖せい母ぼに言った。

「なあオカン」

「なんだい」

「明日あしたさ、いつもより一時間半くらい早く登校するから」

「あらあら」

「朝メシはコンビニとかで適当に済ませるから、気にしないで」

「そんなのダメよ。明日は記念すべき玉木走太の高校二年生ライフが始まる日なのよ。精をつけなきゃ！」

　いつもなら大げさだと笑ってしまうところだが、半月前の俺は無事に高二の始業式に出られるとは思っていなかった。

「じゃあ、オカンにお任せするよ」

「腕にヨリをかけるから楽しみにしてな。……土鍋はどこにあったかしらねえ」

　土鍋でなにをつくってくれるんだろう？

　洗面所をあとにして寝た。




　まさか土鍋でスッポン鍋をつくってくれるとはな。

　朝五時の玉たま木き家の食卓。いつもより早起きをした俺の前には、いつもより早起きをしたオカンがこしらえてくれたスッポン鍋が、湯気を立てている。

　精のつけかたが本気すぎる献立の理由を、オカンが答えてくれる。

「昨晩は走そう太たの生還パーティを誉ほまれくんと充みつるくんと靜しず香かちゃんでしたでしょ。だから今日は、オカンがしたかったのよ」

「パーティを夜じゃなくて朝に？」

「早くしたくてムズムズしてたのよ」

「スッポンなんて豪勢だね。食べるの初めてだよ」

「ちょうどかかると思ってた葬式代が浮いたから奮発したのよ。ほら走太、初めてついでに日本酒もいっとく？」

「いっとかないよ。未成年な上にこれから学校だよ」

「熱いうちに食べましょ食べましょ」

　にしても、スッポンを食って、お月様に会いに行くことになろうとは……。

「まるで月とスッポンだ」

「まさに月とスッポンよ」

　オカンは月げつ桂けい冠かん「月」のワンカップを掲げて、笑った。




　朝っぱらから盛大にスッポンをつついて、俺の生還パーティ・玉木母子おやこ版が終わった。

　鍋料理を平らげるというのは当然時間がかかるわけで……。

　六時半までに学校に着くためには、最寄りのバス停まで精をつけたばかりの身体からだで早朝ランニングをするしかなかった。

　澄んだ春の空気を吸って通学路を駆け、バスに揺られ、我が遠とお音おと高校の校門を抜けたのは六時半、五分前。

　ふぅ、これなら待ち合わせ時間に間に合いそうだ。

　そう安心すると、途端にこれから月つき形がたさんに会うことへの緊張感が高まってきた。

　外靴から上履きに履き替え、自分の足音と心拍音だけが響く静寂の校舎を歩く。

　目的の教室前に着いた。

　制服のネクタイをキュッとあげ、スライドドアをガラガラッと開ける。

　洗い立ての朝の陽ひが射さし込む教室の中央に、こちらに背を向けた月形さんがいた。

「……」

　どうして、これから彼女の姿を目の当たりにするとわかっていたのに、後ろ姿にこうも見み蕩とれてしまうのか。こうも言葉を失ってしまうのか。

　とにかくなにか言わなきゃ！

「つ、月形さん、本日はお日柄も良く……」

　結婚式の来賓のスピーチか！

　好きな人に朝の挨あい拶さつすらそつなくこなせない。頭を抱えたくなったが、俺の視界には振り返った月つき形がたさんの微笑ほほえみがあった。

「……お日柄？」

　そう呟つぶやいて月形さんは教室内のカレンダーに視線を流す。

「本日は……『先せん勝しよう』」

　カレンダーの今日の日付蘭には「先勝」と書いてあった。あれはどういう意味なんだろう？　と思っていたら、月形さんが歌うように言う。

「『先んずればすなわち勝つ』……何事も急いで行うと幸運が舞い込む日。急用や訴訟などに運がよいとされ、午前は『吉』、午後は『凶』とされる日……だったかしら。玉たま木きくんの言う通り、私にとって本日はお日柄が甚はなはだ良いわ」

「なにか訴訟開始なさるんですか？」

「いいえ。玉木くんに重要な急用があるの。だからこんな早くに来てもらっちゃった。有あり難がとう、そしておはよう」

「どういたしまして、それとおはようございます」

「今日は急ぐが勝ちのお日柄だから、単刀直入に用件を言うわね」

「あ、はい」

　教室の入り口に棒立ちになっている俺のもとに、月形さんは机の島をスルスルと抜けてやってくる。

　俺の目前に立ち止まった月形さんが「ふぅー」と小さく息を吐いた。俺はバースデーケーキのロウソクにでもなった気分で、彼女の甘い息を顔面で受けた。

「……玉木くん、今からまた＊＊しましょ」

　えええっ!?

「あああぁ、うぅ、そ、その、あっと、いやいやいやいや」

「持続力のある取り乱しっぷりね」

「い、今なんとおっしゃったんですか!?」

　月形さんはまるで寒さにでも耐えるように自分を抱きしめた。

「……恥じらいを捨てて、さもなんでもないことのように言ったのに。それを今一度言わせようとするなんて……。玉木くんの」

　月形さんは俯うつむいて、小さく「いけず」と漏らした。

　恥じらいを捨てなきゃ言えないことを言ってくれたのか！

　ってことは、どうやら俺の聞き間違いではなかったようだ。

「あの、どうして、俺とその、また、キスをしてくれようと!?」

「それは、貴方あなたが無事に……」

　顔を上げた月形さんの瞳ひとみには水の膜が生まれていた。

「生還したから、つまりはその──」

「お祝いってことですか!?」

　月つき形がたさんの瞳ひとみの端から滴が一つ流れた。

「か、感激です！」

　──ああ、生まれてきてよかった。死にかけてよかった。

　俺なんかのために嬉うれし泣きしてくれた彼女が濡ぬれた声で囁ささやいた。

「始めましょう……玉たま木きくん、目を瞑つぶって」

「は、はい」

　俺は男女間の愛情表現の経験が乏しい。よって理想の口づけはあるが、口づけの仕方にこだわりはない。つまり、目を瞑れと言われれば「合点承知の助」と内心で即答し、まぶたを閉じるくらい訳ないのである。そこに「男の俺が瞑るんですか？」などといった疑問はない。下へ手たな疑問をはさんだばかりに、キスの絶好機を逸する事態にでもなったら、目も当てられない。自分が経験の乏しいことは素直でいること。それが俺のモットーだ。

　俺は月形さんの天使の微笑ほほえみを網膜に焼き付け、目を瞑った。

「……いいわ、そのままでいて」

　視覚野が休息中の俺の脳に、月形さんの綺き麗れいな声がしみ入るようだった。

　ああ、なんて素敵な待ち時間だろう。まぶたを閉じたままなのに、幸福で世界がまぶしかった。

　カサカサカサ……。かすかに衣きぬ擦ずれの音がした。

　キスする前なんだ。ほんのわずかの衣服の乱れを正しているのかもしれない。俺も目を瞑ったまま、ネクタイの結び目をギュッと握り、襟を正す。

　遠くから──チュンチュン。小鳥のさえずりが聞こえていた。

　近くから──ジィイイイイ。ファスナーが開けられるような音がした。

　ん、ファスナー？　遠とお音おと高校女子の制服にあるファスナーといえば……スカート!?

「玉木くん、決して目を開けないでね」

　いやいやいや、さすがに男女間の愛情表現について経験不足の俺でもわかる。キスする前にスカートを脱ぎ捨てる女子なんていない！

　きっと、ポーチかなにかを開けたんだ。

　それでリップクリームかなにかを取り出して、唇に塗るみたいな。唇の乾燥を気にする乙女心ってやつだろう。

　目を瞑ったままの俺は紳士の気分で言った。

「焦らずに準備してください」

「……なぜ準備しているってわかったのかしら？」

　わかりますよ。俺は頷うなずいて言う。

「さっきから俺も心の準備にかかりっきりですから」

「フフッ。玉木くん、そのままかかりきってて。私の準備はあと一息だから。……お待ちになってね」

　キスは最中だけが甘美なのではない、キスへの待ち時間もまた甘美！　ｂｙ玉たま木き走そう太た

　恋は人を詩人にする。　ｂｙプラトン

　おっしゃる通りですプラトン先生状態のなか。

　ウィウィーン……。小さな機械音がしたような、と思っていたら──

　カシャ……。小さくない機械音が確実にした。

　何事だ。反射的にまぶたを開けた。

　目の前には、近くの机の上に置かれた鞄かばんにカメラをしまい、その鞄のファスナーをジィイイイイと閉めている月つき形がたさんの細い背中があった。

　……今、俺の写真を撮った？　でもなぜ？

「月形さん、あの、なにをなされたんですか？」

「……なにをしたと思う？」彼女は背中越しに言う。

　まったくわからない。キスへの心の準備中だった俺はのぼせた頭で答えた。

「えっと、今は俺の生還祝いに月形さんが、またお乱れ千万なことをしてくれる……ところでしたよね」

　カメラをしまい終えても、まだ背中を向けたままの月形さんが冷気を帯びた声を発した。

「玉木くんったら笑止千万ね──生還祝いを欲してるところ申し訳ないのだけど、どうかこれからは生きないでもらえないかしら？」

「えっ……」

　今生きるなって言われたような……聞き間違いだよな？

「どうして、ものの見事に死んでくれなかったの？」

　……聞き間違いではなかった！

「つ、月形さん、アハハ、ご冗談を」

　冗談であってほしかった。だが、こちらに振り返った月形さんの顔は、学校でいつも拝見する──陽ひの当たらない月面のような暗黒に凍いてついた無表情。先日の我が家やつい今し方まで、うんと見せてくれた微笑ほほえみは欠片かけらもない。……どうやら冗談ではなさそうだ。

「玉木くん、安心して。さすがに肉体の死までは望んでいないから。社会的に死んでくれさえすればそれで結構だから」

　それを聞いて安心しました、って思えるわけない！

　月形さんはカメラをしまった鞄を優しく撫なでながら、体温のない声で続ける。

「私は玉木くんのキス顔を激写した。この写真を、一両日中にバラまかせてもらうわ。さすれば、貴方あなたは社会的に死ぬ。そして社会的に死んだ貴方は、家にひきこもって誰にも会わないようになる……あぁ、めでたしめでたしだわ」

　突然好きな人から社会的な死を望まれる。不幸の種類が斬新過ぎて、悲しみもわき起こらない。そもそも状況がわからない。とりあえずキスへの心の準備作業は中断したほうがよさげだな。

「あの、なぜ俺を社会的に死なせて、ひきこもりにさせたくなったんですか？」

　お月様の瞳ひとみが、三日月のように細くなって妖あやしく煌きらめいた。

「それは私とキスした玉たま木きくんが、未いまだにご存命だからよ」

　そう言って月つき形がたさんは「オエェ、ウエェ」と、えずき始めた。

「あれは、私の人生から消したい汚点だわ。オエーッ」

　口元に手を当てて、月形さんが言う。

「塵ちり紙がみを持っていないかしら？」

　俺は頷うなずいて、制服のポケットに手を入れた。

「ちょうど俺もティッシュが必要なところでした」

　ティッシュを受け取った月形さんはそれを口元に当てて、俯うつむいた。俺は残りのティッシュを自分の目元に当てて、天を仰いだ。

　俺とのキスは彼女の人生の汚点。目の奥が熱くなる。うん、号泣寸前だこりゃ。

「……私には、おばあちゃんがいたの。年齢や氏名、父方か母方か、一番好きな笑点メンバーは、歌丸なのか木久扇なのか円楽なのか、はたまた隆夫なのかは言わないわ。私、喋しやべらなくていいことは声にしない主義だから」

　わずかに俯いたまま、月形さんが本当に唐突にお祖ば母あさんの話を始めた。

　俺は素直に聞くことにする。おそらく俺に聞かせる必要のある話なんだろう。彼女はたった今、言っていた。喋らなくていいことは声にしない主義だって。

「大事なことはね、私はおばあちゃんが大好きだったってこと。おばあちゃんは私をいつも見つけてくれたってこと。そして一年前、おばあちゃんは病に侵されたってこと」

　月形さんはお祖母さんのことを過去系で話している。どっかの誰かさんみたいに、誤診でしたっていう結末はないんだろうな。

「余命一ヶ月。宣告通り、きっかり三十日で逝ってしまったわ。私は大好きだったおばあちゃんに、なにもしてあげられなかった。死に向かっていくおばあちゃんが怖くて悲しくて……。あの三十日間、病室でおばあちゃんはいつもみたいに私を楽しませようとジョークを言ってくれたのに……微笑ほほえむことすらできなかった」

「……お祖母さんはいったいどんなジョークを？」

「ベッドに横たわったまま、手を突き出して『布団が吹っ飛んだ』って。でも枝のように細い腕では、掛け布団は心持ち盛り上がっただけで、おばあちゃんは照れ臭そうに笑ったわ。だから私は泣いてしまったの。こんなにもひょうきんで愛いとおしい人が、日ならずして私の人生からいなくなってしまうと思って、涙がとまらなかった」

　月形さんが顔をあげた拍子に涙が一筋頬ほおを流れ、彼女の口元にそえられたままだったティッシュがそれを吸った。月形さんは水の膜が張った瞳を俺に向けて言う。

「目元にティッシュ？　玉木くん、私のおばあちゃんの話に泣いてくれているの？」

「いえ、あの」

　月形さんの悲しみは、俺の悲しみだ。当然お祖母さんの話には、胸に痛みを覚えた。

　だが、今現在シクシク泣いている俺の涙腺を最初に刺激したのは、他ほかでもない。「月形嬉き々きにとって玉たま木き走そう太たとのキスが人生の汚点」と判明したことなんですが……。

　これを話すのはさすがに惨めすぎる！

　俺は泣き始めたきっかけを話す代わりに、不意に涙から連想されたある疑問を確認することにした。

「……月つき形がたさんは俺が余命一週間ではなくなったとか、俺がまだまだ生きられるって聞くたびに、涙ぐんでくださったと思うんですが……」

　あれって嬉うれし泣きではなかったんですね？

　とは声に出して続けられなかった。なぜなら月形さんの顔に覆っていた悲しみの影がみるみると消失し、明らかに不快な表情になっていったからだ。

「貴方あなたが余命一週間ではなくなったとか、貴方がまだまだ生きられるって意識するたびに、怖おぞ気けが走ったり虫むし酸ずが走ったりして泣けてきたわ。……アラ？　ひょっとして貴方の走太というお名前は、人に怖気を走らせたり、人に虫酸を走らせるのが由来なのかしら？」

「前代未聞のむごい由来！　この名前には一応──人生を全力で『走って、太く』生きろ。っていうオカンの願いが込められているんです」

　誤診ではなく本当に春休みに死んでいたら、「人生を普通に歩いて、短く生きた」で終わるところだったな。危ねえ。

「まあ素敵な名付け方。とてもナイスな母御おやごさんね」

「ありがとうございます。月形さんのお祖ば母あさんもとてもナイスなお方ですよね」

　自分の死がすぐそこに近づいているときに、孫にジョークをかます。元余命一週間の俺には、それがいかにナイスかよくわかる。

「有あり難がとう。玉木くんが余命一週間だと知ったとき、私はなにもしてあげられなかったおばあちゃんの代わりに、あなたになにかしてあげたいと思ったわ。……玉木くん、こういう感情をなんと呼ぶかご存じ？」

　俺の部屋に来てくれた日の月形さんを思い出す。

　柔らかな微笑ほほえみを終始浮かべていて、天使のようだった。

　今現在、俺を冷ややかに見つめる元・天使に言う。

「思いやりですか？」

「ご明察。でも一段と完璧な解答は、同情よ」

「同情……ですか」

「ええ。私は貴方に冥土の土産にキスしてあげたの。なのに貴方ときたら冥土にいない。嗚あ呼あ、本当に参ったわ」

「あの、教えていただきたいことが……」

「なあに？」

「どうして俺がこの世にいると、月形さんを参らせてしまうんでしょうか？」

「お答えしてあげる。まず第一に、玉木くんが私のことを恋い慕ってくれているように、私にも恋い慕ってる人がいるのだけれど」

「えっ!?」

　なんかすごいことを、すごくサラッと言われた。

　頭が真っ白になる。真っ白のまま言った。

「その恋い慕ってる人っていうのは、俺だったりしたりは……」

「アーラ驚いた。人間ってひとたび死を強く意識してから生還すると、大層ポジティブになれるのね。でも玉たま木きくん、今は楽観的思考より、論理的思考をするほうがよくてよ。私は貴方あなたとのキスは汚点だと述べたの。つまり玉木くんのことを恋い慕っているわけなんてないじゃない」

　決定的に失恋した！

「玉木くんドンマイ。人はつらい失恋をして、失恋ソングを堪能できるようになるのよ。傷心旅行はどこに行くの？　青あお木きヶが原はら樹海なんていかがかしら？　片道切符分だけでいいから、旅費はそんなにかからないわよ」

「往復切符で行かせてください！　いやそもそも樹海に行かない！」

「アラごめんあそばせ。つい、自殺の名所を勧めてしまったわ。だって死人に口なしって言うでしょ」

　俺を六時半の教室に誘ってくれた月つき形がたさんの一番の目的は、俺のキス顔を撮影するためだったんだろう。それはつまり──

「撮影したキス顔をバラまいて、俺を社会的に死んだひきこもりにしようとしたのは……。俺と月つき形がたさんがキスしたことを、月形さんの好きな人にバレないようにするための、いわゆる口封じってことですよね？」












　月形さんは、利口な生徒を見る女教師みたいに機嫌のいい顔になる。

「玉たま木きくん、察しがいいのね。褒めてつかわすわ」

「どうも。つかわされます」

「貴方あなたとキスしたことを、誰にも露見してしまうわけにはいかないの。私、好こう色しよく阿あ婆ば擦ずれ閨ねや狂ぐるい娘むすめなんてレッテルを貼はられるのは嫌だわ」

「そんなボキャブラリー豊富なレッテルを貼るやついませんよ」

　月形さんは教室の掛け時計を見る。七時五分過ぎ。彼女は「今から家に帰って……」「高速プリントで……」「……三百枚あれば……」と、なにやらブツブツ言ってる。

「あの、俺のキス顔写真をバラまく算段を練っているところ、すみませんが……」

「なあに？　やはり念のため四百枚にしておこうかしら」

「俺、その写真バラまかれても、別に社会的に死なないんですが」

「………………え？」

　まるで殺虫剤を噴射しまくったのに、ピンピンしてる蠅はえでも見るように月形さんの瞳孔が開いた。彼女のそういった驚いた表情を初めて見た。

「社会的に死なないってことは、ひきこもらないの？」

「はい。せっかく余命一週間でもなくなったので、残りの人生はひきこもるよりか、出ずっぱりでいようかと」

　彼女は鞄かばんからカメラを取り出し、背面液晶ディスプレイにさっき撮った写真を表示させて、俺に手渡した。

「だってこの有様よ」

「どんな有様になってます？」

　確認すると想像通りの間抜けな写真だった。まぶたを閉じた俺の顔が写ってる。

　それは撮影の瞬間、タイミング悪く目を瞑つぶってしまったやつにしか見えず、唇を突き出したりもしていないから、これを見てキス顔だと思うやつはまずいないだろう。

　俺は正直に言った。

「学校で自分の写真が何百枚もバラまかれること事態は嫌な話ですけど、この写真を人に絶対見られたくないっていう気持ちは、特にないですよ」

「……写真をバラまかれたくないから、強がり言ってるの？　そうね？　そうなのね？」

　俺は手渡されたカメラを掲げた。

「本当にバラまかれたくないんなら、俺この写真データ今削除できちゃいますけど……」

　月形さんは俺の手からカメラをひったくる。

「貴方ってメンタル強い子なの？　メンタル防弾ガラス級なの？」

「いえ、たぶんプレパラート級です。しかも現在完全に粉々です」

　好きな人に失恋した直後だった。青あお木きヶが原はら樹海に行くのも有りかもしれないと思えてきた始末だ。

「わかったわ。さては貴方あなたマゾヒストね。自分のこの上ない哀れな身を衆人に晒さらすことで、羞恥と苦痛にうっとりするんでしょ？」

「苦痛でウッときました。まさか月つき形がたさんに、ただ目を瞑つぶってるだけの俺の姿をこの上ない哀れな身だと思われたなんて……ウッ」

　カメラの液晶ディスプレイを眺める月形さんの顔が──なぜだろう、どこか苦しみに耐えるように歪ゆがんだ。

「気にしないで。そもそも私には貴方のこの姿に好悪を感じることなんて、未来永えい劫ごうにできないだろうから」

　それって、俺の見た目になんか永遠に興味ないってことか。ウッ。

　月形さんはカメラから視線を外し、重い息を漏らして言う。

「キス顔というものは、場合によっては大層恥ずかしいものだと風の噂うわさで聞いていたのに……。故ゆえにそれを撮影して、貴方を学校に居られないようにしようと画策したのに……。貴方は場合によらなかった。嗚あ呼あ、弱ってしまったわ」

　好きな人が、俺をひきこもりにできずに弱りきっている。そんな姿を見させられる俺も、弱っちまったよ。

「玉たま木きくん」

「なんでしょう」

「どうやったら、貴方が社会的に死ぬのか、妙案ってないかしら？」

「月形さんのおっちょこちょい、もしくは鬼！　それは俺にだけは聞いちゃダメでしょう。俺がこれで妙案出したら馬ば鹿か過ぎでしょ」

「玉木くんは今私を恋い慕っているのでしょ？　恋は人を馬鹿にすると風の噂で聞いたのだけど」

「月形さんはもう風の噂に耳を貸さないで生きてください」

　いや、でも風の噂当たっているかも。

「恋する月形さんは、確実におバカさんになってますよね。キス顔写真をバラまいて、社会的な死を与えようとするって……」

　月形さんにとって、俺をキス顔写真でひきこもりにできなかったことは、よほど想定外の事態だったんだろう。

「そうね、私は愚かだわ」

　春の陽ひが鮮やかに射さし込む始業式の朝の教室で、彼女はこの世の終わりのような表情で立ち尽くした。その表情はもはや悲壮感すら漂っていて、俺は月形さんを救うつもりで言った。

「キスのことはもちろん誰にも言ってないですし、これからも絶対誰にも言わないです。だから月形さん、俺を社会的に死なせようとしなくても大丈夫ですよ」

「え……？」

　厚い雲に覆われた月のように闇に沈んでいた月つき形がたさんの瞳ひとみに、かすかな光が生まれる。雲間から一筋漏れる月光の声で彼女は言う。

「そうね。玉たま木きくんが頑かたくなに口を閉ざせば、ひきこもりに追いやる必要はないのね……。今ふと思い出したのだけど、精神的ショックや強いストレスを与えると、声を発することができない『失声症』に陥ってしまうことがあるそうね」

「なんでそれを今ふと思い出しているんですか」

「玉木くん、朗報よ。貴方あなたは社会的に死ななくてもいいし、学校に通い続けていいのよ」

「もしかして俺に精神的ショックや強いストレスを与えようとしてます？」

「察しがいいわね。褒めて──」

「つかわすな！」

「玉木くん、朗報よ。貴方に強いストレスを与える精神的ショック方法がもう閃ひらめいたわ」

「悲報だよ！　月形さんのその閃きは悲報だよ。悲報が続いてるよ」

「それで閃いた方法なのだけど。うちのご近所さんが、凶暴で歯のない老犬を飼っているのだけど……。玉木くんがその犬に長らくアムアムされるというのはどうかしら？」

「…………」

「アラ、ひょっとしてもう失声症を発症？」

「絶句してたんだよ！　凶暴で歯のない老犬にアムアムされる？　なんだよその斬新なやつは。とりあえず犬種は？」

「ティーカッププードルだったかしら」

「うん、絶対カワイイですよねそれ」

　月形さんは顎あごの下に手を添え、無表情のまま「……玉木くんに精神的ショックを与える方法。……玉木くんに強いストレスを与える方法」と呟つぶやいている。

　月形さんが、俺を失声症に貶おとしめようとしていることが一番の精神的ショックだよ！

　月形さんがほとんど無表情のまま言った。

「歯のないワニにアムアムされるというのはどうかしら？」

「ワニどこにいるんですか？　歯のないワニは歯のあるワニよりレアですよ。ていうか、歯のないシリーズやめましょう。というより俺を失声症にしようとするのやめましょう。大丈夫です、月形さんとのキスは本当に本当に誰にも言ったりなんかしませんから」

「そうはいっても貴方がいかにキスのことを漏らさぬよう肝に銘じていても──玉木くんは志し村むらくんと懇意の間柄なのだから、なにかの拍子で露見してしまうことを、どうしても懸念してしまうわ」

　…………んん？

「……なぜ、このタイミングで志村の名が……？」

　俺はこのとき不可思議な光景を見た。

　お月様の顔が夕ゆう陽ひのように朱に染まったのだ。

「もしかして、月形さんの好きな相手って……志村誉ほまれなんですか？」

　赤らんでいた月つき形がたさんの顔が、みるみる色を失っていく。

　蒼そう白はくな顔で彼女はポソリと言った。

「……知られたからには、歯のあるワニにアムアムさせるしかないわね」

「それ声を失う前に命を失う！　って志し村むらが好きだったんですか!?」

　お月様の瞳ひとみは、ブラックホールのような虚無の点になっていた。

「玉たま木きくん、自然保護区に行きましょう。そこに野生のワニがいるわ。自然保護区でワニワニパニック致しましょう」

　この人、本気だ。

　本気でワニと俺を引き合わせようとしている！

　ヤバい！　月形さんは好きな人が俺にバレて、正気を失ってる。ああ、月形さんは志村のことが好きだったのか！　俺も正気を失いたい。この現実を受け止めたくないよぉ。

「玉木くん、片道切符代は心配いらないわ。私、貯ためていたお年玉を使い切るから。……玉木くんの命を落とすために使う、まさに落とし玉ね」

　現実逃避してる場合じゃない。お祖ば母あさん譲りの月形さんジョーク（？）を聞いてる場合じゃない。俺を死地に向かわせるために、好きな人の貯金を切り崩させる場合じゃない。命乞いしてる場合だ！

「協力します！　月形さんの恋が成就するように協力します！」

「……協力？」

「はい。俺は志村とは生まれたときから一緒にいますから、やつの好きなものとかなんでもお伝えできますし、他ほかにもいろいろ月形さんの恋のサポートができると思います」

「……サポート？」

　ブラックホールみたいだったお月様の瞳が、銀河系のように輝きだす。

「私の恋が実るよう、玉木くんにお力添えしてもらう……。その考えはなかったわ」

　俺もそんな考えはついさっきまでこれっぽっちもなかったよ。

「いいわ。将を射んと欲すれば先まず馬を射よ。志村くんのご友人に協力してもらえるなんて心丈夫だわ」

　月形さんが細い腕をピシッと伸ばして、俺の顔を指さした。

「現時刻をもって、玉木くんを『月形嬉き々きの恋の応援総大将』に任ずるわ。そして私が志村くんに対して、どれほど特別な感情を抱いているのかを知れば、貴方あなたもスッパリあきらめがつくでしょうしね。私は想おもい人と結ばれ、好きでもない男からの好意は消え失うせる。アラこれって一石二鳥？　玉木くん、私達たちＷＩＮＷＩＮの関係になれるわね」

　俺のＷＩＮはどこだよ！

　昨日きのうまでの挨あい拶さつ一つ交わせないクラスメイトでいるより、お月様のそばにいられる今日からのほうが、マシな気もするけど。

　よく考えたら、好きな女の子の恋を応援する役目って、恐ろしくむなしい役目だな……。

「月形さん、ひとつ気になっているんですが」

「なあに？」

「志し村むらのどこが好きなんですか？」

　志村は性格も賑にぎやかだか、顔のつくりも賑やかな男だった。

　目元の感じも、口元の出来も、鼻の佇たたずまいも、眉毛の有様も、輪郭線の具合も、どこをとっても他者に対して「この人、絶対ひょうきんな人だ」と思わせることに特化している。ひょっとこの面をつけているより、ひょっとこの面をはずしたほうが、周囲を陽気にさせる顔面の持ち主なのである。

　そんな志村のひょうきんフェイスは、かなりの老け顔でもあった。

　制服を着てないと、教師に間違えられるのは日常。学校の人気者である志村が私服姿でクラスメイトの女子と学校外で話しているだけで、援交オヤジに間違われたこともある。

　顔の情報量がすこぶる多い──ひょうきん仕上げの老け顔男のどこに、月つき形がたさんはときめいたのか？

　まあ理由は簡単だ。人は顔じゃない。心が大事。なんせ志村は情に厚い、愉快なやつだからな。

「……私が志村くんに岡おか惚ぼれした理由は断トツで、顔よ」

「顔なの!?　心じゃなくてですか？」

「あいにく私は志村くんの内面を窺うかがい知れるほど、まだ彼のことを知り得ていないの……。けれどもまぶたを閉じれば、彼の顔をいつでも思い浮かべることができるわ」

「確かに志村フェイスは、まぶたの裏に浮かべやすいですからね。でも顔で志村を選ぶっていうのは、積載量でフェラーリを選ぶようなっていいますか……。月形さんは、いわゆるジャニーズ系みたいなのは好きじゃないんですか？　学校にもイケメン風味のやつ、まあまあいますよね」

　月形さんは困ったような微笑ほほえみを浮かべて言った。

「私には志村くんしか見えないから」




　もうそろそろ七時半に差し掛かろうかという時間だった。

　あと三十分もしないうちに、早めに登校してくるクラスメイトが教室にやってくるだろう。月形さんも同じことを考えていたようだ。彼女は言う。

「……これから登校してくる子に、玉たま木きくんと二人で教室にいたところをなにか邪推されてもつまらないわね」

　月形さんは鞄かばんを手にする。

「図書室に行ってくるわ。春休みに借りていた本を返す用もあることだし」

　前学年のとき、教室での休み時間に一人本を読んでいる月形さんの姿をよく覚えていた。いつもとても昔の小説を読んでいた。

「こんな朝早くに、図書室って開いてるんですか？」

「おそらく開いてはいないわね。でも返却ボックスがあるから」

　そう言って月つき形がたさんが教室を出て行こうとする。俺は彼女との二人っきりの時間がもう終わるんだと意識して、おもわず口を開いた。名残惜しかったのだ。

「月形さんって、行動力がすごい人だったんですね」

　教室の扉の前で振り返った月形さんが「行動力？」と首をかしげる。

「口封じのために、朝の六時半の学校に来て、キス顔を撮ろうとするって……思いついても普通はできないですよ」

「それって……イヤミ？」

「いえいえそんなことないです。ただ、単純に月形さんの行動力すごいなって、圧倒されたっていうか」

　そんな行動を取ってしまえるほど、月形さんは志し村むらへの想おもいが本気なんだということに、なにより圧倒されていた。

「そうね、ここまで行動的になれたのは他ほかでもない……」

　志村くんのためだから、と続くんだろうな。

「玉たま木きくんだから、だと思うわ」

「え、俺？」

　決定的に失恋したばかりなのに、俺は哀れなほどにバカな男子だった。

　月形嬉き々きにとって、玉木走そう太たは他の男子とは違う「特別な存在なの」的な言葉が発せられるのを期待して待っていると──

「キス顔の写真をバラまいて、相手を参らせようとする。平時の私ならそんな卑劣な行い、するはずもないのだけれど……。なにせ貴方あなたという人は私の優しさにつけ込み、キスを乞うような──混じりっけなしのヘドロのような人だから。私もその手の腐れヘドロ野郎に対しては『常識や道徳心など持ち合わせてやる必要はないわ』との悪度胸が据わって、躊ちゆう躇ちよなく『社会的な死を与えてやるわ』と思えたの。そう、だからこれは玉木くんだからこそできたことなのよ」

　玉木走太は他の男子と違う「悪い意味で特別な存在」になっていた！

「ねえ、ヘドロ──じゃなくて玉木くん、私が志村くんとうまくいくようにご協力方くれぐれも宜よろしくお願いね。もし私の恋がお先真っ暗になんてなったら、私はやけを起こして貴方をお先真まっ青さおにしてしてまうから。肝に銘じていて」

「お先が真っ暗じゃなく真っ青？　……自然保護区でワニワニパニックですか？」

「いいえ、私はファーストキスを奪われ、玉木くんに唇を汚けがされたのよ。手まで汚させようとしないでちょうだい」

　いや、さっき汚そうとしてたでしょ！　片道切符代は心配いらないって言われたし。

「月形さんの恋がお先真っ暗になったら、俺はどんな風ふうにお先真っ青になるんですか？」

　お月様の瞳ひとみは暗夜の三日月のように怪しく煌きらめいた。

「──吹ふい聴ちようしてまわるわ」

「えっと、なにを？」

「玉たま木き走そう太たは余命一週間をダシに、月つき形がた嬉き々きのファーストキスをちゃっかり奪ったと」

「なっ!?」

「私にはよくわからないのだけれど、どうやら私って学校の男の子達たちの夢想をむやみやたらに駆り立てる容姿をしているようなの。自分で言うのも口幅ったいのだけれど、私の唇は不特定多数の男の子にとってめっぽう価値のあるもののようだから……。それが月形嬉々にとって恋愛感情が毛ほどもない相手にちゃっかり奪われたとあっては、玉木くんに私怨を晴らそうと考える人も少なくないはずよ」

　月形さんの唇を奪った男として、噂うわさが広まったあとの学校生活を想像してみた。

　血の気けの多い連中が俺に殺到するだろう。一方俺の血の気は失うせ、顔は真まっ青さおになるだろう。確かにこれはお先真っ青だ！

　俺は鉄骨でも通されたように背筋をシャンと伸ばし、声を張り上げた。

「『月形嬉々の恋の応援総大将』のお役目、一生懸命にやらせていただきます！」

「……一生懸命。使い古されてしまった言葉だけど。一度己の死を意識した玉木くんが言うと言葉に重みがあるわね。フフッ」

　満足げに微笑ほほえんで、月形さんは教室を出て行った。












　　第二章　　男の娘だらけの青春を生きる男の話









　高二の一学期の始業式はつつがなく終わって、今け朝さの六時半からいる教室に戻った。

　新しいクラスメイトを詰め込んだ教室は、どこか浮き足だった雰囲気だった。

　玉木走太、志し村むら誉ほまれ、庵あん藤どう充みつる、若わか芽め靜しず香か。

　小学校時代から通して初めて、仲良し四人組がついに全員同じクラスになった。月形さんも前学年に続き同じクラス。もう俺をひきこもりに追いやろうとする人もいない。高校生活の残り二年は、面白いクラスで過ごせそうだ。

　ひきこもりといえば、新クラスに欠席の子が一人いた。

　その子はなんと去年の入学式から一度も登校していないらしい。どうやって二年生に進級できたんだろう？　いろいろ驚きだ。

　だが、クラス名簿でその子の名前を見ていると別の驚きも生まれた。

　茅野海。

　読み方は「かやのうみ」ではないのだ。「ちのうみ」と読むそうだ。血の海。

　初めて同じクラスになった新クラスメイトの中で、一番最初に名前を覚えた。




　新クラスでの最初の休み時間。

　男子達たちは、さっそく同じクラスになった女子の格付け（女子も男子にしてるやつ）に励んでいた。

　女子に聞かれぬように、背後からヒソヒソ声が聞こえてくる。

　てゆーか○○さんは三等星で決まりだろ。△△ちゃんは……うーん胸デカいから、ギリ二等星かなー。で、このクラスの一等星は……。

　ずいぶん楽しそうな天体観測をしていたやつらは、月つき形がたさんを一等星に定義しなかった。

　月形さんの美しさは、別格。

　夜空に煌きらめく一等星だって、お月様の輝きには遠く及ばない。

　男子達は、恋の始まりを思わせるうっとりとした視線を月形さんに向けていたが、彼女はそんな男子達に微み塵じんも興味はないようだった。そりゃそうだ。スッポンが月を眺めることはあっても、月はスッポンを眺めたりしない。

　ちなみに男子の間では、学校で月形さんの御お姿すがたを拝見する行為を、お月見と呼んでいた。

　俺もお月見をしたが、彼女と目が合うことはなかった。当然会話なんてのもなかった。




　始業式からガッツリ通常授業をこなした放課後。

　庵あん藤どう充みつるは実家の日焼けサロンの手伝い。

　若わか芽め靜しず香かは柔道部の稽古。

　俺は、演劇部の練習が休みの志し村むらと二人、校門を抜けた。

　春特有の輪郭が緩い雲がちらほらと漂う青空の下、志村がしみじみと言う。

「いやはやオレ達も、いよいよ高二になっちまったってか」

「なっちまったってよ。でも学年が一つ上がっただけで、別になんにも変わんないよな」

　つい昨日きのうの朝までは、余命が尽きるかもしれない恐怖と闘っていたのだ。変わらない日常がたまらなく愛いとおしい。こうしてのんびりと下校できることの実にありがたきことよ。

「ところがどっこい今がオレ達のピークらしいぜ。アンドゥーのやつ曰いわくよ」

「庵藤がなんだって？」

「『今の僕ぼく達には、同級生のＪＫがいて、上級生のＪＫがいて、下級生のＪＫがいる。三パターンの女子高生に囲まれているなんて、男子高校生のピークは二年生でありまするぞ』って、ぬかしてたぜ。ウケるよな」

　演劇部の役者である志村は、台本のセリフと友人の珍言を覚えるのが大得意だった。

「へぇ、ピークかぁ」

　俺は本日早朝に失恋したばかりだった。男子高校生のピークの始まりとしては、出鼻のくじき方がすご過ぎる。

　ただ志村のほうから、異性の話題が出てきたのはちょうどよかった。

　なんせ俺は月形嬉き々きの恋の応援総大将（不本意ながら！）なのだ。志村に好きな人がいるのかどうか、探りを入れなきゃなと思っていた。

「なあ志し村むら。ＪＫといえばさ──」

　そのとき。片側二車線の道路を挟んだ対岸から「志村っちー！」と声がして、俺は「さ」の次に発する予定だった言葉を引っ込めた。

　対岸の歩道にいたのは、遠とお音おと高校の制服を着た二人組の女子だ。

　二人は両手でメガホンをつくる。

「「志村っち、バイバーイ！」」

　それに対し、志村はどこまでも自然体に、

「おう、あばよ！」

　と返す。女子達たちが笑顔で手を振り、遠目でもわかるくらい楽しげな空気を振りまいて、去っていった。

　いったい今のはなんだ……？

　別に、明日あした学級閉鎖です級の伝達事項があったわけでもないのに、学校の女子がただ「バイバイ」をいうためだけに、わざわざ片側二車線の反対側から声を張り上げる。

「なあ志村、さっきの子達とは親しいのか？」

「ただの同級生だよ。どこにでもいる会ったら喋しやべる感じの子ってやつかな」

　俺は大至急幹線道路沿いの歩道で小石を探した。無性にけっ飛ばしたい衝動に見舞われていた。












「志し村むらはモテモテでいいよなぁ。下校中に、ただの同級生の女子から別れの挨あい拶さつだなんて……俺はそんな経験ないよ。バイバーイなんて、言ってもらえるわけない。だって女子達たちはそもそも俺と同じ場所にいるって意識してないんだからさ──けっ！」

　飛ぶように転がっていった小石が前方の電柱に当たって、カンと小気味いい音を立てた。その石を見て、隣を歩く志村が言う。

「おいおい、たまらんどしたよ？」

　月つき形がたさんから想おもいを寄せられ、会ったら喋しやべる女子がどこにでもいる志村誉ほまれがたまらなく羨ましくなっちまったんだよ。こんちきしょー！

「あと小石を五、六個けっ飛ばしたら、落ち着けると思うから待っててくれ」

「いつのまにそんなに荒あらぶってたんだよ」

　無言の石蹴りで電柱二本分が過ぎた頃。志村が眉を八の字にして、言った。

「オレなんて、ちっともモテててねえよ。一年んときの文化祭でよ、新聞部が発表したアンケート覚えてるだろ」

「学祭のアンケート……あっ」

　新聞部の嫌なアンケート企画『我が校で最も恋愛対象にならない異性は？（男子版）』

　教頭校長を抑えて一位になったのは──志村だった。

「オレはよ、不特定多数の女子と挨拶とか世間話とかするぜ。でもそれってのは女子のほうがよ、オレのことなんてこれっぽっちも男として意識してねえからなんだよ」

　俺が蹴り損ねて少ししか転がらなかった小石を、志村が蹴っ飛ばす。

「女子の連中ときたら、オレのことを愉快な親戚のおじさんの相手でもするように接してくんだ。まあよ、オレは恋愛への発展不可能フェイスしてっからしゃーないのかもしれねえけどよ」

　志村はひょうきん仕上げの老け顔の顎あごをゴシゴシさすりながら、続けた。

「あるとき思ったんだ。オレのことを『異性』だと意識してこない連中に、こっちだって意地でも『異性』なんか意識してやるもんかってな」

「……ん？」

　異性を意識しない……ってどゆこと？

　志村は遠い目をして、「去年の文化祭の話だけどよ」と思い出を語りだした。

「うちの演劇部はオレ以外皆女子なのに『七人の侍』をやったんだ。だからよう全員男装なわけよ」

「あれは凄すさまじい舞台だったなー。あんなに女子がいたのに、村娘役を志村が女装してやったんだもんな」

「おうよ。そんときオレは侍役の女優陣のことを『漢おとこの中の漢』だって思って芝居に打ち込めたんだ。最後のほうは連れションを誘って、ぶっ飛ばされちまった。そうかこの人達男子便じゃねえんだって、ハッとする始末よ」

「志村は村娘役になりきるあまり、学祭直前には女子便にいっちまったことあったよな」

「危うく謹慎処分になって舞台に出れねえとこだったが、反省文で済んでよかったぜ。いやはや、いい思い出だよな」

「それ、いい思い出のカテゴリーだったのか」

　志し村むらの村娘はすごかった。日頃学校の女子達たちがいかに仕草や振る舞いに女らしさが乏しいか気づかされるほど、志村の村娘は一つ一つの所作に女らしさが溢あふれていた。だから志村のことを、声が低い不美人な天才女優だと思ってスタンディングオベーションした観客もいたほどだ。

「ちゅーことで、オレは侍役の女優陣のことを『漢おとこの中の漢』だと思いこんだみたいに、学校の女子共のことを『男の娘こ』なんだと思い込むようにしたんだ。女装が超うめえやつらだってな。自己暗示ってやつよ」

　学校にいる半分の住人達のことを、異性として意識しないで過ごす。

　可愛かわいい子や、可愛いかもしれない子のパンチラが拝めた日には、おもわずスキップしてしまいそうになる種族──それが男子高校生だと思っていた。

「なあ志村、学校で不意にパンチラとか見ちゃったら、ドキドキしないのか？」

「おうよ、これがしなくなったんだ。今では女装野郎のパンチラを見させられたみたいで、ドキドキどころかムカムカすんぜ。たまらんよ、人間の持つ『思いこむ力』ってやつはすげえよな。脳の神秘だ」

「いや、志村の思いこむ力が特別すごい。志村の神秘だよ」

「──てか、このこと人に話したのはたまらんが初だなぁ」

　志村とは生まれたときからのつきあいだが、確かに今まで聞いたことのない話だった。

「なんで話してくれたんだ？」

　志村が頬ほおをポリポリ掻かきながら言った。

「たぶんアレかな。たまらんが余命一週間だったときに気づかされたんだ。自分のことを言いそびれちまったまま、大切なやつと永遠に別れちまうってこともあんだよなーって。まあ、手前てめえのコンプレックスみてえなことをダチに言うのは小便臭くせえ感じすっけど、言わねえのはそれはそれで水臭えなって思ってよ。なんだか照れ臭え話しちまったな」

「短い間にいろいろ臭がったな。で、靜しず香かや庵あん藤どうにはあとで話すのか？」

「靜しずには話したほうがいいかわかんねえな。オレは靜のことはさすがに男の娘だとは思ってねえんだが、異性だとも意識してなくてよ。そもそも靜ってありゃなんだ？」

「それは少しわかるよ。この世は男と女と靜香みたいな」

「ちげーねえや。アンドゥーにはまたの機会かな。実はいつだったかギャルゲー中のアンドゥーに打ち明けようとしたことあったんだけどよ。『画面に入りたいのに液晶が邪魔で入れないよー』とか言ってるアンドゥーを見て、うん、コンプレックスみてえなことを大真面目に話すのは馬ば鹿か臭えと思っちまってよ」

「ごもっともだな」

「まっ、今はたまらんに言えただけでもオレ的には大進歩。満足だぜ」

　すっきりとした顔でそう言う志し村むらのポケットで電子音が鳴った。メールかな。携帯を抜いた志村が言う。

「ちょいとヤボ用を片づけちまうよ」

　志村が演劇部のスケジュールを部員達たちに送るメールを作成し始めた。

　下心を一切もたず、自然体で不特定多数の女子とトークができるため、女子達からすごく話しやすい男子として「愉快な親戚のおじさん」的人気を獲得した男の隣にて。

　俺は、頭ん中で月つき形がたさんに話しかけていた。

　拝啓お月様、どうやらあなた様の好きな人は男子校にでも通っているつもりで、学校生活を送っておりました。ビックリですよね……？

　志村はメールを送信し終え、ポケットに携帯をしまう。

　俺は、ほとんど期待せずに聞いた。

「なあ志村。じゃあさ、学校には一人も『異性』を意識しちゃう子は残ってないのか？」

「……」

　そこから、なぜか電柱三本分の沈黙が訪れた。

「志村……？」

　隣を見ると、そこには銀行の融資を渋られた中小企業の社長──じゃなくて、志村誉ほまれの決死の表情があった。

「それが、いんだ。どんなに男の娘こだと思いこもうとしても、『異性』だってオレの頭がべらぼうに認識しちまう子がよ」

「どえぇ!?　いるのか!?　いるのか！　うわあああぁ」

「たまらんってよ、昔から思ってたんだけど、こっちが嬉うれしくなっちまうくらい驚いてくれるよな。カミングアウトしがいがあるぜ本当によう」

「そ、それって一人か？」

「おいおい、異性だと認識する人は普通一人だろ」

　いや、好きな人は普通一人だろうけど、異性だと認識する人は普通人口の半分だよ。

「その一人ってのは、遠音高校エンコーの子なのか？」

　隣を見ると、そこには忘年会後の新橋のサラリーマン──じゃなくて、志村誉の赤ら顔があった。

「おう、エンコー女子だ」

「……どんな感じの子なんだ？」

　志村の恋と月形さんの恋と俺の恋。もし志村の好きな子が月形さんだったりしたら……そのときはシンプルにすべてが決着する。

　二人分のハッピーエンドと一人分のバッドエンドが生まれるのだ。

　それが怖くて、どこの誰なんだとは直接的に聞けなかった。

「んだなー。言うのが照れ臭くせえんだけど。ビューチフルで、プリチーで……悪魔みてえな人かな」

「悪魔？　小悪魔女子って意味か？」

「うんにゃ、小悪魔じゃなくて、純粋に悪魔っぽい人なんだ」

　エンコー女子で、ビューティフルでプリティで、純粋に悪魔っぽい人……。

　俺の脳裏に、人を社会的に死なせようとする計画を練った挙げ句、場合によっては人をワニの餌食にしかねない悪魔的美少女の姿が浮かんだ。

　月つき形がたさん、もろ該当者じゃないか！

「たまらんどしたよ？　余命宣告を受けたみてえな顔して」

　俺は心を堅くして、勇気を振り絞って、祈るような気持ちで決定的な確認をした。

「なあ志し村むら、ゆーっくりゆーったりまーったり答えてほしいんだが……。その、唯一『異性』を認識するって子の最初の文字はなんなんだ？」

「『い』だ」

　ゆーっくりゆーったりまーったりって言ったのに！

　志村の即答に心がビクッと跳ねたが、次の瞬間には、その言葉の意味が電流のように全身を貫いた。

　つきがた、きき。おつきさま。

　彼女への呼称には、どこにも「い」なんて使われてない！

「たまらんどしたよ？　余命宣告が誤診だったと告げられたみてえな顔して」

　志村が唯一異性と認識する子は月形さんではなかった！

　我が恋の完膚無きバッドエンドから免れた瞬間だった。

　妙な緊張感から解放され、俺はティータイムの会話を楽しむような気分で、聞いた。

「最初の文字が『い』っていうのはさ。それって名字？」

「おう、名字も名前も頭は『い』だ」

「ほう、なるほどなるほど。…………まだ誰かわかんないな。最後の文字も教えてくれ」

「『り』だ」

「それって名字か？」

「おうよ、名字も名前もケツは『り』だ」

　そんな名前の人間がいるのか？

「……石いし造づくりイリさん？」

「そんな名前の人間がいんのかよ」

「だよな」

「なあたまらん、そろそろフルネーム言っちまってもいいか。ジワリジワリ発表すんのは、照れ臭くせえや」

「頼む。あとはもう『いがぐり稲荷いなり』か『彩いろどりイモリ』しか浮かばないしさ」

「おっ、最後のやつおしいな。そりゃ一文字違いだぜ」

　そんなカラフルな両生類みたいな名前の女子いたっけ……？

　一文字違いってことは──

　生け捕りイモリ……？

「色いろ鳥どりいろり様。それがオレにとっての唯一の異性の名なんだ」

　いろどりいろり……？

　聞き覚えはなかった。

　でも、そもそも俺は同じクラスになった女子の名前しかわかってないタイプだ。前学年と今学年で一緒のクラスになったことない女子なんて、ザラにいる。

「その、色鳥さんと志し村むらはもう知り合いだったりするのか？」

「まあな。彼女の中でオレは見ず知らずの同級生じゃなく見知ったカモに昇格してんだ」

「カモ？　えーっと……ネギをしょってくる系のカモってことか？」

「たりめえよ」

　志村はニカッと笑って頷うなずいた。それ笑顔で頷いていいことなのか。

「志村をカモにするって、色鳥さんは何者だ？」

「商人なんだ」

「高校に通いながら、商人やってるのか？」

「高校に通うついでに、商人をやってんだ」

「色鳥さんってほんと何者だよ？」

「購買部なんだ」

「購買って、一般のおばちゃんがやってるんじゃなかったっけ？」

「普通はそうだよな。けどよ、元いた購買のおばちゃんが今年の頭に身体からだを悪くして、入院しちまったんだよ。で、そのおばちゃんは色鳥いろり様の親戚だったとかで。彼女が臨時で購買部になったってわけよ」

「へぇー、そうなのか」

　俺は昼メシを購買で買わないから知らなかった。俺は感心して言う。

「生徒なのに購買任されてるなんて、なんかすごいなー」

　隣を歩く志村が「そうなんだよなー」とまるで自分が褒められたみたいに顔をクシャクシャにして笑った。

「色鳥いろり様はすごいんだよ。すごい商才があんだ。なんてったってよ、一人で購買の売り上げを劇的に伸ばしたんだ。ひでえぼったくりで、今じゃあ購買の悪魔の称号をほしいままにしてるときたもんだ」

「随分穏やかじゃない称号をほしいままにしてるな。で、志村は色鳥さんと、カモの立場を活いかして会話はしまくってるのか？」

　咲き誇った向日葵ひまわりのような志村の笑みが、急に萎しおれた。

「会話なんてのは……ちいとまだ無理ってゆーか」

「え、無理って？　どんな女子とも自然体にトークできる陽気な親戚のおじさんキャラだろ、志村は」

「そいつは男の娘こ限定の話だよ。色鳥いろり様はこの世界で唯一の女の子だって思ってっからよ、それはそれはもう尋常じゃねえほど『異性』を意識しちゃってる始末で……。彼女をべらぼうに好きだって自覚してからは……もう手も足も声もでねえ」

　志し村むらは難事件に直面したベテラン刑事の顔で、頬ほおをポリポリ掻かいて続けた。

「人のことを阿あ呆ほうみたいに好きになるとよ、『彼女に愛されてみせる』っていう勝利傾向の気持ちより、『彼女に嫌われたくねえ』っていう失敗回避傾向の気持ちが強くなっちまうんだよ。そんで、そんな失敗回避傾向の気持ちに支配されたオツムじゃ、ぜってぇ気軽なトーク用のフレーズなんて浮かびやしねえ！　彼女を前にしたら、まず頭ん中真っ白。少ししたら何パターンかの挨あい拶さつが浮かぶけど、どれにするか取捨選択してるうちに無情にも時は流れる。沈黙の果てに、やっとチョイスできた言葉を発しようとしたら、ずっと使ってなかった蛇口をひねったときみたいに、とっちらかった声がでちまうんだ！　あとは自分のヘッポコ具合を呪う時間がしこたま待ってる。恋患いは大した難病だぜ。しかもこいつは全治にどんくらいかかんのか、あーあ、ちっともわかりゃしねえよ」

　魂の主張を聞かせてもらった気分だ。共感した。志村の話はよおくわかった。

　そこらへんの女子に対しては「陽気な親戚のおじさん」でいられるのに、好きな人には「陰気な老け顔高校生」に成り下がる男の物語。

　で、志村はどうしたいかというと……

「たまらん頼むよ。どうかオレが色いろ鳥どりいろり様に愛の告白ができる男になれるよう、一肌脱いじゃくれねえか」

　どんな協力をすればいいんだ？

　そう尋ねると、志村は「すまね、まだわかんね」と言う。わかったら、俺に協力を要請するとのこと。

「たまらんはよ。男の娘こだと思い込んでねえ女子相手に、声を出すことができちまう男だから、マジで頼りにしてるぜ。たまらん先輩おなしゃっすっ！」

「待て待て、いつから志村が俺の後輩になってるんだよ」

「なんたって、たまらんは片恋相手の月つき形がたの嬢ちゃんと自室でタイマンした猛も者さだろ。異性交遊のスペシャリストつっても過言じゃねえよな」

「過言だろ！　過言にもほどがある」

　俺が余命一週間だったとき、生まれてきてよかった会を発足し、ずっと側そばにいてくれた志村だった。月形さんと二人っきりで過ごす時間をプレゼントしてくれた友人でもある。おっきな恩がある。

　だから──

「わーったよ。志村が愛をコクれる男になれるよう、協力させてもらうよ」

　割と軽い気持ちで引き受けた。

　志村はとても嬉うれしそうに笑った。




　俺は昨日きのうまで、死を受け入れるための心の準備に忙しかった。だから、新学年のための準備をしそびれていたわけで、俺は志し村むらと文房具屋に寄った。

　俺が新しいノートを選んでいる間、志村は筆ペンの試し書きの紙に「愛と勇気」と書き綴つづっていた。魂のこもった良い字だなぁ。

　文房具屋を出た後、遠とお音おと高校の最寄りのバスターミナル駅で、志村と別れた。

　バスの最後尾の席で一人揺られ、傾いた陽ひが大おお袈げ裟さに照らしてる街から目をそらして、夕ゆう陽ひの反対側の空に視線をやった。そこに爪痕のようなものを見つけた。

「あ、お月様」

　俺の好きなお月様。

　お月様が好きな志村誉ほまれ。

　志村誉の好きな色いろ鳥どりさん。

　とりとめもない考えが星のようにグルグル巡り、俺は半分夜に染められた空に浮かぶ月を眺めながら、呟つぶやいた。

「あーぁ、お月様」












　　第三章　　赤道直下で覇権アニメを語る男の話









　家に帰ると、ボディビルダーがお出かけの準備をしていた。

　それを見て、ああ今日は火曜だったかと実感する。

　玉たま木き整体の火曜は午後五時で営業時間が終わる。我が家では毎週火曜は、日サロの日だった。

　子育てにはなんの信条も持たないオカンだが、自身のボディに関しては並々ならぬ信条を持っていた。

　信条その一、常に肌をいい色に焼いておかねばならぬ。

　それというのも、ボディビルの試合で筋肉を綺き麗れいに見せるためには、焼けた肌が必要不可欠らしい。

　日サロ帰りは母子おやこで外食するのが、決まり事だった。

　だから俺自身は肌を焼くわけでもないのに、一緒にお出かけするわけだ。




　日焼けサロン「赤道直下」

　我が家から車で十五分の場所にある、オカン行きつけの店である。

　コンクリート打ち放しのペンシルビルの地下一階。

　ヤシの木のグラフィティアートが両サイドに続く階段を降りて、焼き杉の扉を抜けると、天井のダウンライトの光がサラサラとこぼれる小空間にたどり着く。

　カウンターの奥で見知った顔が人なつっこい笑顔を浮かべて、迎えてくれた。

「玉たま木き家ご一行様、いらっしゃいませ」

「おっす庵あん藤どう」

　ここは、庵藤の親父おやじさんが経営するお店だった。




　オカンが日焼けマシーンの中で、メラニン色素を多く生成させている時間。

　俺はいつものようにカウンター内の丸いすに座り、庵藤と駄だ弁べっていた。

「今期ナンバー１ワンの注目作はなんといっても『現世だよ全員集合！』。原作は転生モノの傑作マンガなんだけど、監督はあの超泣ける純愛アニメ『売るでもなく買うでもなく春』の田た所どころ画伯がつとめるんだ。もぉ田所マジックがどこで発動するか楽しみだよー」

　カウンター隅のブラックライトが、春クールからのアニメトークをする庵藤の白い歯を真珠のように輝かせた。

　俺の友人知人の中で、誰よりもオタクなのは庵藤だったが……。

　俺の人生で出会った同世代の中で、誰よりもアニメトークが似合わないのも庵藤だった。

　なんせ一八二センチある庵藤充みつるの外見は……三人の人物の影響を強制的に受けて、すごくアレ系の人になっているんだ。

　まず庵藤父。彼は日焼けサロンの経営者兼斬新な日焼けマシンの発明家であった。発明に忙しいため、家族想おもいの息子・充に店番を任せ、新型の日焼けマシーンの練習台にもしている。

　そのため、庵藤のボディはいつも常夏の楽園の住人のように、イイ色に焼けていた。

　次に庵藤姉。彼女は美容師であった。家族想いの弟・充を最先端のイケてる髪形の練習台にしている。

　そのため、庵藤の髪形はいつも決まりすぎなくらい決まっていた。

　さらに庵藤母。彼女はシルバーアクセサリーのデザイナーであった。充には最新のアクセをプレゼントしている。家族想いの充は、母から送られたものはなんでも身につけないと申し訳なさを感じるタイプである。

　そのため、庵藤の指や腕や首もとにはいつも複数のシルバーアクセが輝いていた。

　──つまり庵藤充の外見がアレ系というのは何系かというと……ＤＱＮ系ってことだ。

「今期はね、萌もえアニメも地味にアツいと思ってて。『恋れん夏げの華が開いた』や『メス顔カタログ』。それに『正妻アピール合戦　夏の陣』。でも個人的には『初恋水すい滸こ伝でん』が気になってて。もとは課金しまくらないと誰ともハッピーエンドが見られないスマホのギャルゲーなんだけど、攻略対象ヒロインが一〇八人もいるんだよ！　アニメではどうするんだろうね」

　オタク狩りしそうなＤＱＮ系の見た目から、楽しげに語られるアニメトークは愉快だった。俺は笑いながら言う。

「庵あん藤どうは、今期も一話目は全部観みるのか？」

「モチのロンの助すけだよ。どこに神アニメが隠れてるかわからないからさ。新クールの一話目が次から次へと放送しだすこの時期はホント睡眠不足だよ。ハハッ」

　腐女子向けのアニメも、第一話は見逃さない庵藤だった。素晴らしきアニメへの愛だ。

　そのとき焼き杉の扉が開いて、お客さんが来店した。

「あのぅ、日サロって初めてなんですけど」という色白の大学生くらいの男。少し不安げな表情。その気持ちは大いにわかる。こんな繁華街の洞窟のような店、友人が店番してなきゃ俺だってただの肝試しスポットだ。

　ブラックライトで白く光る歯をのぞかせ、庵藤の接客はヨーグルトと果物のスムージーのようになめらかで優しい。丁寧で愛あい想そのいい庵藤の応対で、新規の客の顔から不安が完全に消えた。

　そして、庵藤が日サロマシーンへと案内していく。

　また一人、この街から色白の人間が消えた瞬間だ。




　そのあと、人工光線をたっぷり浴び終えたクルミ色の肌をしたお姉さんが帰り際にカウンター前のラウンジスペースで、庵藤に焼け具合をお披ひ露ろ目めするなんて一幕があった。

　お姉さんは自らの服をベロッとまくりあげて、剥むき出だしのおなかや背中を庵藤に晒さらし、「充みつるクンってばエッチー！」とはしゃいでる。庵藤は人なつっこい笑顔で、布面積を四捨五入したら全裸みたいな服を着たお姉さんと世間話を始めた。

　その間の俺はというと、フロントの壁に貼はられた去年の「赤道直下ベスト日焼け選手権」ファイナリストの写真を眺めていた。

　外出先でビキニ姿のオカンの写真を見るのは、どうにも慣れないなぁ。

　なにをかくそう日焼け選手権女性部門優勝は、うちのオカンだった。

　名前の欄には「チョコ色のマリア」とある。ボディビル界かい隈わいで呼ばれている「筋きん肉にく聖せい母ぼ」よりもずいぶん可愛かわいらしい名だ。

　男性部門優勝者の写真もぼんやりと眺めた。

　ミドル級のボクサーのような逞たくましく引き締まった身体からだに笑顔が素敵なナイスミドル。

　名は「褐色のダビデ」となっていた。どんぴしゃなネーミングだなー。

　数分後。「またのご来店をお待ちしております。ありがとうございました！」と、庵藤の溌はつ剌らつとした声がした。

　セクシーなお姉さんを見送った庵藤が、カウンターに戻ってきて言う。

「たまらん君ごめんね。すっかり話し込んじゃった」

「いやいやそっちは仕事中なんだ。俺のことなんて気にしないでくれ。それより庵藤ってさ、前から思ってたんだけど、立派だよな」

「エエッ僕ぼくが立派？　ど、どうしたの急に？」

「だってさ、ここって自分より年上のお客さんばっかりくるだろ」

「ウン。日サロに通う高校生とか中学生なんて居たらヤダよね」

「庵あん藤どうは店員の鑑かがみだよな。接客が丁寧で堂々としてて、明るいっていうか」

　高二になったばかりの俺にバイトの経験はない。実家は整体だが、店番の手伝いもしたことはなかった。

「ハハ、そりゃ店員だもん。オドオドしてたり、なんか暗かったりしたら変だよ」

「いやでも俺だったら、さっきのセクシーなお姉さんとの会話なんて、三秒ももたないよ。沈黙になって、意味もなく『すみません』って謝っちゃいそうだ」

「僕が会話できるのは日サロに来てくれる女の人だけだよ。それ以外の女の人とは……」

　庵藤は消え入りそうな声で話し始めて、後半は実際消え入った。

　光量が絞られた洞窟のような店内では、褐色によく焼けた庵藤の表情は読みとりにくかったが、それでも元気ない顔してるってことはわかった。

「急にしょぼんとしてどうした？」

「ウン。あのさ、僕とたまらん君が同じクラスって、今回が初めてだったよね」

「ああ、だな。小学校から一緒なのに確かに初めてだ」

「同じクラスになったから、すぐにたまらん君もお気づきになると思うんだけど……」












　そこでいったん言葉を切った庵あん藤どうは、一つ大きく息を吐いた。これから大事なことを言います的な空気をプンプンさせて、静かに言った。

「……実は僕ぼくってさ、女の子からすんごく警戒されちゃっているんだよね」

「警戒？」

「ウン。たとえば、授業中に消しゴムを落としちゃって、それが隣の席の女の子の足元に転がったとするでしょ」

「ああ」

「それで女の子の足元に、断りもなく手を伸ばすわけにはいかないからさ、『すみません』って一声掛けて拾おうとするんだけど……。すると女の子は、僕の半径50センチメートルに入ったら負けになるゲームをしてるみたいに、必死に身体からだをのけぞらせたり、机ごと移動したりするんだよ。前なんか『女もその消しゴムのように簡単に落とすんでしょ？』って言われてさ……。どうやら僕、女の子を取っ替え引っ替えしてる遊び人だと思われてるみたいなんだ。そんなのってないよー」

　日サロ店員の声が湿っぽくなる。

　ブラックライトは庵藤の顔の涙を無視して、歯だけをむやみに白く輝かせた。

　人は見た目だと、先人はよく言ったものだ。

　褐色すぎる肌。オシャレすぎるヘアースタイル。似合いすぎてるシルバーアクセ。

　庵藤の見た目は、誠実さや勤勉さが微み塵じんも感じられない弩ど級きゆうのＤＱＮ系だ。

　その見た目のインパクトのせいで、みんなちゃんと気づけずにいる。

　庵藤充みつるは、ボランティア部に所属する心優しい男子だということを。

　庵藤充は、常に学年トップを争ってる優等生の秀才だということを。

　庵藤充は、今まで女子とつきあったことがない純情だということを。

「……庵藤が遊び人なのは、二次元限定なのにな」

　二次元嫁と多重婚してるオタクの友人は俯うつむきがちに、シルバーのネックレストップを指先でいじりながら言う。

「僕学校の女の子からは超絶警戒されまくってるから、日サロの女性のお客さんみたいに会話なんてこれっぽっちもできないよ。たまらん君、知ってる？　相手を警戒してるときの女の子の目って、ゾッとするほど冷たいんだ」

　俺なんかはもっぱら無関心な目を向けられる専門だったが、警戒される視線のつらさは想像ができた。中一の頃、検尿ドロボーの濡ぬれ衣ぎぬを着させられたときは、女子の視線が毒針のむしろだった。

「そうか。そういや庵藤が学校で、靜しず香か以外の女子と話してる場面って、見たことなかったかも」

「ウン。だからたまらん君、クラスで女の子から厳戒態勢をしかれてる僕を見ても心配しないでね。そういうの慣れっこだからさ」

　俺は励ましの言葉なんて持ってなかった。ただ思ったことを言った。

「了解だ。なあ庵あん藤どう、俺からもお伝えしたいことがある。クラスで女子から空気扱いされてる俺を見ても、どうか気にしないでくれ。実は俺って女子からしたら透明人間っぽいとこがあるっぽくて」

　俺と庵藤は日サロのカウンター内で顔をつきあわせて笑った。

　厳戒態勢と透明人間。

　女子からの扱いが本当に残念すぎて、なんかもう笑うしかないって感じ。

「アハハ、ありがとうね」

「ん。なんの礼だ？」

「たまらん君に話せたおかげで、なんだか気持ちが楽になった気がするんだ。……あのね、もう一つ聞いてほしいことがあるんだけど……いいかな？」

「なんでも言ってくれ」

「実は、色白の女の子や色白に憧れてる女の子からの、警戒の込められた視線を浴び続けた後遺症なんだと思うんだけどね……」

　庵藤は祈りを捧ささげるみたいに両手を胸の前であわせた。両手首のシルバーのブレスレットがぶつかって、金属が戯れる小さな音が鳴った。

「店員って役割を担ってないときに、一般的な日本人の肌色をしてる女の子にお喋しやべりしようとすると、超絶緊張しちゃって……なんにも言えなくなっちゃうんだ。クラスの女の子が全員褐色の肌になってくれたら、大丈夫そうなんだけど……。それは夢物語だから」

　クラスの女子全員褐色。ずいぶん嫌な夢物語があったんもんだな。

「うちの学校が青空教室だったらよかったんだが、あいにく天井があるからな。ん？　でもソフト部の女子とか肌焼けてないか？」

　庵藤は四百円のガチャガチャで出来の悪いフィギュアが出たときみたいに、力なく首を振った。

「たまらん君、小麦色じゃダメなんだよ！　褐色じゃなきゃダメなんだよ！」

「すまん。その訴え、俺の心に本当に響きにくい。まあ、褐色限定ってのはわかったよ」

「それでね、褐色じゃない女の子と話せるようになりたいと思って……実は今年に入ってから、遠とお音おと市の着ぐるみボランティアサークルに参加してるんだ」

「おっ、そうだったのか。なんだよそんなの全然知らなかったぜ」

　学校ではボランティア部に所属し、市のボランティアサークルにも入る。奉仕精神溢あふれるＤＱＮ系（見た目）だ。

「言いそびれててごめんね。不定期でまだ数回しか行ってなくて、最初は長続きするかわからなかったから……。シムゥーにも靜しずちゃんにもまだ言ってないんだよね」

「えーっと、着ぐるみボランティアサークルってのは……着ぐるみ姿でボランティアするってことだよな？」

「ウン。みんなで着ぐるみを着て、街の清掃活動とか、保育園に行ったり、病院や老人ホームで慰問公演したりするんだ。楽しいよ、ホント入ってよかった」

　着ぐるみ着たまま、屋外の清掃活動か。夏場はキツそうだ。

「サークルには同い年の女の子もいるんだけどね。僕ぼく、そつなく会話ができるんだ。着ぐるみ越しだと、その人の肌の色がわからないから緊張しなくて済むんだよ」

　驚いた。さすが発明家（斬新な日焼けマシーン）の息子だ。考えることが違う。まさか褐色の肌以外の若い女性とまともに会話できない病のリハビリのために、着ぐるみボランティアサークルに所属するとは……。

　庵あん藤どうは胸の前で両手の指先だけをチョンチョンくっつけあって言う。

「……それでね。僕、サークルで好きな人ができたんだ」

「でええぇ!?　好きな人!?　好きな人！　おおおぉ！」

「たまらん君って、前から思っていたんだけど、驚きっぷりが最高だよね。その驚きの反応が見たくて、なんでもかんでもカミングアウトしたくなっちゃうよ」

　全く予期してなかった！

　まさか女子から厳戒態勢されてる話から好きな人の話に、いきなり移行するとは！

「サークルではみんな愛称で呼び合っているんだけど……。その人はカエルちゃんといって、高校生なんだ」

「カエルちゃんとはまた変わった愛称だな。可愛かわいい子なのか？」

「ごめん、ちょっとわからないんだ。顔をまだ見たことなくてさ」

「え？　顔を見たことない？」

「だって、着ぐるみボランティアサークルだからさ」

「そっか、着ぐるみボランティアサークルだもんな」

　……。

「いやいや、おかしいおかしい。着ぐるみ脱ぐときも当然あるだろ！」

「ウン。それはあるにはあるんだけど……。僕、着ぐるみ越しじゃないと普通に会話できないから……、着ぐるみを着てないときのカエルちゃんに神かみ回かい避ひ決めちゃってるんだ」

　神回避って……なんてこったい！

「じゃあ、庵藤は一度も顔を見たことない子に恋をしたのか!?」

　庵藤はハニカむような笑顔になって、コクッと頷うなずいた。

「カエルちゃんはね、すんごく優しい子なんだ。保育園でも老人ホームでもみんなに好かれてて。それに初めて会ったときから僕の見た目にドン引きなんてしないで、すごく普通に接してくれてさ。……僕は、彼女の心に惹ひかれたんだ」

　顔か性格か。恋愛トークではお馴な染じみの二択だ。

　まさか十対〇で、内面だけを見て恋をする男子がいたとはな！

「それでね。いつの日か、僕は着ぐるみを脱いだカエルちゃんと対面する日も来ちゃうと思っててさ。そのときに、カエルちゃんの素肌が褐色じゃない可能性もあると思うんだ」

「むしろ褐色の可能性低すぎだろ」

「ウン、だよね」

　庵あん藤どうは弱り切ったように笑った。

　腿ももの上に置いた両手をギュッと握って、庵藤は俯うつむきがちに言う。

「……たまらん君、実はお願いしたいことがあるんだ」

「カエルちゃんを褐色にするため、日焼けマシーンに閉じこめる手伝いならしないぞ」

「そんなことするわけないよ。……僕ぼくがさ、カエルちゃんの素肌が何色でも普通に会話できる男になれるよう、協力してもらえないかな？　このままだと一生着ぐるみ越しでしか会話できないよ」

　どんな協力をすればいいんだ？

　そう尋ねると、庵藤は「ごめん、まだわからない」と言う。わかったら、俺に協力を要請するとのこと。

「たまらん君はさ。靜しずちゃん以外の肌色少女に対しても、声を発することができる人だから、ホント頼りにしてます。たまらん師匠よろしくお願い申しあげます」

「待て待て、いつから庵藤が俺の弟子になってるんだよ」

「だって、たまらん君は恋心を寄せるお月様と自分の部屋で二人だけの時間を過ごした強者だから。異性交遊の専門家といっても過言じゃないよね」

「過言だろ！　過言にもほどがある。──なんかこれにそっくりなやりとりをついさっきした気が」

「なんの話？」

「たぶんデジャブの話だ」

　俺が余命一週間だったとき、生まれてきてよかった会を発足し、ずっと側そばにいてくれた庵藤だった。月つき形がたさんと二人っきりで過ごす時間もプレゼントしてくれた友人でもある。おっきな恩がある。

　だから──

「わーったよ。庵藤が何色の肌の女子とも普通に会話できる男になれるよう、協力させてもらうよ」

　割と軽い気持ちで引き受けた。

　庵藤はとても嬉うれしそうに笑った。




　フロント前のラウンジスペースにある壁掛けの液晶で、庵藤セレクトのボカロ曲のＰＶを眺めていると、着替えを終えたオカンがご機嫌な様子ででてきた。

「走そう太た＆充みつるくんどうかしら？　ミスター庵藤の新作日焼けマシン『濃こい焦こがれ』を試した成果は？」

　ミスター庵藤ジュニアは、優等生の笑顔で言った。

「さすが前年度ミス赤道直下です。今年の日焼け選手権も優勝候補最有力ですね！」

「チョコ色のマリアが連覇しちゃうわよ。さあ走太、メシ行きましょ。肌を焼いたあとは肉を焼くわよ。レッツ焼き肉屋～」

　俺はフロントを抜けて、恋する日サロ店員に別れを告げる。

「それじゃあな」

「ウン。たまらん君じゃあね」

　俺はチョコ色のマリア──というよりビターチョコ色のマリアと店を出た。




　午後八時。外食を終えて、我が家に帰り着く。

　ポストには夕刊と一緒に大学ノートが入っていた。表紙にいろんなシールがペタペタ貼はってあるそれは、俺と靜しず香かの交換日記帳だった。

　靜香の家は、俺んちの隣だ。玉たま木き母子おやこが日サロ＆焼き肉屋に行ってる間に、靜香がポストに入れていってくれたんだろう。交換日記は自分の分を書くと、互いの家のポストに黙って入れていくのが慣習になっていた。

　玄関の姿見で肌の焼け具合を確認してウットリしてる筋きん肉にく聖せい母ぼを置いて、俺は自室に引っ込んだ。

　見慣れた交換日記の表紙には「寿」の金色のシールがある。

　寿す司し醤じよう油ゆのボトルについていたシールを剥はがして、靜香が貼ったのだ。「寿」シールの下には俺の手書き文字で「20」とある。

　あれは小学三年のときだ。やる気満々の新任教師がクラス担任だった。一学期の間だけ仲のいいもの同士で交換日記をしましょう、と担任は言いだした。生まれたときから知ってるし、家は隣同士だし、志し村むらと庵あん藤どうはよそのクラスときてる。だから俺と靜香のペアで交換日記を始めた。

　あのときは俺も靜香も幼すぎて、日々の雑感なんて書かなかった。絵や迷路や意味不明な一言メッセージを書いて、相手に渡してた。

　期限の一学期が終わる頃は、二冊目を数ページ使っていたときだった。

　二冊目がもったいないから。

　そんな理由で交換日記を一学期が終わっても続けていたら、いつのまにか高校生になっていて、いつのまにか二十冊目になっていた。

「……交換日記、ひさびさだなぁ」

　ベッドの端に座り、シールだらけの表紙を撫なでた。

　春休みの途中から、止まっていたっけ。

　俺は自分が書いた最後のページを開いてみた。




　靜香、春休みをどうお過ごしだい？

　きっと柔道の稽古めっちゃ頑張ってるんだよな。ケガに気をつけてな。

　うちのオカンが靜香の身体からだを触りたがってるから、玉木整体には遠慮なくこいよ。

　そうだ。靜香の身体といえば、今日志村のアホが靜香の身体を隅々まで調べたいとかぬかしおってさ。

　竜巻のようになんでも投げ飛ばすパワーが、靜しず香かの小柄ボディのどこにあるのか知りたいそうだ。

　とりあえず志し村むらのことは俺と庵あん藤どうで締め上げといたから安心してくれ。




　毎度お馴な染じみの締まりのない内容だった。

　しょうがない。締まりのない毎日しか送ってないんだから。

　でも春休み、俺のそんな締まりのない毎日に大きな変化があったんだ。

　余命一週間宣告。死を意識する日々。そして誤診。

　俺はひさしぶりに靜香の丸っこい字を読んだ。




　なんだか交かん日記を書くのなつかしい気がするよ。

　あんなことやこんなことやそんなことがあった春休みだったね～。

　シムシムとアンアンとたまらんちと、いっっっぱい一緒に過ごしたね。

　起きてるあいだ中、ほとんど四人でいたもん。交かん日記書くヒマもないくらい（笑）

　あんなに疲れ果てるまで遊んだのって、コドモのときでもなかったかもだよ。

　ぴーえす。アホなシムシムを締め上げてくれて余は満足じゃ！

　ボクなんかの身体からだを見て触りたいなんて、シムシムって変わり者だよね～。

　そうだそうだ、たまらんち。

　シムシムとアンアンから聞きやしたよ。

　お月さんとのふたりっきりタイムで、テトリスしまくったんだってね～。

　楽しそうでなにより！

　でもほかには、なーんもなかったのかい？

　あんなことやこんなことやそんなことがあったんじゃなかったのかーい（笑）

　ボクに思いっきりノロけてくれてもいいんだよ？

　色いろ恋こい沙ざ汰た（この漢字じしょみないでもかけた！）とは無縁の柔道娘にノロケ話を聞かせてケロッピー☆




　ＰＳのほうが長い靜香文書を読み終え、「ふぅ」と息をついた。

「……ノロケ話か」

　月つき形がたさんと過ごす機会をくれた生まれてきてよかった会の三人には水臭いのだが、あのときのことは「最高の思い出だった」と抽象的にしか話せていなかった。

　キスのことを勝手にバラしては、月形さんに迷惑をかけるかもしれないと思い、ボロを出さぬようあの日の話題は極力控えていたのだ。結果としてそれは正解だった。今では月形さんに口止めを念押しされているわけだし。

　だから靜香すまん！　一身上の都合により、ノロけることはできません。

　交換日記の新しいページにそう書こうと、靜香の丸っこい字が書かれたページをめくろうしたら──アレ？

　妙な手触りを覚えた。ページのところどころがヨレヨレになってる？

　さては靜しず香かのやつ、水かなんかこぼしやがったな。

　──たまらんちとの交換日記は若わか芽め靜香の最重要肉筆文書だよん。

　そう言って笑う靜香の声が蘇よみがえる。最重要なものに液体こぼすとはドジっ子なやつ。ヘヘヘ、あとでからかってやるとしよう。

　なんて思っていると──

「ごめんくださーい！　若芽でーす！」

　玄関のほうから声がした。

「マァ靜香ちゃんどうぞどうぞ。さーっそくトップアスリートの筋肉ちゃんを触らせて頂ちよう戴だいね。しーっかりホグホグしちゃいましょ」

　どうやらオカンが整体をするために、隣んちの靜香を呼んだようだ。

　次期オリンピック候補でもある柔道家の身体からだをケアするのは、整体士の誇りらしい。だからオカンは一人息子の学業成績より、靜香の筋肉の状態のほうを遙はるかに気にかけてる。




　三十分後。

　オカンの整体テクにより、「あぁん……ひゃぁん……」と聞きようによってはセクシーな声をあげていた靜香が静かになる。

　どうやら、コトは済んだようだ。

　俺は隣の部屋に向かった。オカンの寝室が、靜香用特別施術室になっている。

「玉たま木き整体」施術用のペラペラなバスローブ姿でベッドに横になったまま、施術直後で顔がトロンとしてる靜香に言った。

「あとでこっちに来てくれ。少し喋しやべろうぜ」




　五分後。

　スポーツメーカーのパーカーにハーフパンツ姿（少年のような私服）の靜香が、部屋にやってきた。

「よお靜香。らっしゃい」

「や、たまらんち！」

　俺はベッドの端に腰掛け、靜香はそのすぐそばの座椅子にちょこんと体育座りした。毎度お決まりの位置だ。

　靜香とは生まれたときから一緒にいるから、よくわかんないんだけど、たぶん割と可愛かわいい部類だと思う。

　こうして近距離からその顔を観察すると、小顔のなかに配置された目鼻立ちは少々童顔すぎる気もするが、繊細さを感じさせる。柔道部だけど、超軽量級（四十八㎏以下）のリミットよりもさらに三㎏以上は小柄だから筋肉モリモリ感なんて全くなく、お尻が大きめって以外は引き締まった体形の靜しず香かは美人女子高生アスリートには見えないが、美少女アスリート（小学生）になら見えるかもしれない。

「むぅ、たまらんち。人の顔をジロジロ見て、なしたの？　あっ、ひょっとしてよだれついてた!?」

　パーカーの袖で口元をゴシゴシ拭ぬぐう靜香。

「そんなのついてないよ。てか、よだれが出るようなことをしてたのか？」

「たまママ、スゴいテクニシャンなんだもん。……気持ちよくて、出ちゃうよぉ」

　靜香が頬ほおを赤らめて、俺から顔をそらした。靜香の視線が、机の上に置かれた表紙がシールだらけのノートに注がれる。

「おや、読んでいただきやした？」

「へい、読ませていただきやした」

　靜香がいたずらっ子の笑顔で俺を見る。

「交換日記読んだあとにボクを部屋に招くってことは……ノロケ話をかましてくれるってことで、よござんすね？」

「よござんさないよ。そうだ、交換日記といえば……靜香ぁ、なんかこぼしたろー」

「ほへ？」

　俺はベッド端から机に移動し、ノートを手にする。

　パラパラとページをめくり、靜香に掲げた。












「ほれ、この靜しず香かページ、ヨレヨレだ」

「うっ」

　体育座りの靜香は飛び上がるように立ち、ノートを受け取ってページに視線を落とした。

　数秒後、顔をあげた靜香はぎこちない笑みを浮かべていた。

「このページだけ、もともとこーゆう紙質だった気がするな～」

　数種のツッコミの言葉をのみこんで、俺は靜香の話に乗っかることにした。

「ほぉ、そいつはとんでもない不良品だな。返品は無理でも、文句のひとつくらい言ってくるか。そのノートはどこの文具メーカーだ？」

　女子高生柔道家は、腕ひしぎ十字固めでも決められたように顔を歪ゆがめた。

「こ、これは不良品じゃないの！　むしろ……美品だよっ」

「ほおぉ、美品。このノートの美についてご教授願えるかな靜香先生？」

「ううっ。……えーっと、……うーんと」

　なにか液体をこぼしたのを素直に認めないから、ちょっといじわるをしてしまった。

　靜香もういいよ、そいつは美品だよな。と俺が口にしようとしたら──

「はちょーのび！」

　靜香が謎の言葉を叫んだ。

「これは破調の美なの！　歪んだり欠けたりしてる器にこそ美を見いだす、茶の湯の世界における破調の美！　えっと、古来よりそーゆう精神が我々日本人にはあるのですよ。不具合品をつかまされたら、すぐ訴訟するどっかの大国とはジャパンは違うのだ」

「……つまり、そのノートが破調の美だとおっしゃる？」

「あれま、たまらんちはひょっとしてこの破調の美がわかんないのかい？　さてはおまえさんガイジンだな。道理で国際オリンピック委員会ＩＯＣ前会長みたいなあだ名をしてやがると思ったよ」

「このあだ名をつけたのは靜香だけどな。ってか、さすが国際的柔道家だな。ＩＯＣ前会長の名前なんて、チラッとも思いだせねえよ」

「サマランチ会長です」

「おっ、たまらんちに本当に似てるな」

「似てるっしょ。にゃはは」

　靜香は大おお袈げ裟さな笑い声をあげながら、交換日記帳をパーカーのフロントポケットにササッとしまいこむ。そして──

「『にゃはは』っていえば、人間は一日トータル五分笑うと健康にイイらしいよね。おや、ボクはあと十秒くらい笑ったら健康のノルマ達成だぁ～」

　俺は別にノートになにをこぼしたんでも、よかった。

　でも、ページのヨレヨレについて、茶の湯の精神を持ち出してごまかそうとした挙げ句、なにやら強引に話題を変える姿を見せられては、詳しく追求せざるをえない。

　靜香はなにかを隠そうとしてる！　幼なじみの勘がそう言っている。

「なあ靜しず香か」

「なんでしょ、たまらんちＩＯＣ前会長」

「母さん助けて詐欺よりも浸透しなさそうなネーミングで俺を呼ぶな。そろそろ教えてくれよ。ページがなんで、ヨレヨレだったんだ？　破調の美は嘘うそだってバレてるからな」

「うぅ、ボクには弁護士をつける権利があり、黙秘権が──」

「うるへえ、そんなもんはない。取り調べするぞ。まあ座れよ」

　靜香はおずおずと座椅子にちょこんと座った。俺も定位置のベッド端に戻る。

「……」

「ほらほら、いつまで黙っててもカツ丼はでないぞ。故郷のオフクロさんが泣いてるぞ的な話するか？」

「……交換日記書いてたら、泣けてきちゃったんだぁ」

「ん？　泣けてきちゃった？」

「うん。春休みのこと、あれこれ思い出してきちゃって……」

　体育座りの靜香はギュッと両手で膝小僧を抱き寄せる。小柄な身体からだをスポーツバッグに入れそうなほど小さくして、靜香は続けた。

「たまらんちがさ、もうすぐ死んじゃうって知らされたとき、ビックリして哀かなしかった。四人で遊んでるときは楽しかったけど……。あのときはたまらんちの命のカウントダウン残り一桁けたかもって思ってたから……。眠るまえに、あと何回四人で遊べるんだろ～、って考えて怖かったよ。すごく怖かったよ。

　そしてさ、たまらんちが死なないってわかったとき、ビックリしてしゅげええ嬉うれしかった！　そーゆうの思い出しながら書いてたら……ページがびたびたになっちゃったよぉ」

「お、おお。そうだったのか……」

　そこそこ撥はつ水すい性せいがありそうなツルンとした質感のノートの紙がヨレヨレになる。こぼれた涙は一滴や二滴どころじゃない。

「靜香、ごめんな！　ずいぶん泣かせてしまったみたいで……」

「いいのいいの。泣いたは泣いたでも八割は嬉し泣きだもん」

「嬉し泣き？」

「こーしてまた交換日記をたまらんちに書ける喜びを噛かみしめてさ」

「もしかして、笑いながら書いてたのか？」

「涙ちょちょぎったあとは、一人でにゃははって笑いながら書いたよ～。よくわかったっすね？」

　だってさっき今日はすでに四分五十秒ほど笑った、みたいなこと言ってたから。

　靜香はしばった髪の毛のさきっちょを掴つかんで、「うぅ」と呻うめきだした。どうした？

「ボク泣いちゃった話なんかして、めちゃんこ恥ずいなぁ。おしっこ漏らしたって嘘言えばよかったかも」

「おしっこ漏らしたと思われたほうが恥ずかしいだろ！　というか交換日記にお漏らしって、どういうシチュエーションなら起こり得るんだよ？」

「そんなのちっともわかんないよ。だから今、悩んでるんじゃん！」

「それ悩む必要がどこにあんだよ！」

「そっか、ボクなにやってんだろ～、にゃははは」

　靜しず香かは自分のボケにツボっちまったようで、そこから十秒以上も笑った。

　俺もつられて笑ってしまった。なんでこんなに笑ってんのかよくわからなかったが、まあ、これで靜香がより健康になるならいっか。彼女は今日五分以上笑った。

　交換日記ヨレヨレ問題も解決したし、もう午後九時前だった。

　お隣さんとは「おやすみのすけー」と言って別れてもよかったんだが、靜香が俺に「お月さんとのノロケ話聞かせてくれのすけー」と、絡んできていた。

　靜香がこの手の話に本気で興味を示すなんて珍しかった。

　なんせ靜香は、心臓の鼓動が高鳴るような少女マンガより、心臓の鼓動が止まるような格闘マンガを愛好する柔道娘なのだ。

　だから俺は「なんでそんなにノロケ話を聞きたがるんだよ？」と聞いてみた。

　すると体育座りの靜香は両膝の間に顔をちょこんと乗せて言った。

「……ボクの興味本位、かなー」

「いつから人のノロケなんかに興味が芽生えたんだ？」

　そこで俺は不思議なものを見た。

　気管を絞める系の寝技でも決められたみたいに柔道娘の顔が、赤みを帯びたのだ。

　靜香は、ポソリと言った。

「──落ちたの」

　落ちた？　意識が？

　いや、まさかこの会話の流れで、柔道で意識失ったトークなんか繰り広げないよな。

「いったいどこに落ちたんだ？　ちゃんと受け身は取れたか？」

「恋に落ちたの。全然受け身は取れなかったよ」

　……。

　…………。

　…………………。

　俺はベッドサイドから綿棒を取り出し、耳の穴をそそくさとかっぽじってから訊きいた。

「恋に落ちた？」

「うん」

「小池に落ちた、の間違いではなくて？」

「池には落ちないよ」

「小粋に落ちた、の間違いではなくて？」

「小粋に落ちるってなあに？」

「ああ、なんだろうな」

　なにもわからない。わけがわからないまま、俺はなぜか立ち上がっていた。

「えっと、その、つまり、若わか芽め靜しず香か十六歳が恋に落ちた、と？」

　靜香が恥ずかしがることっていえば、柔道の稽古不足を恥じ入るときだけだと思っていたが……。

　今、眼前にいる靜香は、確実に恥ずかしがった様子で言う。

「まっさかさまにビューッて落ちた感じじゃなくて……。桜の花びらみたいにヒラヒラと落ちた感じなの。その人のことを想おもうと……胸が苦しくなるんだぁ」

「し、靜香、それじゃあまさに恋に落ちてるじゃないか!?」

「まさに恋に落ちてるって話をさっきからしてるんだよ！」

　マジか────!!

　とりあえず聞きたいことはいっぱいあった。

「相手の方は何キロ級の人なんだ!?」

「コラたまらんち！　なんすかその質問は。団体戦の対戦相手じゃなくて、ボクの好きな人の話はなし中ちゆうだよっ」

「お、そっか、すまん！　じゃあどこの国の代表──ぐぼぉ」

　柔道家のコークスクリューパンチが俺の右胸にめりこんだ。息が詰まる。

　ゼェハァ。猛烈な衝撃を受けた薄い身体からだで、荒あらい呼吸を繰り返しているところに、猛烈な衝撃を含んだ発言が靜香から飛んできた。

「ボクの好きな人は、柔道やってないよぉ」

「なっ!?　えええぇ───────!?　あああぁ─────！」

「たまらんちってば、子供のときから驚き方がたまに長尺だよね～。でもそんな驚くことかい？　世界中で柔道人口は増えてきてるけど、この世界には柔道をやってない人もいっぱいいるよ」

「それはそうだろうけどよ……」

　靜香は日頃、石を投げたら柔道家にぶつかるような世界に生きているのだ。

　しかも靜香は、実は割と人見知りするタイプで、学校では柔道関係者くらいしかコミュニケーションを取らない子だった。

　天才柔道家としてむやみやたらに注目を浴びることが多いから、靜香は自分の素をなかなか出せないでいるんだろうな。

　そのぶん俺や志し村むらや庵あん藤どうの前では、素を出しまくってる靜香だ。

「なあ、その好きな人はなんとおっしゃる方なんだ？」

　靜香の童顔が、またほんのりと赤面する。

「好きな人の名前は秘密だよぉ……」

　靜香があまりにも熱っぽい視線を俺に向けてそう言うから、つい口にしてしまった。

「まさか相手は俺だったりする？」

「どえええ────！　……あ～ビックリしたっ。人って一度死をすごく意識してから生還すると、すごくポジティブシンキングをゲットできるんだね」

　あれ？　楽観的思考のこういう感心のされ方、つい最近誰かにもされたような……。

「大事なことなので、スッパリサッパリキッパリ申し上げるよ。たまらんちよ、うぬぼれなさんな！　ボクが恋に落ちたのは、おまえさんではございません。ごめん！」

「こちらこそごめん！　なんか俺、今自分がすっごく嫌いだ」

　俺の自己嫌悪など気にもとめず、靜しず香かは夢見るような顔で言う。

「でねでね、ボクは好きな人の理想に近づきたいんだぁ。でもでも、どーしたらいいかわかんなくて。まず恋愛ってもんを知ることから始めねば、と思いまして……。ちゅーことで、たまらんちのノロケ話を聞かせてくだせ～。ボクに恋愛の勉強をさせてくだせ～」

　俺と月つき形がたさんの間には「キス」があった。

　でもそれは冥土の土産だった。

　俺と月形さんの間には「早朝の教室で二人っきりの逢おう瀬せ」もあった。

　でもそれは月形さんが俺に社会的な死を与えるためだった。

　……なんてこったい。

　俺と月形さんの間に恋愛の教材になるようなノロケ話が見つからない！

「靜香すまない。俺と月形さんの間で起きたことは、秘密にしておきたいんだ。だからノロケ話は勘弁してほしいっていうかさ」

　靜香がショボンとした顔を見せたのは一瞬で、すぐに俺に対してすまなさそうな表情を浮かべ「そーだよねー」と漏らした。

「お月さんのプライバシーでもあるもん。勝手におしゃべりできないよね。あのさ、たまらんちはお月さんとうまくやってね。ボク応援してるから」

　靜香は立ち上がり、小さい手を左右に大きく振り回して言った。

「フレェーフレェーたまらんち！」

「ははっ、ありがとな」

　俺が余命一週間だったとき、生まれてきてよかった会を発足し、ずっと側そばにいてくれた靜香だった。月形さんと二人っきりで過ごす時間をプレゼントしてくれた友人でもある。おっきな恩がある。

　ノロケ話は聞かせてあげられないが、俺も靜香の恋を応援したい。彼女の恋路が未舗装なら、整備してやりたい。

　だから、今日やけに言ってるような気がする言葉を口にした。

「……俺に協力させてもらえないか？」

「うぇ？」

「靜香がさ、好きな人の理想に近づけるように……俺に手助けしてほしいこととかできたらさ、気軽に呼んでくれよ。隣んちなんだ、いつでもさ」

「わぁああ───！　たまらんちっ！」

　靜香は団体戦で仲間の一本勝ちを目の当たりにしたような歓喜の声をあげて、笑った。

　それにしても──志し村むら誉ほまれ、庵あん藤どう充みつる、若わか芽め靜しず香か。

　生まれたときからの付き合いなのに、今まで一度も好きな人トークなんて聞いたことなかった三人から、まさか同じ日に片かた想おもいを打ち明けられるとは！

　これって偶然か!?　こんな偶然ってあるのか？

　俺は靜香にそれとなく聞いてみた。

「ところでさ、どうして片想いを俺に教えてくれたんだ？　これって志村と庵藤には内緒なんだよな？」

「シムシムとアンアンにはトップシークレットでお願いします！　二人にバレるのは、恥ずかしいの限度超えちまいますっ」

　志村と庵藤は俺に自身の片想いを告げ、別れたあとにそれぞれメールをくれていた。内容は二人とも一緒。さっきの話は秘密で頼む。

「俺にバレるのは恥ずかしいの限度超えないのか？」

「だって、たまらんちは春休みに好きな人の話をしてくれたもん。話しやすかったよ」

　なるほどね！　片想いの悩みは、同じ片想い中のやつになら話しやすいということか。

　それからほどなくして。

「先せん鋒ぽう若芽靜香！　好きな人の理想に近づけるように、なにを努力すればいいのかを知るための努力をしに帰けえります。ほんじゃーに！」

　竜巻のような元気娘が部屋を出て行った。

「……あの靜香が、恋かぁ……」

　一人っきりになった自室で思わず呟つぶやいた。

　柔道娘が見せた恋する乙女の照れた表情が呼び水になって、本日早朝にお月様が見せた恋する表情が思い返された。

　──志村には、色いろ鳥どりいろりさんという、好きな子がいた。

　その事実に、月つき形がたさんはショックを受けるだろうな……。

　彼女のためになのか、俺のためかわからないけど──

　月形嬉き々きの恋の応援総大将として、今こ宵よいなにか行動がしたい！

　そんな衝動に見舞われたのは、好きな人以外の女子を男の娘こだと思いこんでる男の片想いだったり、褐色の女子としか会話ができない男の片想いだったり、柔道娘の片想いだったりの、恋のパワー（なんか恥ずかしい言葉！）に当てられたからなのかもしれない。

　そして、衝動につき動かされた俺が思いついた今日とるべき行動というのが──

「恋愛映画鑑賞会」の下準備。

　志村誉は別の子に片想い中でした、という事実は、いずれ月形さんに伝えないといけないだろう。そのとき傷心してしまう彼女を励まし、かつ新しい恋をしたいと思わせる映画を一緒に観みるのだ。失恋の傷を、早く癒いやすには次の恋を始めるのがいいはず！

　名案が浮かんだ高揚感に背中を押され、俺はメールを打った。

『夜分に失礼いたします。突然質問してしまうんですが、月形さんは洋画と邦画なら、どっちがお好きですか？』

　午後十時前、祈るような気持ちで送信したあと、ベッドに横になった。

　瞼まぶたの裏に浮かぶ愛いとしい人に、心の中で囁ささやきかけた。

　……月つき形がたさん、新しい恋の相手には是非この玉たま木き走そう太たをよろしくお願いします……。

　そんな夢を描きながら、夢の中に落ちていった。




　たっぷり八時間半寝て、身体からだも頭もスッキリして目覚めると、ケータイにはメールが一件。月形さんからだ！

『私は映画が全く観みられない』

　ぐはぁっ。












　　第四章　　お月様の大切な告白









　新学期二日目。

　月形さんは早くも新しいクラスで、多くの男子に「月とスッポン」という言葉の意味を教えるがごとく──静寂をまとい、教室の中心の席に美しく存在していた。

　自分はスッポンだったんだと自覚させられた男子達たちにできる行為は、もはやお月見しか残っていなかった。

　お月様は話しかけるものではなく、眺めて楽しむもの。だって月面上は真空なのだ。呼吸ができないところに向かっていくなんて、完全な自殺行為だ。

　ちなみに月形さんから誰かに話しかけることはない。誰かに話しかけそうな気配もない。

　月形さんを眺めながら月見うどんを食べたら、Ｗ月見うどんだなー。

　そんなしょうもないことが脳裏に浮かんで、ちょっと楽しい気分になる春の日。




　二時限目は美術。

　美術室に向かって一人移動中の休み時間だった。

　遠とお音おと高校は、旧校舎を取り壊さずに特別教室棟として使用していた。陽光が燦さん々さんと降り注ぐ時間帯だというのに特別教室棟の廊下の窓は小さく、薄暗かった。板張りの廊下がギィギィと軋きしむ。

　本来なら教室移動は同じクラスの志し村むらや庵あん藤どうや靜しず香かとするところだが、一時限目の授業が終わったと同時に教室を出ていった月つき形がたさんからメールが来ていた。

『ただちに美術室へ単独で移動して頂ちよう戴だい。その際、校舎最奥の階段を使って迂う回かいすること。それとなにか口笛を吹きながら歩いてきて』

　まったく意味がわからなかったが、俺は素直に従うことにした。

　ってなわけで俺は今、夜だったら肝試しに打ってつけの旧校舎を、口笛吹きつつ美術室に向かっている。口笛にしたのはロシア民謡。テトリスのゲームミュージックであり、月形さんとのお乱れ千万キスのＢＧＭだった。

　俺の人生で最も甘い記憶を呼び起こすメロディを吹きながら、迂回しているために前後にクラスメイトの姿がない廊下を進んでいると──通り過ぎようとした空き教室の扉から、突如影が現れて捕まれた。

「──!?」

　そのまま強い力に空き教室へと引き込まれる。

　カーテンが閉められていて、廊下よりもさらに一段と濃こい暗さに包まれた空き教室の壁に押しつけられる。

　本能的な恐怖が全身を駆け抜け、絶叫が口をついて出そうになるが──

「っ」

　ひんやりとした柔らかさに口を塞ふさがれる。

「口笛ご苦労様、よもや私の人生で最も苦い記憶を呼び起こすメロディを吹いて貴方あなたがやってくるとは思わなかったわ。はてさて玉たま木きくん、叫ばないでいただける？」

　コクコクと頷うなずいた。暗順応した視界に、月形さんの美しい無表情があった。

　彼女の細い手が俺の口元から離れていく。

「や、やあ月形さん、ご機嫌うるわしゅう」

　間抜けな挨あい拶さつもあったもんだ。でも「ヘイ嬉き々きちゃん、調子どうだいベイベー」より幾分マシだったと思う。ちなみにこの二択しか浮かばなかった。好きな人とのその日の第一声がポンコツな俺。トホホ。

「はぁー。まるきり麗しくなんてないわよ」

「ど、どうされたんですか？」

「恋の応援総大将に告ぐわ。次の美術の授業、私の願いを叶かなえて頂戴」

　アラジンのランプの精にでもなった気分で聞いた。

「……その願いというのは？」

「美術では、男女二人一組になって、お互いの顔を描きあうらしいの」

「へー。そうなんすね」

「どうやら美術教師は、新学級でいち早く生徒達たちが打ち解ける一助になればと、そんな少年少女面貌突き合わせ写生会を毎年開催しているらしいのよ」

「へー。なるほど」

「それであなたには、私と志し村むらくんが絶対一緒の組になれるよう画策してほしいの。やり方はお任せするわ。宜よろしくお願いね、それじゃ」

「へ？」

　画策ってどうやれば……？

　聞く余地はなかった。お月様は俺の眼前から流星のように消え去っていたから。




　美術の授業が始まった。

　美術教師は言う。出席番号が同じ男女でペアになってね、と。

　月つき形がた嬉き々きは、男子出席番号九番のヤツとペア。

　志村誉ほまれは、女子出席番号七番の子とペア。

　俺玉たま木き走そう太たは、女子出席番号八番の子とペアになった。

　つまり俺が画策できる余地なんて全くなかった。




　異性と向き合って互いの顔をつぶさに観察し、絵を描くというのは、たとえ相手が意中の女子じゃなくても気恥ずかしいものだった。

　生まれてきてよかった会のメンバーの様子を窺うかがってみた。

　隣の志村は、気恥ずかしさとは無縁の様子で、ペアの女子と和気あいあいといった雰囲気でスケッチを続けていた。さすが一般女子のことを男の娘こだと思い込んでるだけのことはある。

　少し離れた席でスケッチをしている庵あん藤どうは、志村とは対照的だった。

　庵藤のことを見た目そのままのＤＱＮ系遊び人だと思い込んでるせいか、ペアになった女子の顔はタチの悪いナンパにでも捕まったように、怯おびえきっている。で、三次元女性が苦手な庵藤の顔も怯えきっている。

　遠く離れた席の靜しず香かは、美術教師とペアになっていた。

　うちのクラスは女子のほうが一人多い。「若わか芽め」は、出席番号で女子最後。柔道家の靜香は人と向き合うと自動的に集中力が引き出されるのかもしれない。真剣なまなざしを中年の女性教師に注ぎ、靜香は黙々とスケッチに向き合っていた。

　そんなデッサンの時間が五分ほど流れたとき、出席番号八番の俺の隣の席で異変が起こった。

　隣の席といっても、ペアの女子に「志村の顔って情報量多すぎー。画数の多い漢字みたーい。やっと眉毛描き終わったし」と言われてる男ではない。

　ちなみに俺のペアの女子は「玉木の顔って小顔で色白だから、デッサンの鉛筆低消費系だね。なんか、やろうと思えば一筆書きで描けるかもー」と言っている。確かに俺の顔立ちは相当薄口だ。顔の各パーツは控えめで、まるで自己主張してない。でも、一筆書きで描けるとはあんまりな言われよう！

　──で、異変が起こってる隣の席というのは、出席番号九番の男女ペア。

　月つき形がたさんが「具合が悪い」と言って、立ち上がったのだ。

　俺は、美術のデッサンという大義名分のもと、月形さんを正面から見放題の権利を手に入れたヤツが羨まし過ぎて、つまんない気持ちになるだろうから九番ペアのほうは見ないようにしていたのだが……。

　力なく立つ月形さんは蒼そう白はくな顔をしていて、チラッと見た彼女のスケッチブックは白紙のままだった。

　美術教師が心配した様子で月形さんに駆け寄る。保健室に行く？　教師の問いに月形さんは顎あごの先を数ミリだけ沈めて肯定の意を示した。誰か付き添ってもらう？　冷たく強こわばった表情の月形さんは首を横に振り、頼りない足取りで廊下へと出て行った。

　月形さん大丈夫なのかな？　って空気が美術室に濃厚に漂った。

　そんな空気をしこたま吸った俺は、気づけば席を立ち、声を張り上げていた。

「保健室まで付き添い行ってきます！」

　月形さんを一人で送り出してよかったんだろうか、とちょうど考えていたのだろう美術教師は、俺に大きく頷うなずきかける。

「ええ、そうね。よろしくお願いね」

　保健室へお連れするという大義名分のもと、月形さんと二人っきりで校内を歩ける権利を得損なったスッポン達たちの悔しがる声があちこちで上がる。

　美術室を出るとき──俺が月形さんを好きだと知ってる三人を見やった。

　庵あん藤どうはＤＱＮ系の見た目の割には、ダサいハンドサイン──両手の親指をグッと立てたやつ──をくれた。

　靜しず香かは団体戦で試合に臨む副将を送り出す大将のように、両腕を組んで力強い頷きを一つくれた。

　志し村むらはヒューヒューと下へ手たな口笛を吹いて、ひょうきんな笑顔をくれた。




　美術室は特別教室棟の三階だった。

　二階への階段の途中で、一段一段ゆっくりと降りる月形さんの背中に追いついた。

　横合いから声をかける。

「月形さん」

　彼女は俺のほうに振り向いた。おぼろげなお月様の表情。

　澄んだ瞳ひとみで俺を見据えながら、彼女は言う。

「…………その声は、玉たま木きくん」

　ん？　その声はもなにも、至近距離からバッチリ目が合ってると思うんですが……？

「だ、大丈夫ですか？　どこか具合悪いんですか？」

「フフッ、玉たま木きくんは私に異変を感じたら、こうやって駆けつけてくれる。やはり貴方あなたは……『月つき形がた嬉き々きの恋の応援総大将』またの名を『しもべ』と呼ばれるべき存在なのね」

「なにかあった時に駆けつける人のことを、巷ちまたではヒーローと呼んで、ありがたがったりするそうなんですが……」

「安心して。私は玉木くんという名のしもべの存在を、ちゃんとありがたがっているわよ。だって、そうでしょう。私のために足りない頭を使い、微力を振り絞る生命体には好感を覚えるわ。例えるなら私の吐いた二酸化炭素を、私が眠っている間に酸素に還元してくれるサンセベリア級に、ありがたいわ」

　サンセベリアって……うん、植物だ！

「せめてしもべのことを人間扱いしてください！」

「アラ、私は観葉植物のようなものだと思っているからこそ、玉木くんに好感を抱くことに成功したのよ。ホラ考えてもごらんなさい、足し算ができる犬がいたら感心するけど、足し算ができる人間を見ても感心なんてできないでしょ。足りない頭を使い、微力を振り絞るしかできない人に好感を持てるほど、私は人間愛に満ちてなくてよ」

「待ってください！　いつ俺をロースペックのしもべだと断定しちゃったんですか？」

　こちとらノーマルスペックのしもべのつもりだ！

「玉木くん、覚えてないのかしら？　つい先ほど美術の授業で私と志し村むらくんが組めるように画策して、とお願いしたでしょ。それなのに、貴方ときたら叶かなえてくれなかった。低性能ロースペツクのしもべ？　……それは違うわね、無能のしもべよ」

「無理難題過ぎる！　出席番号順で男女ペアって先生に決められてたんですよ。画策っていわれても、なんの策も打てないですよ」

「愚ぐ者しやなの？　出席番号で私より前の二人を、なんらかの方法で早退に追いやれば、志村くんと私が二人一組になれたじゃない」

「人を早退に追いやるって……。それどうやるんですか？」

「そんなの貴方が授業開始間際にでも標的にした女学生達たちの耳元に愛の言葉を囁ささやけば、二人とも著しく気分を悪くして早退するのではなくて？　そんなことも思いつかないの？」

　思いつかねえよ！

「あっ、気分を悪くしてといえば、ところで月形さんの体調は大丈夫なんですか？」

　美術室を出るときの月形さんの蒼そう白はくだった顔が思い返されていた。

「アラアラ感心ね。こんなにも私から好き勝手に言われている最中に、私の体調を慮おもんぱかれるなんて……貴方は素敵なしもべだわ。フフッ心配無用よ。私は今、気分が割と良いの」

　確かに彼女の顔はもう蒼白ではなく、いつもの血色に戻っていた。

　よくよく考えてみれば、これだけ人のことをしもべ呼ばわりしながらスラスラ喋しやべる人が体調不良なわけないか。

「月形さんがいつも通りお元気そうで、よかったー」

「ううん。私の気分が良いのも今だけよ。だってこれから気分の悪くなる話をしなくてはいけないのだもの。私の恋の応援総大将である貴方あなたには今からある話を聞いてもらうわ」

　特別教室棟の階段で立ち話をしていたのだが、突然月つき形がたさんが俺の手首を掴つかんで引っ張っていく。

「おわっ、どこに行くんですか!?　保健室？」

「体調が優れないわけでもないのに保健室になんか行かないわよ。……それに保健室では、私を正常には治してくれないから」

「正常？」

「玉たま木きくんはまだ気づいていないのだろうけど……私は異常なのよ」

「えっ？」

　人のキス顔を撮って、社会的な死を与える作戦を実行されてる姿を、被害者の立場で拝見させていただいた時点で薄々気づいてはいたんですが……。やっぱり異常でしたか！




　俺は特別教室棟二階の空き教室へと連れ込まれた。

　よく空き教室に連行される日だな。

　月形さんがカーテンを開け放つ。なんの変哲もない古びた机が６×６で整然と並ぶ、ザ教室の光景。

　月形さんは教壇の前に立って、少しだけ緊張したような面持ちで口を開いた。

「私の異常については、家族以外誰も知らないわ。正直、玉木くんに話すのも怖いわ。しもべだって一丁前に感情があるのでしょう。感情があるということは私の話を聞いて『なに言ってんだコイツ』という思いを抱くこともあるのよね」

「えっと、一応そうですね」

　現に今なに言ってんだアンタって思いました。しもべだって感情はあるに決まってる！

「けれども、私は玉木くんにどう思われようが恐れずに話すわ。貴方は、私の話に『びっくら仰天驚き桃の木山さん椒しようの木』と口にしてもよくてよ」

「は、はい、それは助かります」

　いやいや、一生に一度も言わなさそうなワードだよ。

「でもいくら驚いてくれてもいいのだけれど……。私の話はすべて信じて頂ちよう戴だい。そして、私の頭のことを心配しないで。私の頭は誰に心配してもらっても、もうどうにもならないものだから。それでは玉木くん、着席して」

　戸惑いつつ、俺は教室の真ん中あたりの席に着いた。

　月形さんは「ふぅー」と一つ息を吐いて、黒板にチョークでカツカツと書き始めた。黒板下部の桟さんにチョークを置いた彼女がこちらに振り返る。

「──私は、先天性人面石コロ症なの」

　俺は黒板に書かれた「先天性人面石コロ症」という字を見ながら、ひどく落ち着かない気持ちで聞いた。

「…………えっと、それは病気なんですか？」

「そうよ」

「なんか、アレですね」

「ドレなのかしら？」

「ちょっとヘンテコな病名というか」

「そうね。……ねえ、玉たま木きくんはもやもや病ってご存じかしら？」

　着席してる俺は無知な生徒のように、首を横に振った。

「脳内の太い動脈がつまることで発症する、脳底部に異常血管網がみられる脳血管障害。感覚障害や意識障害をも起こしうる重い病なのだけど。脳の画像において、異常血管網すなわち発達した細い血管群が煙草たばこの煙のようにモヤモヤして見えることから──そんなギャグみたいな病名が正式に認証されているの。つまり玉木くん、この世界にはヘンテコなネーミングのくせに、大変な病が確かに存在するってことよ」

「……先天性人面石コロ症っていうのは、どういう症状が？」

「読んで字の如ごとくよ。私は生まれながらにして、人の顔というものがそこらへんの石ころと同等レベルにしか認識できないの」

「……人の顔と石ころが同等……？　え、じゃあ月つき形がたさんは路上を歩いてると、そこらじゅうに人の顔が落ちてるように見えるんですか!?」

「すごいわ玉木くん、この症状を人に伝えるのは難しいとは思っていたけれど……。まさかそんな生首だらけの世界を連想されるなんて……。石ころと同等というのは、道端に落ちている石ころの区別をつけるくらい、人の顔の区別が容易ならぬということよ」

「人の顔と石ころが同じ……」

「石ころだって篤とつくと観察すれば、傷だったり、大きさだったり、色だったりの特徴を見つけられるわよね。でも、そのとき覚えた石ころを、同じような大きさの石ばかりの砂利道に放ほうり投げたら、見つけられるかしら……。その特徴を覚えた石ころが、一週間後や一ヶ月後や一年後に向こうから話しかけてきたとしたら、それがいつ見た石ころかなんて判別できるかしら……。私にとっては人の顔もそんな感じなのよ」

「えっと、それって……。人の顔が見えて、いないんですか？」

「顔は見えているわ。目や鼻や口も見えている。ホクロも、皺しわも、わかるわ。でもそういう部分部分はわかるのだけど、それらが合わさって構成される顔の全体像は認識できないの。顔はとてもぼやけて見える。それゆえ私は、個人識別ができないのよ」

　月形さんの白紙だったスケッチブックを思い出した。

　美術の授業、ペアになった相手の顔がわからなくて、一筆も描けなかったのか……。

「じゃあ、月形さんは人の見極めをどうやって？」

「仕草や声で人を判別できるように努めているわ。小学のときは私服だったし、中学のときまでは名札もあったからよかったのだけど……。今は名札もないし、皆同じ制服姿。ふぅー、高校生活は、人の判別難易度が尋常じゃないわ」

　そういえば、さっき階段で月形さんに声をかけたとき、目が合っているにもかかわらず彼女は「…………その声は……玉たま木きくん」と言っていたっけ。

　あれは突然視界に現れた俺が、誰かわからなかったってことなのか……？

「……月つき形がたさんには、その、もしかして、俺の顔が」

「ええ、私には玉木くんの顔はわからないわ。なにしろ貴方あなたの顔ときたら各部位のどこにもさしたる特徴もなくて。いやもう貴方は真の『石ころ中の石ころフェイス』なのよ」

「うぅ」

　ショックがデカすぎてたまらず呻うめいた。

　ま、まさか、好きな人に顔を覚えられていない上に、石ころ中の石ころフェイスと称されるなんて……。びっくら仰天驚き桃の木山さん椒しようの木だよ！




　クラスメイト達たちが異性の顔面をせっせと描いてる二時限目。

　ショックが収まってきた俺は空き教室で、先天性人面石コロ症の授業をみっちりと受けた。十五分の集中講義でわかったのは次の通り。

　──月形さんは、人の顔だけじゃなくて表情もよくわからないとのこと。

　つまり相手が、笑ってるのか怒ってるのか悲しんでるのかもわからないってわけだ。

　──月形さんは、映画やドラマを全く観みられないとのこと。

　それは登場人物を区別できないため、ストーリーがこんがらがってしまうとのこと。なにせシーンが変わるたび、主人公もヒロインも初登場の人物に見えるそうなのだ。

　そういえば昨夜月形さんを映画に誘おうとメールしたら、「私は映画を全く観られない」と返ってきていた。そういうことだったのか。

　──月形さんは、人面石コロ症でも享受できる娯楽として、読書が好きだということ。

　おばあちゃん子だった彼女は、おばあちゃんの本棚にズラーッと並んでいた国内外の文学作品に幼い頃から、よく触れていたそうだ。現代を生きる「年頃のお嬢さん感」に乏しい月形さんの喋しやべり口調は、そんな読書体験が影響してるのかもな。

　──実写映画が観られない月形さんだが、アニメなら観ることもあるとのこと。

　ただし観るのは、登場人物の識別がしやすい──キャラクターの髪の毛がピンクや青や金色だったりする作品限定だという。プリキュアが一番好きらしいが、映画版プリキュアのオールスターズは識別不能に陥るらしい。

　──月形さんは、自分の顔もわからないとのこと。

　予期せぬタイミングで鏡が視界に入ると、自分のことを黙って見つめてくる他人がいると思ってしまうんだとか。

　──月形さんの母方の家系は、代々先天性人面石コロ症であるとのこと。

　だから月形さんは物心ついた頃から、人の顔を覚えられなくても日常生活をなるべくそつなくこなせるすべを、同じ症状の母や祖母から教えてもらったそうだ。

　家族以外の周囲の人間には「人の顔が判別できない」ことを隠し通して生きてきた月形さん。当然人間関係で大変なこともあったのではないかと勘ぐってしまうが、そういう人間関係の苦労話について、彼女は語らなかった。

　ただ、月つき形がたさんが学校で誰とも仲良くなろうとしないのは、人の顔が判別できないことが大きな原因になってるんだな、とは思ったけどさ。

　先天性人面石コロ症のことがわかってきて、一つの疑問がよぎった。

　以前、月形さんが言っていたことだ。

　──私が志し村むらくんに岡おか惚ぼれした理由は断トツで、顔よ。

　あれはどういうことだろう？

　……もしかして！

「──月形さんは志村の顔がわかるんですか!?」

　空き教室の壇上で、自分の症状をほとんど無表情で淡々と話していた月形さんの頬ほおが初めて緩んだ。

「そうなの。私は両親の顔も自分の顔もわからない。この世界でただ一人、志村誉ほまれくんの顔だけがわかるのよ」

　──ああああぁ。

　今度の呻うめきは声にはならなかった。

　志村誉くんの顔だけがわかるのよ。

　彼女が言ったその言葉が頭の中をグルグルまわり、様々な感情が俺の心に殺到した。

　痺しびれたような心を抱えた俺に、月形さんはかすかに苦しげな表情で言う。

「だからね、月形嬉き々きなんかのことを好いてくれている玉たま木きくんの、その気持ちを私は快く思ってはいるのだけれど……。同時にこうも思うのよ」

　俺は心を堅くして、好きな人の次の言葉を待った。多分きっと、つらい言葉がくる。

「『月形嬉々には志村誉くんしかいない感』と、『玉木走そう太たくんには月形嬉々しかいない感』は、まるっきりなにもかも違う。

　だって貴方あなたは私以外の女の子も識別できるんですもの。

　玉木くんはこの世界にいるよね？　私以外にも顔かお形かたちが好ましく思える女の子──この世界にいるよね？」

　俺がこの世界で一番好ましく思っている顔形はぶっちぎりで月形さんだった。

　でも俺には捻ひねりだそうとすれば、二番や三番だって適当に見繕うことができる。

　だが、月形さんにはそれができない。

　俺にとって月形さんはナンバーワンだが、月形さんにとって志村はオンリーワンなのだ。

　黙ったままでいることが先の質問の答えになってしまった。月形さんは小さく「フフッ」と笑った。

「正直者の玉木くんね。世間では『あの人の顔しか思い浮かばない』と恋愛中の人は宣のたまったりするらしいわね。私もそうよ、志村くんの顔しか思い浮かばない。他ほかの人の顔が思い浮かぶはずもないわ。

　だって……志村くん以外……覚えてすら……いないのだから」

　最後のほうは少し涙まじりになっていた。

　どうか泣かないでほしい。笑ってほしい。鏡を見ても、自分の顔がわからないという月つき形がたさんに教えてあげたい。あなたの笑顔はとっても可愛かわいいんですよ、と。でもそんな気き障ざなセリフは、しもべが言うべきじゃないよな。

「……私のお母さんはね、人生の中で唯一顔がわかる人と結婚したの。それが私のお父さん。今も夫婦円満仲睦むつまじく暮らしているわ。和わ気き藹あい々あいとした家庭で、私はあることを切望しながら育った……。

　──顔がわかる人が私にも現れますように。

　だから高校入学時、志し村むらくんを視野に入れた時は、おったまげたわ。石ころだらけの砂利道の中に宝石を見つけたみたい。彼だけが輝いていた。どんな人混みの中でも、志村くんだけは見つけることができる」

　好きな人から好きな人の話を聞くなんて、普通は拷問なんだろうけど……。

　志村の話をするときの月形さんは楽しそうで、俺は彼女の楽しそうな顔を見られる喜びで、ひどく空むなしい嫉妬に蓋ふたをした。

「……私と志村くんは一年生ではクラスも違っていて、接点も持てず、知り合えずにいたわ。それが先の春休み、私の家に突如志村くんが来てくれたの。黒くて大きい人と白くて小さい人と共に」

　意中の人がアポなしで家にきたんだ。月形さんはよほど嬉うれしかったんだろう。志村の一語一句を覚えているようで、志村のマネなんかして月形さんは話してくれる。

「『住所はよ、電話帳で月形の姓をちっとばかし調べたんだ。月形の嬢ちゃん、珍しい名字でいてくれてありがとさん。家や捜しがチョロかったぜ』……志村くんはそう言ってくれたわ。あのときほど、月形の姓を喜ばしく思い、電話帳に個人情報が流出しているありがたさを感じたことはなかったわ。

　そして、玄関先で私は志村くんに、あるお願いをされたの。

『実は玉たま木き走そう太たって男がよ、余命幾ばくもねえんだ……。すまねえが一回だけ会いに行って、一緒にいてやってくんねえかな』

　……私は嬉しかったわ。たとえ、恋い慕う人との初めての会話が、別の男と一緒に居てくれというお願い事であっても……。──ねえ玉木くん」

　月形さんはひどく優しい眼まな差ざしを俺に向けてくれていた。

「は、はい」

　彼女はこれまで聞いたどの声よりも優しい響きを伴った声で言った。

「志村くんとの間に接点をつくってくれて、有あり難がとうね」

　胸の奥の普段存在を意識もしない部分がギュッと痛んだ。

　俺は志村達たちのおかげで、月形さんと接点ができた。

　月形さんは俺のおかげで、志村と接点ができた。

　胸を痛めた下界の人になど気づかぬように、教壇に立つお月様は太陽光を反射する笑みで、幸福そうに言った。

「私が唯一個人識別できる志し村むらくんに、私を個人識別してもらえるようになるなんて……。嗚あ呼あ、生きててよかった。生まれてきてよかった」




　そのあと授業終了のチャイムが鳴って、俺と月つき形がたさんは三時限目の英語の授業がある教室へと戻った。

　新学年最初の英語の授業は、英訳された童話の題名クイズ大会だった。たぶん受け持った生徒達たちからいち早く親しまれるための、先生流の鉄板の初回授業なのだろう。

　みにくいアヒルの子The Ugly Duckling。眠れる森の美女Sleeping Beauty。

　異国語のクイズ大会に全く参加する意思を示さず、考えていたのは月形さんのこと。

　彼女は俺を恐怖の夜から救ってくれた人だった。

　余命宣告を受けてからは、連日眠る前に死への恐怖に襲われ続けていた俺だった。

　余命が尽きるとされていた日、彼女が俺にキスをしてくれた。だからあの夜は恐怖に襲われることなく──好きな子とキスできたんだから生まれてきてよかった、と穏やかな心地で眠りにつけたんだ。

　今度は俺が月形さんに、生まれてきてよかった、と思わせたい。いっぱい思わせたい。

　どうやったら思わせられるだろう。その方法はさっきから一つしか思いつくことができない。

　志村は余命一週間の友人のためになんだってするような、情に厚い、陽気なやつなんだ。

　志村ならきっと月形さんを……。

　クイズ大会はまだ続いていて、教室は盛り上がっていた。誰かが「人魚姫The Little Mermaid」と答えた。先生は「正解」と言って、アンデルセンの人魚姫はディズニーのリトル・マーメイドと違い、王子様とは結ばれないんだと補足説明していた。先生はアンデルセン版の人魚姫が大層お気に入りのようで、あらすじを二、三分でしっかり語ってくれた。

　純粋に王子を愛しながらも、他ほかの娘と結婚する王子のためを想おもい、海に身を投げて泡になった人魚姫の恋の末路。

　……なんだかやけに胸にくる話だな。




　四時限目前の休み時間。

　俺と月形さんは職員室に呼び出しを受けた。相手は美術教師。

　まさか保健室に行ってないことがバレた!?

　職員室に着くと、月形さんの体調を気にかけまくる中年の美術教師と彼女のやりとりが三往復続いたあと（よかったバレてない！）、呼び出しの用件が語られた。

「月形さんと玉たま木きくんが保健室に行ってる間、二人のもともとのパートナー同士が組んで互いの顔を描いたのね。そんなわけだから課題が未提出なのは、あなた達二人だけになっちゃってて。でね今日の放課後、月形さんと玉木くんペアで、美術室に残って描いてほしいって思ってるのよ」

　職員室を出た直後。俺は月つき形がたさんに「放課後よろしくっす」と軽く弾んだ声をかけたが、彼女から重く沈んだ声が返ってきた。

「……私、描けそうもないわ」

　月形さんはお月様なのだ。お月様からは地上を這はうスッポンの顔なんて見えやしない。

　さあ、スッポンにできることはないか？




　午前最後の授業である四時限目は、日本史だった。

　教壇には、去年までグラドルやってましたと冗談を言っても「嘘うそでしょ」って反応より「あーやっぱりね」と頷うなずく人のほうが多そうな──そんなグラマラスな二十八歳・篠しの宮みや先生。我がクラスの担任であり、俺が一年ん時のクラスの担任でもあった。ちなみにあだ名は「脱だつ先せん」だ。

　篠宮先生の授業を受ける前にこのあだ名を生徒新聞か何かで見た男子生徒は、お色気Ｒ指定学園生活の始まりを予感して軒並み歓喜するというのが、毎年恒例のぬか喜びとなっていた。

　そうなのだ。脱ぬぎ先せんではなく脱だつ先せんなのだ。脱先の由来は、脱ぐ先生ってことじゃない。授業を思いっきり脱線する先生だから、脱先なのだ。

　そして今日も脱先は、日本史の授業を楽しそうに脱線してる。

　脱線し続けるその話を全部ちゃんと聞いてると、なぜか学期末の日本史のテストではなかなかの高得点が取れるというのが、我が校の七不思議の一つだった。

　だからクラスのメンツは、信長の野望で弱小大名姉あね小こう路じ家で全国統一する苦労話なんかを大真面目に拝聴してる。優等生の庵あん藤どうなんて、ノートに書き留めてもいる。

　そんな中、俺は月形さんがどうやったら、俺の絵を描けるだろうかと考えていた。

　……なんも浮かばない。

　いつのまにか脱線トークが、戦国ＢＡＳＡＲＡのビジュアルの話になっていた。

　ロボットの本ほん多だ忠ただ勝かつが空を飛び、金髪の千せんの利り休きゆうの茶を点たてながら敵を屠ほふる。

　派手で特徴的なビジュアルで戦国武将はキャラ立ちしまくり。それで思い出したのは、実写の映画を観みられない月形さんがアニメなら観ることもあるって話。

　彼女が登場人物を識別しやすいといってたタイプのアニメは確か……。




　四時限目が終わる。

　篠宮先生は生地の耐久性を試すかの如ごとくスーツをパツンパツンにしたヒップを揺らして、教室を出て行く。

　俺は机にかかっていた鞄かばんを持って、そのケツを追いかけた。

　水飲み場の前で脱先に追いついて声をかけた。

「篠宮先生、ちょっといいですか」

「ふぁ、玉たま木きクンだぁー」

　お風呂の中で話してるようなふんわりボイスに気が抜けてしまいそうになるが、俺は気合いを入れて担任教師に懇願した。

「早退させてください！」

「どぉーしたの？」

「理由をいわないとダメですか？」

「体調がよくないの？」

「いえ、仮病を使うことも考えたんですが、この瞬間もこの世界には本当の病と闘ってる人がいる。……だから俺は仮病なんか使いません」

　先天性人面石コロ症と闘っている月つき形がたさんを思った。

「エラいわ、玉木クン」

「だから仮病以外の早退理由をこしらえたんですが、それは──」

「待って玉木クン！　こしらえた早退理由聞かされても、アタシはアナタの想像力を誉ほめるか貶けなすかしかできないわよぉ」

　うぅ、どうすりゃいいんだ。

　早退の許可をもらわずに学校からトンズラすればいい話なのかもしれないが、それは後ろめたくてためらわれた。

　後ろめたさを感じてから、今からやろうとすることに取りかかりたくはなかったのだ。早退の許可をもらい、正々堂々学校を出たかった。だから俺は必死になって言う。

「先生、俺には今からしなきゃいけないことがあるんです。俺を行かせてください！」

　脱だつ先せんが困ったように、肉付きのいい身体からだをモジモジさせる。

「その今からしなきゃいけないことは放課後じゃマズいの？　帰りのホームルーム出ないで霧くも隠がくれ才さい蔵ぞうしてもいいよぉ」

「今、霧隠れ才蔵させてください！」

　……霧隠れ才蔵ってどういう意味だ？　まあいいや、たぶん使い方はあってるだろう。

「先生は、俺の春休みになにがあったか知っててくれてますよね」

　脱先が深刻な表情になってコクッと頷うなずいた。

「……玉木クン、大変だったよね……。辛つらかったよね……。春休みといえば宿題もなくて、パラダイスヘブンな日々なのに。リアルヘブンに召されるかもしれない日々を過ごしていたなんて……。可哀かわい想そうな玉木クン……」

　脱先は俺を思いやるあまり、感情が高ぶったのか、肉感的な身体の胸の下で両腕を交差させムギュッと抱きしめた。ものすごい勢いで胸がシャツを押し上げている。脱先の巨乳はシャツのボタンと男子生徒の理性を飛ばすことでお馴な染じみだ。

　──プチッ。案の定ボタンが飛んで、俺の額ひたいにパシッと張り付いたが、俺は理性を飛ばすことなく語った。

「余命一週間だと思って生きてたときに考えてたんです。もしまだ生きることができたら『なにも後回しにしない、やりたいことを全力にすぐさまやる。そんな人間になる』って。だから先生、これは今やるしかないんです。一生のお願いです。早退させてください！」

「……元余命一週間の玉たま木きクンの一生のお願いは、なんか他ほかの誰よりも叶かなえてあげたくなっちゃうわねぇ……」

「そうですよ。早く叶えてあげないと、いつまた余命一週間になって叶えそびれてしまうかわからないですよ！」

　なんだか我ながら無む茶ちや苦く茶ちやな懇願だ。脱だつ先せんはスッとこちらに歩み寄って、柔らかい手のひと撫なでで俺の額ひたいに張り付いたボタンを取り去って、微笑ほほえんだ。

「わかったわ玉木クン、特別に早退を許可しますぅ。──今やるしかないこと頑張って……ときには授業を受けることより大事なことがあるわよね」

　授業中に、姉あね小こう路じ家で武たけ田だや上うえ杉すぎや織お田だを滅亡させる話をしてる先生の言葉だと説得力があった。脱先はどこか遠い目をして続けた。

「えへへっ、それにアタシも学生の頃は北きた方かた謙けん三ぞう先生のサイン会に行くために早退したりしたしね」

「えっ？」

　なんか急に、訳も聞かず早退を許可してくれた担任への感謝の念が薄れてきた。

　俺は感謝の念が完全に無くなるまえに「ありがとうございます」と礼を述べた。

「先生が担任のクラスになれてよかったです。では！」

　俺が昇降口のほうへ駆け出そうとすると、脱先はボタンがはずれたままのシャツでジャンプしながら手を振って、早退した生徒を見送ってくれる。大きな胸が大きく揺れていた。

　俺は理性が飛ばないように、振り返りもせず走った。












　　第五章　　ゴールデンタイム









　早退してでも実行したかったことを済ませ、放課後になって十分後の遠音高校エンコーに戻ってきた。

　校門を抜けるときも、昇降口で上履きに履き替えるときも、痛いほどの視線が自分に集まっているのを感じたが、気にせず特別教室棟に急いだ。月つき形がたさんが美術室で待ってる。




　ドアを開けると、ガランとした美術室の窓際に月形さんがポツンと座っていた。

　早退した俺だったが、月形さんにはメールで「学校に戻ってくる」旨むねを伝えていた。

　だから、月形さんは放課後の美術室に俺が現れることを十分に予期していたはずだが、人の顔の判別がとっても苦手な彼女は美しき無表情に困惑を一滴垂らして、言った。

「……どなたかしら？」

　俺は彼女に近づきながら言った。

「ハロー。海外からの交換留学生でーす」

「その内股気味のなよっとした歩行姿勢と生粋のしもべボイス。貴方あなたさては玉たま木きくんね」

　玉木くんじゃありませんと言いたくなったが、俺は自らの歩き方と声への忌き憚たんのない意見を甘んじて受け入れた。しもべボイスってどんなボイスだよ？

「月形さんお待たせしちゃいましたね」

「平気よ、今来たところ。それよりなにより玉木くん、毛髪が……」

　俺は頭を彼女につきだして言った。

「どうです？　個人識別しやすい感じになってますか？」

「ええ。恐らく全校集会の体育館にいたとしても、玉木くんのことをたちどころに見つけ出せると思うわ」

　俺はその場でガッツポーズを取った。なにせつい数時間前には、各パーツのどこにも特徴がない『石ころ中の石ころフェイス』と呼ばれていたのだ。

「早退してヘアサロンに行っていたのかしら？」

「はい！」

　庵あん藤どうの姉ちゃんがいる美容室に、制服のまま予約ナシで向かった。

　アー、たまらんクンじゃん。充みつるから聞いてたヨ、余命一週間だったんだってね、それヘビーだったっしょ、むちゃハードだったっしょ。よっしゃ、今日はたまらんクンの余命が未定に戻った記念に……特別にツケでいいヨ。どんな感じの髪形にするー？

　俺からの注文は一つ。とにかくド派手な色の頭にしてください。

　俺のことを乳幼児のときから知っててくれてる庵あん姉ねえは、弟の友達のヘアーに対する攻めの姿勢を買ってくれた。

　だから、校則ダイジョブ？なんてことは言わず、俺の頭を目の覚めるような金髪（しかもラメ入り！）にしてくれたのだ。

「さあ月つき形がたさん、美術の課題やっちゃいましょう！　この個人識別しやすく生まれ変わった俺を描いちゃってください！」

　そして俺達たちは向かい合って座り、スケッチブックを広げた。

　窓の外から運動部系の連中の、気合いなのか呻うめきなのか、判然としない声が届く美術室には、鉛筆が紙の上を走るサラサラと乾いた音だけが響く。

　いつも思ってることだが、こうして向かい合って月形さんの顔をしげしげと見つめていると、改めて思う。

　──美しい、と。

　眺め始めて一分が経たっても、三分が経っても、どうしてこんなに綺き麗れいな顔が存在するのかと、毎分驚いてしまう。

　そんな彼女は、先天性人面石コロ症。

　鏡を見ても自分の顔がよくわからないのだという。

　やっぱり月形さんはどこまでもお月様だ。

　月に見とれるのは地球にいる俺らだけ。お月様は自分の姿に見とれたりはしない。




　月面観測に集中した二十分後。

　俺は自分の画力のなさを呪いながら、なんとか月形さんを描き上げた。

　俺が鉛筆を置いたタイミングで、向かいの月形さんも「ふーっ」と息をつき、黄色の色鉛筆を筆入れにしまった。

「月形さんも終わったんですか？」

　彼女は無表情で呟つぶやいた。

「私って終わってる」

　その「終わってる」には絵が描き終わってる以外の意味があるような気がして、俺は立ち上がって月形さんのもとに向かった。絵を見せてもらう。

　そこには厚紙の半分に金色の髪が鮮やかに描かれていた。

　それだけじゃなく、輪郭線も目も鼻も口もあった。

「月形さんすごいじゃないですか!?　ちゃんと顔が描けてる！」

　彼女は力なく首を横に振った。

「人の顔というものを描けているのかもしれないけれど……。これ貴方あなたに似てはいないでしょ？」

「あ、いやー、えっと」

　確かに、各パーツの配置に違和感があった。実際の俺の顔より左右の目の位置が離れてる気がしたし、鼻と上唇の間も狭く感じられた。

「おべんちゃらは御免よ。正直に言って」

「……俺はもっと鼻の下が長いです」

　別に女の子にいつもデレデレしてるわけじゃないっすよ。そう続ける予定だった軽口は声にならなかった。月つき形がたさんが痛みに耐えるように目を細めていたから。

「なんだか貴方あなたに申し訳ないわ」

「どうしたんですか？」

「私は経験則として顔のどこらへんに目があって、鼻があって、口があるか……わかっているだけなの。だから玉たま木きくん固有の目鼻立ちの位置がよくわからないのよ」

　月形さんは自分が描いたスケッチを醒さめた瞳めで見下ろしていた。

「こんな絵では、きっと先生からはふざけて描いたと思われるわ。折せつ角かく貴方がわざわざ髪を金こん色じきにしてくれたというのに……私って終わってる」

「…………」

　なにも声をかけられなかった。

　そうか。この金髪は、集団の中で俺を個人識別しやすくする特徴にはなれたけど……それだけだ。似顔絵が描きやすくなったってわけじゃない。

　なんせ俺の顔立ちは普通の極み。石ころ中の石ころフェイスだ。トホホ。

　ため息を吐きたくなったが、俺が吐く前にすぐそばから「はぁー」と沈む息が聞こえた。

　月形さんが自分の描いた絵に、ため息を吐いていた。

　俺の石ころフェイスに関する自己嫌悪は後でゆっくりすればいい。今は他ほかにやるべきことがあるはずだ。石ころにだって、まだできることがあるはずだ！

　俺は月形さんから次のため息が漏れる前に、イスを彼女の間近に移動させて座った。

　月形さんは急に接近してきた俺を不思議そうに眺めていた。

　そんな彼女の左手首を掴つかみ、その手を俺はおもむろに自分の顔に近づけた。

「……玉木くん、なにをする気？」

　俺はさらに月形さんの左手首を引き寄せ、その白く細い手を俺の顔にこすりつけるように触れさせた。

「ひゃん!?　……ちょ玉木くん、なんとか言って頂ちよう戴だい。黙られるのは苦手だわ。私ってホラ、相手の表情がわからないから黙られてしまうと相手がなにを考えているのか途端にわからなくなるのよ」

　彼女の手を自分の顔に這はわせながら言った。

「……月形さん、わかりますか？」

「……ええ、わかるわ。きちんと絵が描けない私に罰を与えているのね。玉木くんの皮脂をつけまくりの刑。凄すさまじい拷問だわ、泣いちゃいそうよ」

　俺の顔に触れることを拷問に感じるという月形さんに、俺が泣きそうだ。

　めげずに言った。

「俺の表情や顔のつくりがわからないときは、遠慮なくペタペタ触ってください。どうですか、これなら俺の顔わかったりしませんか？」

　月つき形がたさんはハッとした顔を一瞬見せて、すぐに右手で鉛筆を取り出し、スケッチブックに向き合った。彼女はもう集中する顔になっていた。




　金色の髪の毛はすでにうまく描けている。月形さんは俺の額ひたいからなぞり始めた。

　彼女の指はひんやりとして、触れられた額からは熱が吸われていくみたいだった。

　月形さんの指が触れた箇か所しよは脳に痺しびれるような喜びを伝え、指が離れた箇所は心に物悲しさを残した。けれどそれも刹せつ那なの物悲しさで、彼女の左手の指は粘土で人物像をこねるが如ごとく、何度も同じ箇所を触れては、慎重に右手でスケッチを続けていた。

　痺れるような喜びと物悲しさが交互に波のように押し寄せてきて、俺は神秘的な夢の中にでもいるようだった。

　彼女の指が不意に降りてきて、俺の眉に触れた。

　ハムスターでも撫なでるように、眉毛をサワサワと撫であげていく。こちょばゆい。眉毛の下、まぶたの盛り上がりが始まる場所を触れられると、なんとも言えない心地に変な声が出そうになった。目前の月形さんは真剣そのもの。「アハンうふん」なんて言ってる場合ではない。

　彼女はたっぷり十分かけて、俺の髪の生え際から額の広がり、眉の形状を描ききった。

　次は目元。












　月つき形がたさんの細い指がより一層繊細に動く。まなじりや目頭には柔らかい指が一ひと際きわ優しく這はわされた。俺の脳はどっかの機能がイカれたのか、顔を触れられてる状況が続いても、その刺激に対して免疫ができる気配は全くなかった。心臓自重しろってくらいドキドキがずっと止まらない。

　こめかみをツンツンと押され、円を描くように頬ほお骨ぼねをスルスルと撫なでられ、短いもみあげをキュッと引っ張られ、鼻び梁りようをムギュッと捕まれ、鼻の頭をチョンチョンと押される。この直後、好きな人の指が鼻の穴付近をペタペタするのだが、俺は耐えた。

　すべては彼女に絵を描いてもらうため。

　だから鼻の穴にズボッと二本の指が入れられたときも、歯を食いしばって悲鳴を押し殺した。なのに──

「ゲゲッ！　なんか粘液が引っ付いたわ！」

　そう言って月形さんは俺の鼻の穴にＩＮした指を俺の口にＩＮした。

「はにふんはなにすんだぁー!?」

「あぁん、コラ人の指をアムアムしながら話さないで馬ば鹿か」

　ナニ感じてんだ馬鹿！　指つっこんだ馬鹿はお前さんだろ！




　月形さんが指をティッシュで拭ぬぐう短い休憩のあと、彼女は俺の顔を両手で包み、輪郭線を調べ始めた。

　その過程で月形さんの手が俺の耳に到達する。「耳って形状が複雑だわ」とボヤきながらも、月形さんは俺の耳を丁寧にスケッチブックに描き残していった。

　ここまでで優に一時間は経たっていた。

　最後に残るのは口元だった。月形さんは恨みがましい目を向ける。

「今度はアムアムしないでね」

　ケッ。今度鼻の穴経由で口に指つっこんできたら、レロレロしてやる。

「長らく腕を伸ばしていてダルくなっちゃったわ。腕を曲げたほうが楽かもしれないわね」

　肘が曲げられた分、二人の身体からだが近づいた。

　もともと眼前にあった月形さんの顔が焦点が合わなくなるほど近くなる。

　細い指が俺の唇に伸びてきて、月形さんの甘い吐息が鼻先にかかる。

　こんなに彼女をそばに感じるのは──あのときのキス以来だ。

　不意に蘇よみがえったキスの記憶は、頭ん中に綿菓子を詰め込まれたみたいに俺をボンヤリとさせて、心臓がせっせと脈打つだけの生き物に変えた。

　でも大丈夫。俺はただドキドキだけしていればいい。

　小粋なトークも必要ない。彼女に顔を触られていることが今の俺の役目だ。




　十分後。

「ふぅー」と息をつくと、真剣さを帯びていた月形さんの瞳ひとみが柔らかくなった。彼女は鉛筆を筆入れにしまう。俺は待ちきれなくなって言った。

「描き終わったんですか？」

「ええ、終わってる」

　今度の「終わってる」は達成感のこもった響きだった。

　もう彼女の指が俺の顔のどこにも触れてない名残惜しさを振り払うように言った。

「月つき形がたさんお疲れ様です！」

「玉たま木きくんもお疲れ様。私これほどまでに長い時間、人の顔に触れたことはなかったわ」

「俺もこんな長時間、顔を触られたことないっす」

　美術室の時計は、もうすぐ五時だった。帰宅部の俺が学校には滅めつ多たにいない時間だ。

「この完成した課題、先生のもとに届けなくてはね」

「じゃあ俺が二人分持ってきます」

　どうして一人で行きたがるの？　月形さんの瞳ひとみがそう語っていた。

「こんな放課後の遅めの時間に俺と月形さんが一緒に歩いてたら……。その、変な噂うわさとか立てられるかもしれないですし」

　俺自身だけのことなら、噂を立てられても一向にかまわないんだけど……。

「フフッ。さすが『月形嬉き々きの恋の応援総大将』またの名を『しもべ』と呼ばれる男。素晴らしい心こころ配くばりよ。そうしたら課題の提出はお願いするわね。私は、放課後に予期せぬ誰かから話しかけられてもつまらないから、可及的速やかに校外に出るわ。さようなら」

「お気をつけてお帰りくださいませ、ご主人様」




　二人分のスケッチブックを持って、俺は一人、職員室に向かっていた。

　さっきまで月形さんの細く柔らかな指が、俺の顔に触れまくったんだなー。

　楽しい回想に、思わず放課後の無人の廊下でスキップしてしまう。

　そんな間抜けな俺だからコロッと忘れていた。我がビジュアルの劇的変化を。

　だから──

「玉木クゥーンの頭ぁああああ!?」

　職員室に入るなり、すぐそばにいた担任の脱だつ先せんに悲鳴をあげられた。

　うわっ、しまった！

　そりゃ昼休みに早退していった黒髪の生徒が放課後に金髪になっていたら、担任としては悲鳴の一つもあげたくなるだろう。

　どうすりゃいいんだ！　なんて説明すればいいんだ!?

　言い訳すら浮かばねえ。なにも言えない俺を見つめる脱先の表情に──なぜだろう、同情するような色が混ざり始めた。

「……玉木クゥン、可哀かわい想そうに……」

　どういうことだろう？　イメチェンが失敗して「可哀想に」という意味だろうか。怒られると身構えていた俺には意味が全然わからない。

　脱だつ先せんはイスに座りながら、声を震わせて言う。

「余命一週間だったストレスが玉たま木きクンの身体からだを蝕むしばんで……。髪の毛は、その悪影響なのね？」

「へ？」

「精神的ショックで髪が一晩で真っ白になるって聞いたことあるけどぉ、晩じゃなくて日中の間に真っ白になるなんて……。あぁ可哀かわい想そうに」

　こ、これ真っ白っていうより真っ金金じゃないですか……？

　いやいやいや！　俺から指摘して自分の首を絞めることもあるまい。

　なにせ今、奇跡が起きてるんだ！　担任が俺の金髪を精神的ショックによるものだと思いこんでいる。精神的ショックで頭が金髪になるのは、クリリンを喪うしなったサイヤ人以外にはいないと思うのだが、とにかく余命一週間の誤診様々だ。

　この奇跡に乗っかるしかねえ！

「……は、はい。すごく精神的にショックなこと、あったので……」

　嘘うそはついてないつもりだ。余命宣告。好きな人には他ほかに好きな人がいた。好きな人からしもべ扱い。最近の俺は精神的ショック連発祭りだ。

「玉木クンの心の傷、先生はわかっていたいよ……。玉木クンはその髪の毛、どうしたいって考えているのかな？」

「あ、そうですねー」

　金髪のままでいられたら、月つき形がたさんは俺を個人識別してくれる。

「余命一週間が誤診だったとわかったとき、俺思ったんです。親からもらったこの健康な身体をこれからは大事にしていこうって。だから髪を染めるみたいな行為は、親からもらった身体を汚けがしてしまうようで……嫌です」

　口にしながら、これは無む茶ちやな理屈だぞ、と頭を抱えたくなったがなんとか最後まで言いきれた。

　脱先の反応が気になる！　我が担任は、肉付きのいい身体を自分で抱きしめて言う。

「アタシ思うのぉ。教え子に伊だ達て政まさ宗むねと夏か候こう惇とんの目の傷は逆なのよってわかってもらう前に、アタシがまず教え子のことわかってあげたいって」

「は、はい」

　なんだこの話？

「アタシ生活指導も受け持ってるから心配無用よぉ。玉木クンの髪のことはだーれにもなーんにも言わせないからっ。そのままの髪で学校生活を送っても大丈夫だからね」

　脱先が生活指導だったとはたまげたが、なにより金髪を容認してもらえたことにぶったまげた。

　これで俺は明日あしたからも月形さんが個人識別できる存在でいられる！

「ありがとうございます！」

　腰を90度に折って頭を下げると、脱先は早退して美容室でカラーリングした生徒の頭を、とても優しく撫なでてくれた。

「黒くなーれ、黒に戻ーれ、黒よ蘇よみがえーれ。……安心して。もしね、変なあだ名をつけられたら、先生が守ってあげるからぁ」

「変なあだ名……？」

「金髪の玉たま木きクン……これじゃあ『き○たま』になっちゃうでしょ？」

　……その発想はなかったぜ！

　職員室にチラホラ残ってた先生方が一斉にこっちを向いた気がする。そりゃ二十八歳のむっちむちの女教師が男子生徒との会話で「き○たま」と言っていれば、何事だ、と思うだろう。脱だつ先せんは他ほかの先生からの視線も気づかず、上目遣いに言う。

「玉木クンは、『き○たま』とイジられるのは嫌でしょ？」

「と」を「を」に聞き間違えたら、卑ひ猥わい過ぎるフレーズだ！

　脱先の発言に頭がクラクラしてきたが、俺はよろめいてる場合じゃなかった。

　これ以上、生活指導担当に職員室で「き○たま」と言わせるわけにはいかない。脱先が生活指導担当の任を解かれる事態になったら、俺の金髪は校則違反から逃れられまい！

　俺は二人分のスケッチブックを脱先に差し出した。

「先生これをお願いできますか。どうやら美術の先生いないみたいなんで」

「美術の課題？　はーい、いいよぉ。美術ティーチャーちょっと今、席を外してるだけだと思うから、あとで確実に渡しておくね」

　スケッチブックを大きな胸に押しつけるように抱え、脱先はＶサインを見せる。

　なんとか話題が『き○たま』から逸それたし、職員室に用事はなくなった。

　出て行こうとすると、脱先が言う。

「きんた──玉木クゥン」

　この担任、俺をき○たま呼ばわりする寸前じゃねえか！

「このスケッチブックって、玉木クンと月つき形がたサンのよね。……二人の描いた絵、センセー見たいなぁー」

　普通だったら月形さんの許可なく勝手なことはしたくないのだが、普通じゃないほど月形さんが頑張って描いた絵を、俺は誰かに早く見せたい気分だった。

　だから、ついさっき描き上がったばかりの二枚の絵を脱先に見せた。

　脱先は、俺が描いた月形さんの絵を見て「うんうん」と噛かみしめるように頷うなずき、月形さんが描いた俺の絵を見ると「うん？」と目を見張った。

「……月形サンって、もの凄すごく絵がウマいのねー。これ玉木クンそっくり！」

　俺は内心でガッツポーズを決めた。月形さん、やったね！












　　第六章　　ぼったくりvsボランティア









　その日の夜。オカンは突如金髪になった息子を叱ることはなかった。

　余命一週間から脱した直後に、イメチェンをする息子の「人生への前向きな姿勢」を認めているようですらあった。

「アンタは生きていればいい。人は見た目じゃないんだから、やりたいようにやんな」

　チョコ色の筋きん肉にく聖せい母ぼに言われると、なんとも説得力のある言葉だった。

　夕食後、ボディビル仲間の整体の予約があるオカンと別れて、俺は自室に引っ込んだ。

　靜しず香かとの交換日記には、今日はなにを書くか悩んだ。

　金髪については日記で伝えることじゃない気がしたからだ。とりあえず美容室で読んだ雑誌の今週の星座占いの結果（俺と靜香と志し村むらと庵あん藤どうは皆同じ星座だ！）と、伊だ達て政まさ宗むねと夏か候こう惇とんの目の傷は逆だぞってことを書いて、隣の若わか芽め家のポストまで投とう函かんしに行った。

　自室に戻ってからは、ケータイを手にした。

　今晩電話をしようと思っていたのだ。相手は志村。

　月つき形がたさんは志村を想おもっていて、志村が別の女性を想っている。

　志村のその想いの強さはどれほどのものなのか、聞かせてもらいたかった。




「あれはよ、オレがガキん頃だ、テレビで活躍してた天才子役琴こと葉は野の海うみに憧れて芝居に目覚めた。そっからは小学は児童劇団、中高は演劇部と役者畑を歩いている。オレはよ、芝居してるとき身体からだ中じゆうの毛穴が開くような、そんな気分を味わうんだ。でよ、色いろ鳥どりいろり様に出会ったとき、全身の毛穴がパッと開いたんだ。衝撃的な一ひと目め惚ぼれよ、それでわかっちまったんだ」

「皮膚科に診察しに行くべきだってことか？」

「ちげーよ。オレは芝居といろり様を本能レベルで愛してる男なんだってな。だってそうだろ、毛穴って本能だろ？」

　確かに理性で毛穴は開かない気がするが……。

　毛穴の反応に、なにも導かれたことがない俺には少し難しい話だった。気を取り直して、この電話で最も重要な質問をした。

　それは、色鳥さん以外の美少女からアプローチを受けたらどうするかってこと。

　志村の反応はこうだ。

「そいつは最高だぜ、オレはスパッとお断りさせてもらう。よその美少女を全く相手にしねえところを色鳥いろり様にお見せできた暁には、彼女へのオレの一途な想いを証明できる形にもなるし、志村誉ほまれはどこぞの美少女から好意のお墨付きをもらえるような男だってアピールもできるときたもんだ。ハハハ」

　豪快に笑う志し村むらの声を聞きながら、俺は電話口で頭を抱えたくなった。

　月つき形がたさんの志村への好意を、色いろ鳥どりさんへのアピールの一環に利用されては堪たまらない。

「なあ、志村が色鳥さん以外の子を好きになる可能性って……未来永えい劫ごうないのか？」

「オレはよ、色鳥いろり様に毛穴がパッと開いたんだ」

「それはさっき聞いたよ。皮膚科に行かなくて本当に大丈夫か？」

「色鳥いろり様以外の女に、毛穴がパッと開く自分ってのは、ちっとも考えつかねえな」

「毛穴の感覚をいったんおけよ。なんとかさ、他ほかの人を好きになる可能性があるのか考えてみてくれよ」

「そうだなー」

「うんうん」

「オレがよ、色鳥いろり様に釣り合う男になったって自信を持ててよ、告白する勇気を持ててよ、そんで告白して──想像するだけで最悪だが玉砕しちまってよ、そうなったらオレはストーカーみてえなみっともねえやつに成り下がって彼女を困らせる気なんて毛頭ねえからスッパリ諦めてよ……そんで、なんだかなー、いろり様に告白したときに履いていた靴も古びて、新しい靴を買い換えるような頃にはよ、もしかしたら他の人との恋愛も一歩踏み出せるようになれるのかもしんねえなあ」

「おおっ、そっか、なんか壮大なスケールで教えてくれてありがと」

　俺は今この瞬間、心に強めた。

　志村が自分のことを「色鳥さんに釣り合う男」と自己評価でき、告白する勇気を持てるようにサポートしていこう、と。

　そして、さっさと告白してもらって、とっとと玉砕してもらおう。志村を次の恋愛に一歩踏み出させるために。

　──それが月形さんのためになる……。

　生まれてきてよかった、と俺に思わせてくれた月形さんには、生まれてきてよかったといっぱい思ってもらいたい。だから俺は月形さんのためになることを、ただひたすらにしていけばいいんだよな……きっと。おそらく。たぶん。

　志村のサポートをするためには、まず志村の好きな相手について知らないといけない。

　前に聞かせてもらった話だと、志村にとっては色鳥いろりさんは唯一異性だと認識する女子そんざいで、だから学校の女子達たちを男の娘こと思い込み、誰とでも自然体で話せるのに、色鳥さんとは全くと言っていいほど会話ができないでいる。そんな感じだったな。

　電話の最後に志村から「色鳥いろり様は来月誕生日みてえなんだ。そんでちょいとした贈り物がしたくてよ。参考にしてえから、なにが好きでなにが嫌いかリサーチしてくれねえかな」と頼まれた。

　俺は「オッケーだ」と即答した。

　まさか自分の恋の早期玉砕を望んでる男に、好きな人のリサーチを頼んだとは思ってなかろうに。志し村むらは「ありがてえよー！」と、すごく喜んでいた。本当すまないな志村。

　というわけで俺は明日あした、志村誉ほまれにとって唯一無二の異性に初接触する予定だ。




　翌日。

　金髪でのスクールデイズ初日。

　俺は転校生にでもなった気分で登校した。

　質問責めに遭い、一緒に写メ撮ろうと迫せまられ、気づけば一気に人気者街道をばく進しちゃうのかも──なんて夢を少しは見たりもしたが……。

　現実は、金髪にしたくらいではハイスクールドリームを手にできなかった。

　たぶん、もともとなかなかの人気者が金髪にしてきたら、かなりの人気者にステップアップできたんだろうが、至って普通な男子ポジションのやつがある日突然金髪になんかしたら、やりすぎちゃったイメチェンを見せつけられた白々しい気持ちにさせてしまうようだ。

　朝のホームルーム前。

　席に着くなり、よそのクラスのやつらが廊下からこちらをガンガンに見ているのを感じた。動物園のパンダの気分だ。

「あの人どうしちゃったの？」「転校生？」「いや前からいたよ。地味な感じに生息してたし」「グレたの？」「おしゃれのつもりかなー？」「高校デビュー？　でも高二だよね」

　廊下から聞こえてきた声に今日も早退したい気分になったが、今日は色いろ鳥どりさんのリサーチを予定してる。帰るわけにはいかない。




「おわぁあ!?　たまらんなにごとだよその頭はよ！　こんな思い切りのいい校則破り見たことねえぜ」

「うひゃー!?　……た、たまらん君。昨日きのううちの姉ちゃんが『たまらんクンが大冒険しちゃったよ』って謎の発言してたけど……。そのヘアーは紛まぎれもない大冒険だよ」

「どえええ!?　たまらんちの髪!?　まさかボクが次の世界選手権で金メダル取れるよう願掛けをしてくだすった!?」

　生まれてきてよかった会の三人は教室に入ってくるなり、俺のまわりに集まってきた。

　月つき形がたさんが先天性人面石コロ症だということは、志村と庵あん藤どうと靜しず香かにも秘密だった。

　だから、金髪の理わ由けを言えない俺は、三人にこう告げた。

「のっぴきならない事情があって、こうなったんだ。水臭くてすまないが今は詮索をしないでくれ。それと靜香、世界選手権応援してる。是非別の願掛けをさせてもらうよ」

　そんな説明で三人は納得の反応をくれる。全くもって感謝だ。

　そして、俺の金髪でいつもよりざわついた教室に、担任の篠しの宮みや先生がやってきた。

　朝のホームルームで脱だつ先せんは言う。

「みんなに話しておきたいことがあります。実は玉たま木き走そう太たクンは、この前の春休み初日に余命一週間と宣告されて、リアルヘブンに召されるかもしれないという恐怖の半月を過ごしたのち、余命一週間ではなかったと判明するという──誤診の被害者なのぉ！　だからね、心労により突如髪の色が抜け落ちちゃったの。みんな、そんな玉たま木きクンを優しくしてあげてね。くれぐれも変なあだ名をつけちゃダメだからね」

　脱だつ先せんありがとう。

　心労で頭が金髪になる。そんな現象をみんなが信じてくれたかわからなかったが、生徒を思いやる脱先の気持ちはよくわかったよ。




　昼休みになった。

　さあ行動開始だ。俺は教室を出た。

　前に志し村むらから教わった情報によると、色いろ鳥どりさんはもともと働いていた購買のおばちゃんのピンチヒッターで、すごい商才があって、売り上げをガツンと伸ばした「購買の悪魔」の称号を持つ女の子だったな。

　友人の好きな子に会いに行くっていうのは初めてで、ちょっと緊張してきた。

　初めてといえば、普段の俺は弁当オンリーだったから昼休み限定で営業してる遠とお音おと高校の購買には行ったことがなかった。

　昇降口前のロビーの端にキオスク規模の店舗がある。それが購買だ。

　昼休みになったばかりで、客である生徒が群がっていた。

　商品に囲まれた二畳もなさそうなスペースでは、一人の女の子が忙しく動き回っている。

　あれが……色鳥いろりさんか。

　俺は少し離れたところに立って、彼女を眺めることにした。

　二人体制のほうがいいんじゃないのかな、一人じゃ大変だよな？

　そんな心配は彼女の働きっぷりを見ていると──

「うわぁー……すごっ」

　ものの数分で不要だとわかった。

　色鳥さんは、生徒がくると注文される前に後ろの棚から商品を出して売りさばいていたのだ。どうやら常連客が「いつもの」と言う前に、いつもの品が出てくる店のようだ。

「すみません知恵の輪って置いてますかー？」

　そんなの購買にはないだろっていう注文の声が聞こえたが……。

　それに対して色鳥さんは一言。

「ありんすよ」

　そして、彼女は後ろの棚から素早く知恵の輪を取り出して言う。

「お客さん、知恵の輪は難易度別に七種類あるけど、どれにしとく？」




　昼休みも半分が経過して、購買への人の波も一段落。

　俺は凄すご腕うでの販売員のもとに行った。

　ポテチを買ってホクホク顔の客越しに、腰の高さの仕切台向こうの色いろ鳥どりさんと目が合う。すると、彼女は俺にクルッと背を向けて屈かがんだ。

　女性に声をかけるときは珠玉の二択からセリフを悩む男である俺だが、今回は相手が購買の販売員、悩みようがない。自信を持って言った。

「もうかってまっか」

　すると、屈んで棚を漁あさっていた彼女がなにかを取り出して、それを俺の前の仕切台にバンッと置いた。

　俺はその書籍のタイトルを読み上げた。

「『墓地墓地ですね』……なんだこれ？」

「キミ、余命一週間なんだってね。墓地について知るのは損じゃないでしょ？」

「元余命一週間だ。墓地について知るのは損だよ。この本の代金──八百円分の損だ」

「そちらの本は千円になっております」

　俺は裏表紙に印字された定価をもう一度確認した。間違いなく八百円だった。どっから二百円が来た？　俺の謎を目の前の販売員が解いてくれる。

「ブックカバーをかけるサービス料が含まれています」

「カバーに金取る!?」

　そうだった。ここはぼったくり商売の巣窟だったな。

「購買と生活指導の先生がコラボした特製のカバーなんだよ」












「生活指導……？　それって脱だつ先せんか？」

「そっ。カバー裏には、篠しの宮みや先生による学生恋愛のススメが載ってるの。しかもブックカバー一つ一つ書いてあることが違うから、何枚でも欲しくなっちゃう代物でしょ？」

「ちょっと気になるな。学生恋愛のススメ、試しに一つ見たいんだが」

「ダメダメ。ブックカバーの裏地は袋とじになってるから」

「袋とじって、構造すごいな！」

　冗談で買ってみたいところだが、冗談で二百円は使えない。二十円だったらなぁ。

　ふと気づくと、俺を見る色いろ鳥どりさんの顔に怪け訝げんの色が混じっていた。

「……ねえキミ、ワタシと最近どっかで会ってない？」

「え？　いやいや、ないでしょ」

　色鳥さんの顔は「可愛かわいらしさ」と「綺き麗れいさ」が半分ずつ同居してるような感じだった。印象に残りやすい顔だ。最近どころか、近年の記憶をすべてひっくり返しても、会ったことなんてないと言い切れる。

　くりんとした瞳ひとみでジーッと俺の顔を見つめたまま色鳥さんは、「会ったことある気するんだけどなー」と漏らしていたが、

「将棋の駒の『歩』一個ある？」

　横合いから来た客の注文の声で、商売人に戻った。

「ありんすよ。一個三百円」

「くぅ、それなら消しゴムに『歩』って書いて代用したほうが安上がりだな」

「それは名案だね。消しゴムは一個二百円だよ。今なら特別に手間賃百円で表に『歩』と裏に『と金』って描くけど、どお？」

「くそっ。仕方ねえ、描いてくれ──じゃなくて駒を売りやがれ」

　客は三百円払って、将棋の駒をゲットしていった。色鳥さんは客の背中を見て言った。

「あのお客さん、ダイナミック将棋崩しするから、よく無くすんだよね。『歩』の売り上げ目標を上方修正しておこっかな」

　まさか将棋の駒にも売り上げ目標があったとはな。

　お手て透すきになった販売員に言った。

「この購買って、なんでもあるんだな」

「なんでもはないよ。学校の購買なんて客層が決まりきってるでしょ？　近所のおじいちゃんがフラッと買い物にはこないし。だから、お客さん達たちが欲しがりそうなものだけを狙って仕入れているだけ」

「狙って仕入れられるのがすごい気がするよ」

　そのとき、化学教師がやってきて「三角フラスコ割っちゃってさ」と色鳥さんに愚痴りだしたと思ったら、それは愚痴じゃなくて注文だった。

「今ならメスシリンダーとセットだと定価で売れるけど、どうします？」

「エッ!?　定価で買えるの？」

　この購買では定価で買えるのは大安売りのたぐいらしい。化学教師はホクホク顔でセット商品を買っていった。

　まさか実験道具を購買から買ってたとは知らなかった。

　俺は志し村むらのために色いろ鳥どりいろりのリサーチに来ていたが、今のところの彼女がぼったくりの凄すご腕うで販売員ということの裏付けが取れただけだ。

　俺は慣れ慣れしい客のフリをして、質問をした。

「客から目当ての商品があるか？って質問されたら、ありんすよって返すよね。なんで花魁おいらんみたいな言葉を使うの？」

「単純に『あるよ』って言いたくないだけ。なに注文しても『あるよ』っていって商品だしたら、なんか昔の人気ドラマの真ま似ねしてるみたいだし。それに廓くるわ言こと葉ばを使う子ってこの学校にいないし」

　色鳥さんはくりんとした瞳ひとみに強い光を宿して、続けた。

「ワタシね、真似するのって大嫌いなの。真似されるのも大嫌いでありんす」




　そのあと立て続けに客がきて、俺と色鳥さんの会話が中断した。

　制服のボタン。ノンアルコールカクテル。期末テストの過去問集。

　本当にいろんなものが売れていく。

　客達たちは望んで買い物にきて、商品を泣き笑いのような表情で買っていく。そんな顔になるのも無理ない。全品定価の三割五割増しなのだ。

　ときに「もってけドロボー」と言いながら代金を置いていく客もいる。

　もってけドロボーって普通売る側が言う言葉だよな。

　ちなみにドロボー呼ばわりされた色鳥さんは、そんな客に「まいどあり神様」と笑顔を見せる。なるほどこの購買にはドロボーと神様がいるようだ。

　ぼったくりの購買か。それでも必要に迫せまられたら、買うしかないよな。遊園地にある自販機みたいなもの。喉がカラカラに乾いたら、二百円でもジュースを買うみたいな。しかもここは、謎の品ぞろえの良さで、欲しいものは「ありんすよ」の一言で嘘うそみたいになんでも出てくる。

　客が一通りはけたあと、俺は色鳥さんに聞いてみた。

「なんでもっと良心価格というか、せめて定価で売らないんだ？　そうしたら、もっと客から感謝されるっていうか、もっと親しまれる購買になると思うけど」

　色鳥さんは棚の商品を補充しながら言った。

「ワタシは別にみんなから感謝されたり、親しまれるの望んでないから。できればもっと嫌われたいの。こんなにぼったくってるのに、クレームなんて滅めつ多たにないし、お客様って神様だよね」

「ぼられても怒らない神様か……」

　客に嫌われたい販売員か。なんだろうね、それ。

　補充が終わった色いろ鳥どりさんは仕切台に突つっ伏ぷして、俺の顔をニヤニヤと眺め始めた。

「それよりさー、もしかしてキミ、ワタシのコト好きなの？」

「なっ!?　いきなりなに言うんだよ！」

「だって、なんの買い物もしてないのにずっとここにいるし。知ってるよ、昼休み始まってすぐ、ロビーの端からコッチ見てたよね」

　まさかあなたのことが好きな男がいて、そいつのためにあなたの情報を得ようとしてましたとは言えない。

「いや、その、なんていうか、だから」

　情けないほどテンパる俺に、制服の上からエプロンをした色鳥さんは、エプロンの肩かた紐ひもをわざとずらして言う。

「ワタシが欲しいの？　ダメだよ、いろりは非売品だから。でも双眼鏡ならありんすよ」

「なぜに双眼鏡……？」

「愛いとしいワタシのことを遠目からでもバッチリ見れるよ」

「なにストーキングのパワーアップアイテムを売ろうとしてんだ。いや、俺はストーカーじゃない！　ただの客だ」

「お客さんなら、なにか買っていかないの？」

「まあ、今日はウィンドーショッピングっていうか」

「アハハッ。購買にウィンドーショッピング来た人って初めて」

　色鳥さんのくりんとした瞳ひとみに楽しげな光が揺れる。

「初めてといえば、学校で金髪の人初めて見た」

　今日一日、目立ちに目立ちまくってる俺の金髪だった。

　俺は残念ながら金髪ヘアーが似合うイケメンフェイスじゃない。髪について色鳥さんからネガティブな感想を言われるまえに、俺は自嘲して言った。

「似合ってないでしょ？　ここって髪色戻し的なブリーチ剤もあるかな？」

　黒髪に戻すつもりなんてなかったから、あくまで冗談のつもりでそう言ったんだが──色鳥さんの顔がなぜかふてくされたようになった。

「一種類だけありんすよ。イカ墨パワーナチュラル黒髪もどし。お値段は一万とんで七百円──のところを、今回お値段きりよく、一万一千円でどうだ」

「きりよくするために値段あげてどうすんだよ！」

「じゃあ、特別に一万円でいいよ。まいどありー」

「買わねえよ！　いくら悪名高い購買でもぼりすぎだろ。足元見すぎだ。いや、足元すら見えてない。へっ、俺の財布にはな、現在四百八十円しか入ってないんだからな」

　なぜ俺は自分の寂しい懐事情を胸張って報告してるんだろうか。

　色鳥さんは責めるような視線で言う。

「ソッチは、自分の頭が見えてないじゃん」

「ん？」

「その頭とってもいいよ。金髪なんて、誰も真ま似ねしようと思わない。キミすごくおもしろいよ。その金髪がキミの個性だと思わない？」

　思ってるよ。だって俺は金髪にしないと、好きな人から識別してもらえない『石ころ中の石ころフェイス』なんだ。

「ああ。この金髪を黒髪にしたら、俺なんか没個性の中に埋もれちまうから」

「キミがどういう理由で金髪にしようとしたかわかんないけど……。頭を金色にしようとしたキミのハートだけは、黒髪に戻ったとしても全然没個性じゃないと思うよ。だって普通おしゃれのためでも金髪で登校する人なんていないし。しかも生活指導の先生的にその『金髪は有り』にしたんでしょ。キミすごいよ。金髪をそのままでいてくれたら……」

　色いろ鳥どりさんは仕切り台に上体を乗り出して、俺に耳元で言った。

「他ほかのお客さんに内緒で、購買の品いつでも全品一割引きにしてあげる」

　嬉うれしくねえー！

　だって一割引きでも、ぼられていることには違いないんだ。




　昼休みは残り五分を切った。

　二千円札に両替してくださいという客がきて、色鳥さんは「任せておくれやす」と両替を行った。手数料は取らないらしいが、両替するためには三百円以上の買い物をしないとダメらしい。二千円札の客は「なんでもいいんで早くお願いします」と言うから、色鳥さんは将棋の「歩」をつけた。

　一日で「歩」が二つも売り捌さばける奇跡を見届けて、俺は言った。

「そろそろ帰るよ」

「購買への初ウィンドーショッピング記念になにか買ってかない？」

「なんだその皆勤賞記念に卒業式は休むみたいな話」

「サラダだったら、タイムセールで良心価格にするよ」

　奥の棚を見ると、透明のプラスチック容器に入れられたサラダが一つだけポツンと残っていた。

「売れ残り？」

「いつもサラダを買ってくれるリアル草食男子くんが、今日は珍しくこなかったから」

「へぇーリアル草食男子くんね。この学校にはそんなやつがいるんだな」

「ワタシにはすごい無口のお客さんなんだけど……。学校では、べらんめえ口調のひょうきん者で有名な人なんだよね」

「え？」

　べらんめえ口調のひょうきん者で有名なやつ……そんなの志し村むらしかいない！

　志村よ、好きな人のいる購買でサラダを無言で買い続けるって、どんなアピールだよ？

　まさか陰でリアル草食男子くんと呼ばれることがお望みだったわけではあるまい。




　ぼられ続ける人とぼり続ける人の姿を見続けて、昼休みは終わった。

　結局、俺はサラダを買って帰った。

　レタスにミニトマトとコーンがパラパラ。これで四百五十円（金髪の一割引適用済み）。どこがタイムセールの良心価格なんだ。日頃、志し村むらがこれをいくらで買っているか気になった。ちなみにこれで俺の財布の中身は三十円になった。

　五時限目終わりの休み時間。購買の悪魔にそもそも接触した目的である「色いろ鳥どりいろりはなにが好きでなにが嫌いか」のリサーチ結果を、志村に伝えた。

「色鳥さんが好きなのは、ぼったくることだ」

「ちげーねえや、それは薄々気づいちゃいたぜ。で、いろり様はなにが嫌いなんだ？」

「客から感謝されることと親しまれることっぽいぞ」

「そりゃどういうこった。悪徳商人の鑑かがみみてえじゃねえか」

「悪徳商人の鑑なんだと思う」

「……たまらん、引き続きリサーチをお願いできっか？　いろり様のことがまだちっともわかんねえ」

「ああ、了解だ。俺がリサーチ終えないと、志村がサラダ買いにこれなくなるもんな」

　俺は机の上にサラダのパックを出した。

「たまらんこいつは!?　買ったのか八百円で！」

　タイムセールじゃなかったら八百円だったのかよ！

　で、俺はそれから……。

　自分は今だけおいしいものを食べられたら良いと考える刹せつ那な的な生き方をしている若者ではなく、将来の健康維持のため、長期的な自制のできる人間なんですというアピールをするため、毎日サラダを買いもとめていた男の話を聞いた。

　随分まわりくどいアピールもあったものだ……。

　そして志村が今日サラダを買いにこなかった理由は、色鳥さんの前で緊張する自分を俺に見せたくなかったらしい。まあこれは大方予想していた通りだ。

　平日はぼったくりサラダを食べないと調子が悪いという志村に、俺はサラダを売ることにした。買い値と同じ四百五十円で転売したら、志村にめちゃくちゃ感謝された。

　ものを売って人に感謝されるのって気持ちいい。

　なんで色鳥さんはそれを嫌がるんだろう？




　放課後。

　月つき形がたさんが風のように教室をあとにして、志村は演劇部の活動、靜しず香かは柔道の稽古。

　俺は、今日は日サロの店番がないという庵あん藤どうと下校を始めた。

　シルバーのリングやチョーカーを装備したイケてるヘアースタイルの褐色男と、金髪野郎が一緒に歩いている。遠目には十分、文化活動不足生命体ＤＱＮ系の二人組だが、その俺達たちがしてる会話というのが……。

「そっか、たまらん君は耳みみ掻かきＣＤは聴いたことないんだね。とろけるような幼女ボイスが、耳元で囁ささやいてゴチョゴチョしてくれるんだよ。『おっきいのがとれまちゅたよエヘヘ』って。イヤホンしたままエンドレスで流して、鼓膜を幸せに揺らしながら就寝するのが最近の安眠法なんだー」

「すごいなそれ。幼女バージョン以外もあるのか？」

「ドＳ耳鼻科医朱あけ美みバージョンっていうのも持ってるんだけど……。終始『中耳炎野郎』って罵ののしってくるから、眠るときには向かなくてさ」

「すごいなそれ」

　なんのときに向いているか気になるところだ。




　庵あん藤どうとアニメのタイトル古今東西を始めたら、いつの間にか駅に着いた。

　三桁けたを越えるタイトルのアニメをいい合って、ひとまず引き分けということで決着したが、俺的には完全に敗北の気分だった。

　なにせ庵藤ときたら「闇雲に挙げてったら、どれをいったかわかんなくなりそうだから、僕ぼくはまずロボットアニメからいくね」と一人勝手に縛りプレイにして、ロボットアニメのタイトルだけを駅に着くまで言い続けていたのだ。

　駅に着く間際の信号待ちで、他校の女子高生のグループが俺達たちを避けるように離れていった。庵藤は、見た目のせいかな？　と苦笑していたが、たぶんトーク内容のせい。




　遠とお音おと駅の改札前ロビーで庵藤が言った。

「たまらん君。久々に野良猫カフェに行かないかい？」

　遠音駅に直結してるショッピングモールには、猫耳をつけたウエイトレスのいるカフェレストランがあった。メイド喫茶のように「おかえりなさいご主人様」と出迎えてはくれないし、オムライスにケチャップで字も描いてくれない。ウエイトレスのお姉さん方は愛あい想そのかけらもないが、ただ味だけは抜群の軽食を提供してくれる。ちなみに愛想がないのは、あくまで店のコンセプトが「野良猫」だからだ。野良猫はそっけない。人になつくことがない。それがウエイトレスの接客姿勢に徹底されている。すごい店だ。俺達の間では聖地と呼んでいた。

「聖地に行きたいけど……。今ちょっと金欠でさ」

　俺の財布には四百八十円しかなかった。

「明日あしたは小遣い日なんだけどさ、この髪を庵あん姉ねえにツケでやってもらったから。その支払いに行きたいし……当分金欠だぜ」

　俺がそう言うと、庵藤はシルバーのウォレットチェーンにつながれた尻ポケットの財布を引き抜いて、中身を確認し始める。

「あのー、たまらん君……。そのツケを肩代わりさせてもらえないかな？」

「どうしたんだ。俺は庵藤が欲しがる抱き枕カバーは持ってないぜ」

「僕ぼくは抱き枕カバーだけは中古で求めない男だよ。ってそんな話じゃなくて。ツケを払う代わりに……たまらん君が、欲しいんだよ」

「はい!?　お、俺が欲しい……？」

　遠とお音おと駅のロビーでは、発着時刻を知らせる電光掲示板の電子音が響いていた。平日の夕方。学生風ふうも会社員風もどこか気の抜けた表情で行き交ってる。褐色男と金髪男のあいだにだけ、緊迫感をはらんだおかしな空気が立ちこめていた。それに気づいた庵あん藤どうは指揮者のように手を振って、慌てだした。

「ああっ違う違うよ。変な意味はないよ。たまらん君の協力が欲しいってことなんだ」

「なんちゅう紛まぎらわしい短縮の仕方！　それはもはや故意だろ」

「ウン、恋なんだ」

　なぬ？

「……今日僕の恋の応援を、たまらん君に是非ともしてほしいんだ」

　庵藤が祈りでも捧ささげるように両手を胸に当てた。照れたときの庵藤の癖だ。彼の肌が褐色でなければ、赤らめた顔が拝めたことだろう。

「たまらん君がさ、このまえ僕に協力してくれるって……言ってくれたこと。ホントにしてもらっちゃってもいいのかな？」

　──庵藤が何色の肌の女子とも普通に会話できる男になれるよう、協力させてもらうよ。

　一昨日おととい、俺はそう言っていた。

　着ぐるみボランティアサークルの愛称カエルちゃんが、着ぐるみを脱いだ姿になっても、庵藤が話せるようになるために──俺にできることをするつもりだ。

「もちろんだ、あんまり役に立てないかもしれないが協力させてくれ」

「ありがとう！　……実はね、今夜着ぐるみボランティアサークルの自主トレ日でね」

　ボランティアサークルがするトレーニングってなんだろ？

「それでたまらん君、サークルに見学希望としてきてくれないかい？」

「え!?　えっ？　俺が見学？」

「サークルに巻き込もうとしてごめんね。その代わり美容室代くらい肩代わりさせていただきますので」

「ツケの肩代わりなんて本当にしてもらっちゃっていいのか？」

「ウン。これは僕にとっては一大事のお願いだからさ。それぐらい全然」

「そうか、ならすまないがツケの代金よろしく頼む。代わりに俺にできることならなんでもさせてくれ。ただ見学してるだけでいい、ってわけじゃないんだろ？」

「ウン。カエルちゃんがね、もうそろそろでお誕生日みたいなんだ。それで、あの、サークル仲間として、贈り物をしたいんだけどさ。カエルちゃんの好みが全然わかんなくて。調査をお願いできないかな？」

「あっ、それは同じ──」

「同じって？」

「いや、なんでもない」

　庵あん藤どうと志し村むらは仲良しだなー。まさか同じタイミングで同じような協力依頼を俺にしてくるとは……。

　にしても！　まさか友人の好きな人の調査を一日に二件もするとは思わなかった。

「あれ？　でも庵藤は、カエルちゃんと着ぐるみ越しならお喋しやべりできるんだよな？　俺なんかが見学に行って、今日からカエルちゃんと知り合って好みをアレコレ聞き出すより、庵藤がそれとなく聞いたほうがてっとり早いんじゃないか？」

　俺より十五センチ高い位置にある庵藤の顔が情けなく萎しぼみ、泣きそうな声で言う。

「実はね、たまらん君。おそれていた悲劇が起きちゃったんだよ」

「悲劇とは穏やかじゃないな。何事だよ？」

「ウン、昨日きのうの夜もね、ボランティアサークルの集まりがあったんだけど」

「活動的だな」

「それで、かねてからとても注意してたんだけど……。僕ぼくが練習スペースに入ったとき、カエルちゃんがまさに着ぐるみ脱いだところでさ、その、下着姿だったんだ」

「おおっ！　下着の色は何色だった？」

「…………純白、だよ」

　ラッキースケベイベント！

「庵藤、日頃の行いが良かったんだなー。で、悲劇ってのは？」

「それが悲劇だよ！　ちょうど背中をこっちに向けていたから、僕が見ちゃったことはバレてないと思うんだけど……。カエルちゃんの背中、すっごく綺き麗れいな色白の肌だったんだ。超ヤバすだよー」

「超ヤバすだなー……色白かぁ」

　たとえ後ろ姿であっても年頃の女の子の下着姿を見られるなんて、学生時代を代表する幸福桃色メモリアルだが、庵藤の場合はそれが悲劇になってしまう。なぜなら──

「カエルちゃんの肌が褐色じゃないって百パーセント確定しちゃったよー。もう着ぐるみ越しでも、あのきめ細かい色白の背中が頭に浮かんで、会話なんて全くできないよー！」

　大変厄介な何かをこじらせているからだ。




　美容室のツケの肩代わりだけではなく、俺は庵藤に野良猫カフェの夕飯もゴチになってしまった。

　これだけしてもらったんだから、なにがなんでもカエルちゃんの好みを暴いてみせる！

　そう意気込んで、遠とお音おと駅そばの古くも新しくもない雑居ビルに、庵藤と入っていった。

　エレベーターを待つあいだ、少し緊張してきた俺は言う。

「いきなり見学希望とか、大丈夫かな？」

「サークルの代表はたぶん若い女性なんだけど、いい人だからきっと歓迎してくれるよ」

　若い女性？　俺はそこで浮かんだ疑問を口にした。

「庵あん藤どうは肌が褐色ではないとわかった時点で女性と話せなくなってしまうのに、その代表とは話せるのか？」

　庵藤は弾はじけるような笑顔を見せた。

「バリバリ話せるよー。なんてったって代表は着ぐるみを脱がないからね。たぶんサークルの誰も着ぐるみを脱いだ代表を見たことないんじゃないかな。代表は家からすでに着ぐるみを着込んで来るからさ」

「マジかよ……」

　なんだかすごい代表が務めるサークルに、俺は今から見学に行くことになっちまったな。




　エレベーターは三階で降りた。

　エレベーターの目の前の扉には「着ぐるみボランティアサークル〈ｓｅａ〉」の看板。

　ドアノブをつかんだ庵藤が「行くよ、たまらん君」と言い、俺は頷うなずき返した。ガチャ。庵藤がドアを開け、俺はすぐうしろから続いた。

「ここがボランティアサークルの事務所だよ」

　そこは職員室を小さくしたような空間だった。

　机があり、棚があり、散らかってるとも片づいてるとも言い難にくい一室。

「たまらん君、楽にしててね」

　庵藤が手近なパイプイスを俺のために運んできてくれたとき──ガチャ。

　事務所の入り口で立ち呆ほうけていた俺のすぐ背後で、ドアが開けられる音がした。反射的に振り返ると──!?

　眼前に、デカくてモコモコしたのがいた！

「……ヒヨ、コ……？」

　俺のうしろから庵藤が元気な声をあげる。

「あっ、代表おはようございます！　今日は見学希望の方をお連れしたんですよ。そちら玉たま木き走そう太た君といって、金髪ですけど紛まぎれもない好青年でして、僕ぼくの大の友人なんです」

　このヒヨコが代表？

「歓迎致します。わたしは代表の『もざいく』。好きなだけ見学していって」

　妙にグロテスクな色使いのヒヨコの着ぐるみの中から、若い女性のあまりにも綺き麗れいな声が聞こえてきて、俺は返事が遅れた。

「……は、はい。どうもありがとうございます」

　ヒヨコボディのもざいくさん（個性的なニックネームだ！）は、恐ろしいほど狭い歩幅でペタンペタンと、事務所の奥のほうへ移動していった。

　その姿を眺めながら、ついさっき庵藤から聞いたことを思い出した。代表は家から着ぐるみを着込んで来るって話。代表の家がこの雑居ビルの隣でもない限り、あの歩行速度では長旅だなぁ。

「たまらん君、こっちに来てもらっていいかな？」

　俺は、事務所端のパーティションで仕切られた更衣室スペースに移動した。

　そこで庵あん藤どうが着ぐるみに着替える最中に、市のボランティアサークルの活動内容を軽く聞いた。比較的小さなお祭り会場や幼稚園や病院で着ぐるみを使ったパフォーマンスをするらしく、今日は各自その練習日だそうだ。

　庵藤が着替えを終えると、一緒に事務所をあとにした。

　練習スペースは事務所と同じフロアにあるという。

「平日の夜だから、まだ誰もいないかも」

　俺の隣で大容量冷蔵庫のお化けのような着ぐるみがそう漏らした。

「庵藤はこれからどんな練習するんだ？」

「僕ぼくね、小さいお子さん相手のイベント時には準備運動担当なんだ。今日はラジオ体操第一を特訓するよ」

　子供達たちもこの真っ白な着ぐるみの中から、褐色のお兄さんが出てくるとは思わないだろうなぁ。

　なんてボンヤリ考えながら、練習スペースのドアを開けた。




　学校の教室を一回り広くしたようながらんどうのスペース。

　その真ん中で、虹色の牛の着ぐるみが大玉に乗っていた。

　腰の高さぐらいまでありそうな大玉に、着ぐるみの短い足を乗せ、わずかに揺れながらバランスを保っている。

　すごいパフォーマンスだ！

　って見とれていたら…………あれ？

　あの虹色の牛、最近どっかで見た気が……。

　──あっ、わかった！

「たまらん君、あのお方がカエルちゃんです」

「え？」

　着ぐるみボランティアサークルの愛称カエルちゃんは、牛の着ぐるみを着てるのか。うん、ややこしい！

　それにしても……。

　まさか余命一週間を宣告された日に病院の屋上で会った牛に、再会するとはな。




　俺はそれから冷蔵庫のお化けのラジオ体操と、虹色の牛が大玉に乗る姿を眺め続けた。

　十五分くらいすると、グロテスクな色彩のヒヨコが現れて、鳩はとのマジックショーを始めた。たぶん俺が病院の屋上で見たのと同じ鳩だろう。豆鉄砲から発射された豆を喜んで食べる鳩が、二羽もいるとは思えないしね。

　俺にはカエルちゃんの好みを調査するって役目があったのだが、いつのまにか大玉に乗ったまま軽くジャグリングもおっ始ぱじめた牛の着ぐるみに、なんと声をかければいいのか、ちっともわからなかった。

　数分に一度大玉から降りるたびに、カエルちゃんはこっちにチラッと顔を向けてくるのを感じた。着ぐるみだから中の人の視線がわからない。

　カエルちゃんも俺と会ったことがあるって気づいたのかな？

　それとも、一心不乱にラジオ体操を繰り返す冷蔵庫のお化けが気になって、こっちをチラチラ見るのか？

　庵あん藤どうはおそらく意中のカエルちゃんに頑張ってるところをアピールしたいのだろう。じゃなかったら、着ぐるみのままラジオ体操第一だけを三十分もぶっ続けでできるやつはいない。

「少し休憩しましょ」

　ヒヨコのもざいくさんがそう言った。




　事務所に戻って、ヤカンの置かれた長机の席に着いた。

　頭部だけ外した状態の庵藤は、ヤカンの麦茶を紙コップに注ぐと一瞬でカラにしていった。それを三回繰り返した庵藤は汗でドロドロの顔で言う。

「ふーっ、たまらん君はりきりすぎちゃったよ。練習後半はなんか記憶がないよ。着ぐるみ脱いだときの僕ぼくさ、顔真まっ青さおじゃなかった？」

「いや、すごい良い色に焼けた褐色だったよ」

　庵藤は四杯目の麦茶を注ぐ。

　別に汗の一滴も流していない見学者の俺も、麦茶をグビグビといただいて言う。

「なあ、カエルちゃんは水分補給に来ないのか？」

「ウン。だいたい練習スペースでスポーツドリンク飲んでるかな。練習熱心でさ、休憩ってしないんだよね」

　そういえば、着ぐるみの牛の鼻にストローをさして、ペットボトルをチュウチュウしてるカエルちゃんを見たな。

「すごいな。そういう頑張り屋のところも好きなのか？」

「ごほっ、げほぉっ。もぉー、た、たまらん君ったら！」

　盛大にむせた庵藤が頬ほおを軽く膨らませて、両手でカラの紙コップの縁をチョンチョンしてる。いやー恋してるなー、庵藤。

　──ペタンペタン。間の抜けた音が聞こえたほうを見ると、俺と庵藤のもとに代表のもざいくさんがなにやら抱えて、恐ろしく狭い歩幅でやってきていた。

　グロテスクな色味のヒヨコは、イスに座る俺に静かに言う。

「わたし達たちの活動……見る？」

「あ、はい。是非とも」

　もざいくさんが持ってきたのは、平たくて大きめの紙箱だった。長机の端にヤカンを移動させ、紙箱を置く。

　もざいくさんが蓋ふたを開けると、中は着ぐるみボランティアサークルへのお礼の手紙でいっぱいだった。

　着ぐるみキャラクターのイラストに「ありがとう」や「たのしかった」のメッセージ入り画用紙の束。幼稚園や保育園に出張したときのものらしい。

　参加して日が浅い冷蔵庫のお化け（庵あん藤どう）のイラストはまだなかったが、虹色の牛のイラストが描かれたものはたくさん見つけた。もざいくさんは言う。

「カエルは人気者なの。誰に対しても優しい、天使みたいな子」

　中身は天使。外見は牛。名前はカエル。うん、ほんとややこしい！




　庵藤が更衣スペースでウエットティッシュで身体からだを拭き、私服に着替えてるあいだ、俺は練習スペースに行くことにした。

　野良猫カフェでごちそうになって、美容室のツケまで引き受けてもらったのだ。成果ゼロでは引き下がれない。

　練習スペースのドアの前で深呼吸を一つ。

　さて練習熱心な着ぐるみパフォーマーに、第一声はなんて声をかけようか？

　そもそも病院の屋上で会った男だと、気づいてもらえているんだろうか？

　なにせあのときの俺は黒髪で、今のような目の覚める金髪じゃない。しかも俺の顔は各パーツがまるで自己主張しない石ころ中の石ころフェイス。人の記憶にすごく残りにくいときてる。

　うーん、ってことは……。

　ただの見学希望にきた金髪高校生だと思われてる可能性が高いなぁ。それなら、カエルちゃんが俺のことを覚えてる前提で馴なれ馴なれしく挨あい拶さつするのは避けておくか。

　俺の頭にはいつものように二択が浮かぶ。

　お疲れさまです。精が出ますね。

　どっちでも、おかしくはないだろう。

　いざ参る！　俺はドアノブに手をかけ、勢いよく開けた。




　虹色の牛が視界に飛び込んでくると思っていた。

　だが、ドアを抜けた直後、俺が目の当たりにしたのは──肌色と白だった。

　……女体の着ぐるみ？

　なんて考えがよぎったが、いやいやそんな着ぐるみはねえ！

　これは女体だ!!

　白色蛍光灯の光に全身を照らされた下着姿の少女から、俺はあわてて目をそらした。彼女の足元でヘナヘナになった虹色の着ぐるみを見ながら──無言はまずい！　何か言わなきゃ！　って一心で本来口にしようとしていた一言を発した。

「せ、精が出ますね！」

「……ワタシの下着姿見て、ナニが出るって？」

　聞き覚えのある声に反射的に顔をあげた。

「でえええ───!?　ど、どうして!?　なんで！　うわわぁ───色いろ鳥どりさぁん!?」

「キミの驚き方って景気がすごいね」

　……本当に色鳥さんだ。購買の悪魔こと色鳥いろりさんだ。

　購買のときにはわからなかったが、純白の下着に包まれた胸はかなりボリューミーだった。俺は、予想外の人物とボランティアサークルで会った衝撃と、同い年の女子の生の谷間を初目撃した衝撃に襲われていた。

「ちょ、ナニ普通に見続けてんのよ！」

　さっきまで色鳥さんが乗っていた大玉を投げつけられ、物理的な衝撃にも襲われた。

「すみませんすみません」

　目をそらしても、まぶたの裏には真っ白いブラとパンツと肌色の映像記録が３Ｄの高画質で浮かび上がる。

　急いで出て行こうとドアノブを掴つかんだら、

「行かないで！」

　必死な声で呼び止められて、反射的に振り返る。

　飛び込んでくる艶なまめかしい肌色と輝く白。

「スケベ！　ナニまた見てんのよ！」

「しゅいませんしゅいません」

　色鳥さんに完璧に背を向けてから、俺はこれまでの自分の人生で見た一番色っぽくない映像記録を呼び覚まそうとした。

　あれは小四の夏。志し村むらと庵あん藤どうと靜しず香かで海に行き、大きな石をどかしたときだ。石の下からうじゃうじゃと有象無象の虫の群れが……。

　俺は蠢うごめくそれを思い出しながら、冷静になろうと努めた。背後から色鳥さんのプリプリした声が届く。

「男子にこんな姿を見られたの初めてだよ、もぅ」

　実は昨日きのう庵藤充みつるが、後ろ姿ですが色鳥さんの下着姿を拝見したそうでっせ。それは言わぬが花。

　俺はなんの変哲もないドアを見つめたまま、虫の蠢きを思い浮かべながら言った。

「どうして出て行ったらまずいの？」

「クロフネってキミの友達でしょ？」

「俺は浦賀沖に行ったことないけど」

「キミ、ラジオ体操してるクロフネくんのすぐ隣にいたでしょ？」

　庵藤よ。なんちゅう愛称をつけられているんだ。

「なんだって俺のベストフレンドはそんな愛称になったんだ？」

「このサークルに入りたいって突然来た彼の姿を初めて見た瞬間、驚いた代表が呟つぶやいたのよ。『黒船襲来』って。だからそれ以降ずっと『クロフネ』ってみんなで呼んでるの」

　庵あん藤どうの見た目は一八二センチの褐色男だ。牧歌的なボランティアサークルにおっきくて黒いのが突然やってきたら、そりゃ驚くだろう。来航した黒船を目の当たりにした幕末の人々のように。

「で、話を戻すけど。クロフネくんに、このことは言わないで」

「このこと？　……色いろ鳥どりさんが今日も純白の下着だってこと？」

「バカッ!!」

　──コンッ！

「うっ！」俺の後頭部になにかが飛んできた。

　痛みを訴える後頭部を押さえる俺の足元に転がってきたのは、さっきまで色鳥さんが練習していたジャグリングのピンだ。

　とりあえず不幸中の幸い。「今日も純白の下着」と言ったことを訝いぶかしがられずに済んだ。

　にしても色鳥さんは純白の下着が好きなんだなー。まさか二日目ってことはあるまい。

「カエルちゃんの正体が色鳥いろりだって言わないでってこと。クロフネくんには、カエルちゃんが同じ学校の生徒だって知られたくないの」

「なんで知られたくないのか教えてもらってもいい？」

「……」

　色鳥さんに背を向けたまま、床に転がるジャグリングのピンを眺めてた俺の視界に、牛の足が入ってくる。顔をあげて振り向いた。すぐそばには着ぐるみ姿に戻った色鳥さん。

「ワタシはね、学校とボランティアサークルでキャラを変えているの。だから、両方に同一人物の知り合いがいるのはまずいわけ。わかるでしょ？」

　なるほど、キャラをねー。いやいやわかんない。

「キャラを変えている？」

「そういう間抜けな顔でオウム返ししてくる人って、バカっぽいよねぇ」

「おい待て購買の悪魔。どこがキャラを変えてるんだ？　今のところ購買で会ったときと同じだぞ」

「それはキミがワタシにとって初めての人だからだよ」

「俺が色鳥さんにとって初めての人？」

　しまった。間抜けな顔でオウム返ししてしまった。だが色鳥さんは俺をからかうことなく、深刻そうな声で続ける。

「キミは、学校で知り合ったあと、ボランティアサークルでも知り合っちゃった初めての人だから──どうすればいいかわかんなくて、とりあえずあっちのワタシがポロってでちゃった。でも、代表やクロフネくんとかがそばにいるときは、キミの前でもこっちのワタシを見せるはめになりそうだけど」

「おまえさん、さてはめんどくさい子だな。なんだよ、あっちのワタシとか、こっちのワタシとか」

「わかんないの？　んー。たとえばさ、内気な子が親子で買い物中にママのことを『クソババア』って言ったとするでしょ。で、そのタイミングで、親しくもないクラスの子とバッタリ会っちゃったら、ママにだけ強気な自分キャラと学校での内気キャラがごちゃごちゃになるでしょ。それでクラスの子には内気キャラに戻って会釈とかしちゃうじゃん」

　つまりボランティアサークルで出会うより先に、購買で出会っちまったから、俺に対しては購買の悪魔仕様の色いろ鳥どりさんというわけか。

「じゃあ、ここで先に出会っていたら、どんな感じの色鳥さんだったんだ？」

「ボランティアサークルの天使かな？」

　天使と自称するとは相当残念な子かと思いきや、そういえばさっきもざいくさんが言っていたな。カエルは誰に対しても優しくて天使みたいな子だと。

「聞きたいことがいっぱいあるんだが……。ひとまず天使の色鳥さんと悪魔の色鳥さんの違いってなんだ？」

「うーん、一番の違いを一言でいうと。天使のワタシは相手が喜びそうなことを無償でコツコツ進んでやる。悪魔のワタシは相手がいやがりそうなことを無情にバリバリ進んでやる感じかなぁ」

「無償でコツコツと無情にバリバリかぁ。なんか悪魔のほうが活動盛んそうだな」

「だって、人が喜びそうなことでワタシにできることは数少ないけど、人がいやがりそうなことでワタシにできることって数多いんだもん」

「そもそもなんでキャラを変えているんだ？」

「……」

　饒じよう舌ぜつだった虹色の牛は愛あい嬌きようのある顔で黙る。話したくないのか……。

　俺は話題を変えた。

「……色鳥さんって、庵あん藤どうに同じ学校だって気づかれないようにしてたって言ってたけど。ってことは、着ぐるみを脱いだ姿を庵藤に見せないようにしてた？」

「うん、もちろん」

　なるほど。納得がいった。

　庵藤はカエルちゃんとの着ぐるみごしのコミュニケーションにこだわっていて、着ぐるみを脱いだ姿の彼女と出会わないように避けていたらしい。だが、そんなこと可能なのかよと少し疑問だった。どうやら、カエルちゃんのほうも庵藤とは着ぐるみごしのコミュニケーションにこだわっていたようだ。

「そういえばなんかクロフネくんの様子が昨日きのうから変で。話しかけようとしても露骨に避けられてる気がするんだよね」

　庵藤がこじらせている褐色以外の若い女性とは喋しやべれません病の説明をしない代わりに言った。

「もうちょっと待っててくれ。きっと克服して、色鳥さんとも喋れるようになるから」

「克服？」

「なあところで、カエルちゃんって愛称はキャラを変えるからきているのか？」

「ナニそのつまんないダジャレ。カエルちゃんの由来は、大天使ミカエルから名前の一部を取っただけ」

　ミカエル→カエル。

「一部取る場所がすごいな」

　俺はさっき事務所で見たカエルちゃんのイラストを思い出して言った。

「ここだとずいぶん感謝されてるみたいだな。購買では客から感謝されたり慕われるのは勘弁って言ってなかったか？」

「うん、そう。購買では誰からも感謝されたくない。でもここでは、他たの追随を許さないくらい感謝される人になるのを目指してるから」

「それどういうことだよ」

　そのとき外の廊下から、

「たまらんくーん」

　庵あん藤どうの声がした。

「キミにバレちゃったのはもう仕方ないけど、誰にもボランティアサークルのカエルちゃんが、色いろ鳥どりいろりだって言っちゃダメだかんね」

「ああ、わーったよ。ちなみに代表のもざいくさんはおまえさんの本名知ってるのか」

　虹色の牛はジャグリング道具を俺に掲げた。「彩いのり用」とマジックで書いてある。

「色鳥さんよ、その彩いのりという方は？」

「偽名ってやつよ」

「偽名？」

　色鳥いろり→彩いのり。

「名前を一字変えて、本名は字を変えたのか。でも『彩』ってずいぶん個性的だな」

「キラキラネームって感じかな」

「キラキラ苗みよう字じはまずいだろ。……おまえさん実はアレだな」

「ドレよ？」

「相当変人だな」

「でしょ」

　俺に変人呼ばわりされた色鳥さんは、着ぐるみを着ていたからわからなかったが、笑顔だったんじゃないかと思う。だって「でしょ」の声がすごく嬉うれしそうだったから。

「まあ、俺を喜ばすために鳩はとのマジックショーを無償で見せてくれたときから、なんか変わってるとは思ったけどさ。──っと庵藤が待ってるから行くわ。ほいじゃあ」

「ワタシがキミに鳩を……？　あああっ、病院の屋上！」

　やっぱり黒髪バージョンの俺は人に顔を覚えてもらえないんだなー。

　驚く牛を置き去りにして、俺は廊下の庵藤のもとに向かった。




　雑居ビルを出て、駅に向かう道中。

　庵あん藤どうが両手の指の先をチョンチョンくっつけながら言う。

「たまらん君どうかな？　練習スペースでカエルちゃんとお喋しやべりってできた？」

「一応な」

　庵藤の顔が輝いた。

「うわぁ、さすがたまらん君だ。もしかして、カエルちゃんの好きなものもわかっちゃったりした？」

　色いろ鳥どりいろりさんが好きなのは、ぼったくることだったが、それを庵藤に伝えるわけにはいかない。

　ボランティアサークルの天使が好きなのは……純白の下着。

「どうしたのたまらん君。顔ちょっと赤いけど」

「いやいや大丈夫だ。なあ庵藤、引き続き調査していいかな？　まだカエルちゃんのことがわからなくて」

　購買では悪魔のようにぼったくっておいて、ボランティアサークルでは天使と称たたえられるカエルちゃん。

　ほんとにわけのわからない女。

　庵藤が弾んだ声で言う。

「調査の継続、是非ともよろしくお願いします！　ということは、これからも今日みたいにまた見学に来てもらってもいいの？」

「ああ、任せておけ」




　庵藤と別れて、家までの夜道を歩いていたら、メールがきた。庵藤からだ。「調査のお役に立てれば」という件名のメールは、カエルちゃんの美点が綴つづられていた。

　なんでもカエルちゃんはバイトをしていて、その給金をボランティアサークルの活動費に寄付しているらしい。立派な話だ。たとえそのバイトの給金というのが、購買のぼったくり商法で得たお金であっても──って、ああっっ!!

　この瞬間、バカな俺はいまさらながらにある重大な事実に気づいた。

　俺は志し村むらと庵藤の恋の協力をしている。

　で、志村が好きなのは、購買の色鳥いろりさん。

　庵藤が好きなのは、ボランティアサークルのカエルちゃん。

　思いっきり同一人物じゃないか！

　……なんですぐに気づけなかったんだろう？

　同一人物だと最初に気づけるタイミングで、同級生女子の下着姿というとんでもなく衝撃的なものを拝み、しかもその直後からはせっせと石の下の虫の蠢うごめきを回想していたんだった。志村と庵藤の好きな人が実は同一人物だったんだということに、頭が回らないのも無理ない。

　っていうか、どうすりゃいいんだ？

　これじゃあ、志し村むらと庵あん藤どうの恋を両方成就させるのは無理じゃないか！

「ううぅ」

　志村と庵藤の片かた想おもいは他言厳禁で、このことを誰にも相談できない。

　──でも。俺は悩む必要がないことに思い当たった。

　そうだ、俺はそもそも志村の恋が成就するように──協力するつもりはなかったんだった。それはお月様のため……。

「はぁぁ」

　空を見上げたが、春の薄雲に隠れて月はどこにあるのかわからなかった。

　俺は、志村の恋と庵藤の恋を両方成就させることはできない。同一人物を好きなんだから、仕方がないよな。

　俺は、俺自身の恋と俺の好きな人の恋を両方成就させることもできない。……仕方がないことなんだよな。

　帰り道。月が無性に見たかったのだが、月は雲に隠れたままで、その姿を見せてくれることはなかった。












　　第七章　　人生で二度目のキス









「あぁああん───」

　家に帰ると、柔道少女靜しず香かの喘あえぎ声が家中に響いていた。

　住居に隣接している「玉たま木き整体」の店舗のほうじゃなく、オカンの寝室のほうだ。筋きん肉にく聖せい母ぼのベッドルームはディスコライトが回転する全面鏡張りだった。つまりオカンのテンションがマックスで施術を行える場所というわけだ。

「……今日は整体のフルコースかぁ」

　おおよそ人様には聞かせられない類たぐいの靜香の声を聞きながら、まったりと平日の夜を自室で過ごしていたら、喘ぎ声が止やんで五分。

　──コンコン。部屋の扉がノックされた。

「どうぞー」

「たまらんち、おいっす」

「ういっす」

　入ってきたのは中学時代の体育ジャージ姿の靜香だ。

「最近は、よくオカンの整体を受けてやってくれてるみたいだな」

　定位置の座椅子にちょこんと体育座りした靜しず香かが言う。

「この頃、練習をちょびっとハード目にしてるから。身体からだに疲れ溜たまり気味で、テヘヘ。たまママの整体にはめちゃんこ助けてもらっちゃってます」

　靜香が練習をハードにしてるのは、春休みの稽古不足を補うためだった。

　靜香が春休みに稽古不足になったのは、他ほかでもない俺のせいだ。

　余命一週間男の最期のときをすべて一緒に、楽しく過ごそうとしてくれたから、靜香は練習不足になってしまった。

　いつも通りベッド端に座る俺は、その場で正座に変えて言う。

「なあ俺さ、靜香の役にすごく立ちたいんだ。例の協力、いつでも手助けするから。ほんと気軽に頼ってくれよ」

　靜香が自分の好きな人の理想に近づけるよう──俺は協力がしたい。

「ありがと、たまらんち。……えーとね、実を申しますと……」

　そこで体育座りをしていた靜香が居住まいを正す。向かい合って正座する俺達たち。

「たまらんちにお願いごとがありますっ」

「なんでしょ」

「まずはこちらをご覧くだされ」

　靜香はジャージの中から交換日記を取り出して、渡してくる。

　俺は靜香の体温でほんのり温かいそれを開いた。

　そこには柔道漬けの毎日を送る少女のポエムが綴つづられていた。

　柔道少女渾こん身しんの一編を熟じゆく読どく玩がん味みして、俺は言った。

「靜香のお願いごとってのは、詩の感想が欲しいってことでいいか？」

　俺が交換日記に目を通しているあいだ、正座から体育座りに戻っていた靜香が言う。

「感想なんてノーサンキューだよ。たまらんち、うしろから三行目読んでみそ」

「……『Ａｈ～　夢よ消えないで。女の子と二人で服を買いに～　そんなささやかな夢物語』…………読んでみましたが」

「バカらんち！　声に出したら恥ずかしいじゃん！」

　いや、黙読でもなかなかの恥ずかしさだとは思うが……。

「それで、俺への靜香のお願いっていうのは、女の子と二人で服買いに行く夢を叶かなえてほしいってことか？」

　靜香はコクコクッと頷うなずいた。

「俺に、靜香と一緒に服買いに行く女子を調達してこいって話か？」

「昆虫博士にマグロ釣ってきてなんてお願いする？　たまらんちに女子の調達なんてお願いしないよ」

　反論したかったが、悔しいことに事実だ。無理難題過ぎる。

「それにボクはね、仲のいい子とショッピングを楽しみたいのさ。ほぼ初対面の子と気を使いあって、服を買いに行ったって楽しめないよ」

「まあ確かにな。で、この玉たま木き走そう太たにどうしろと？」

　靜しず香かは一本勝ちしたときような笑顔を見せて、言った。

「女装して。そしてボクと買い物に行こ」

　なんですと!?




　玉木家の我が自室から、俺達たちは隣の靜香宅に移動した。

　靜香ママと靜香パパに、金髪を猛烈に驚かれ、余命一週間大変だったねトークを数分して、靜香と階段をあがっていく。

　靜香の部屋は、柔道に明け暮れていても、そこは年頃の女の子のプライベート空間。

　ハートの形の小さなテーブル、モコモコのクッション、薄い桃色のカーペット。普通に可愛かわいらしい部屋だった。

　いや、それらの女子力を感じさせるインテリアは、靜香が買ったものではない。俺と志し村むらと庵あん藤どうが、靜香の誕生日にプレゼントしたものだ。靜香が自ら進んで買ったものといえば、三段ボックスにギュウギュウに収納された格闘マンガなんかがそう。

　俺は靜香以外の女子高生の部屋に入ったことはない。つまり柔道の父・嘉か納のう治じ五ご郎ろうの写真立てが、机に置かれた女子高生の部屋しか知らないってこと。




「靜香ルームに来たけど、これからどうするんだ？」

　女装のお願いをされた直後は、「とにもかくにもまずボクんち来てちょ！」となんの説明もなく、連行されたのだ。

「今からたまらんちには女装をしてもらいますっ」

　そう言って、靜香はクローゼットをガバッと開け放った。

　そこには三段ボックスに収納しきらなかった格闘マンガのタワーのあいだに、透明の収納ケースがポツンと置いてあった。

　靜香はそれらをさっさと取り出していく。

　プラスチックケースの蓋ふたを開けていくと、そこにはメイク道具がぎっしり。

「靜香、いつのまにこんなものを？」

　柔道少女靜香が化粧をしている姿なんて見たことはなかった。

　床に置かれた化粧道具を、好敵手でも眺めるように見下ろして靜香は言う。

「ボクだって背負い投げの練度を高めてばかりいても、好きな人の理想の女の子に近づけないのはわかってるよ。可愛くなるのも大事でしょ？」

「ごもっともだな」

　靜香は真剣なまなざしを俺に向ける。

「こう見えてもボク化粧の練習は何度もしてるから、たまらんちにも割と良さげな化粧をしてあげられると思うよ。大船に乗ったつもりでいてくれっす」

　その大船の名は、タイタニック号じゃないだろうな。

「俺を女装させるってギャグじゃなかったんだな」

「前々から思ってたんだけど、たまらんちの全く特徴のない顔は実はウルトラ化粧映えすると思うんだぁ」

「そうなのか？」

　自分の顔が化粧映えするかなんて、考えたこともなかった。

「ヘイヘイ、ペチャクチャ喋しやべってても始まんないし、さっそくツラ貸してもらうよ」

　本気のオーラを漂わせた靜しず香かは摺すり足で俺との間合いを詰める。「いやいや女装はさすがに心の準備が……」と及び腰の俺を、払い腰で投げ飛ばした。

　ベッドに仰あお向むけに着地した俺に、超軽量級の国際的柔道家がのしかかる。靜香の手にはいつのまにかメイク道具が握られていた。

「たまらんち、天井のシミでも数えてて。そしたら終わるからね」

　なんかヤバいセリフを言われた俺は無駄な抵抗はやめて、されるがままになった。昨日きのうの月つき形がたさんとの放課後スケッチに続き、まさか二日連続で、女の子に顔を触られることになろうとは！




　三十分後。

「おぉぉ……！」

　俺は人生で初めて、鏡に映る自分にうっとりした。

　黒髪の清せい楚そな感じの美少女がそこにはいた。

　庵あん藤どうんちにある声優雑誌の表紙を飾るアイドル声優級に可愛かわいいじゃないか俺！

　俺の隣で靜香が言う。

「へへーん、黒髪のウィッグもたまらんちにぴったりでよかった～」

　俺はいくらでも目を合わせ放題の鏡の中の美少女を見つめながら、言った。

「靜香よ。で、服を買いに行く決行日はいつだ？」

「おわっ、やる気十分だね。……明日あしたは柔道部が珍しく身体からだの休息日だからどうかな～って思ってて」

「明日かよし行こう！」

　そう思い立ってから気づいた。

　俺の顔は女の子に見えるようになったが、着る服がない。

　その心配を靜香に打ち明けたら、クローゼットからまた透明のプラスチックケースがでてきた。中からは、可愛らしい女の子の服。

「あれ？　服を買いに行かなくてももう結構持ってるんだな」

「ノンノン。これは中学生の時にネットで買ったやつなの。高校生になったら着るんだ～って思って買ったから、サイズがおっきくて」

　俺はケースに入っているワンピースを取り出してみる。靜香が着たら、裾が床を引きずりそうな代物だった。

　俺はサイズぴったりの中学時代のジャージの上下を着てる幼なじみに言った。

「靜しず香かは、高校に入ったら身長が伸びると思ったんだよな？」

「〇・二センチ。中三から今までの二年間で、それだけ伸びました！」

　いや、もうそれは身体測定の誤差のうちだ。

　つまり靜香は、スポーツ雑誌などのインタビューを受けたときの謝礼金で買ったという洋服が、いっぱい入ったケースをひと撫なでして言った。

「ボクの身長が伸びるまで、その服たまらんちに貸したげる」





　　　＊　＊　＊






　金髪スクールデイズ二日目をつつがなく終了。

　そして、放課後。靜香と一緒に下校した。

　いったん家に帰ってから、すぐに靜香部屋に直行。幼なじみの小さな手でメイクをしてもらって、俺は着替えも済ませた。

　姿見には、昨夜以来再びお目見えした清せい楚そ系の美少女。

　この姿を見てると、遠とお音おと市のオシャレの聖地・駅前のファッションビルに女装で突撃するという、およそ正気じゃないことを実行できそうな気合いがムクムクと沸いてくる。

「っしゃ、いざ参らん！」

　俄が然ぜんテンションがあがってる俺の横で、いつのまにか靜香は元気のない顔をしていて、ヨボヨボと言った。

「たまらんち、ごめん。ボク出陣できないよぉ」

「どうしたんだよ。女の子二人で服を買いに行くのが夢なんだろ」

「うん。でもボク、駅前のファッションビルに着ていくような服、持ってない」

「えっ、だってあの透明なケースにネットで買ったっていう服が沢たく山さんあるだろ」

「アレ、全部サイズ大きいもん」

「……」

「たまらんち？」

「……今の靜香のサイズに合う服は？」

「ううん。だってどうせ可愛かわいい服買ってもすぐ身長が伸びて着れなくなると思ったし」

「現実を見ろバッキャロー！」

「うぅ、たまらんち～、ボクは夢を諦めたくないよ。……ボクがファッションビルに着ていける服を調達してきてくんないかな」

　せっかく靜香が渾こん身しんのメイクを俺にしてくれたわけだし。それを無駄にしたくない。

　ってなわけで、女装した俺が一人で、ファッションビルに行くことになった。

　いやはや、ご乱心だぜ。




　女装したまま外出するというのは、歩きなれた住宅街の退屈な幹線道路沿いの道を、地雷危険地帯に変えてしまうようだ。知り合いという名の地雷に直撃したら、即死してしまう。元余命一週間男は死について、大げさなことはいわない。本当に死ぬ。社会的に死ぬ。




　平日の夕方。誰にも遭遇しないことを祈りながら、なんとか遠とお音おと駅前通りまで着いた。ファッションビルのてっぺんがビルの合間に見える。

　よしっ、目的地まであと少し！

　気が緩んだのもつかの間、想定外の事態が起こった。

　駅前通りの前方から来た男が通り過ぎる手前で、笑顔を浮かべて「やあ」と俺に手を挙げてきたのだ。

　なんだ知り合いか？

　いや、でもこんなキャップを斜めに被かぶって、胸元のシャツの襟にサングラスをかけておくような知り合いは絶対にいない。

　まさかカツアゲか？

　俺は立ち止まって、身体からだを固くする。こんなことなら靜しず香かの部屋にあった格闘マンガを読んでおけばよかった。昔靜香が教えてくれた山嵐ってどうやるんだっけ？

「カノジョひとりっしょ？　どお？　これからオレと遊んじゃわない？」

　……なんだこれは。

　なんでこんな知り合いでもない、帽子を斜めに被ったニヤケ顔の男と遊ばないといけないのだ？

　……これって、まさか……。

「戸惑った顔もマジ可愛かわいいね。そんな警戒しなくてヘーキヘーキ。オレ、超ナンパ紳士だから。あれだよ、超ナンパするって意味じゃなくて、超紳士って意味だから」

　……俺、ナンパされてる!?

　しかも超ナンパ紳士にナンパされてる！

　ナンパなんて幽霊と同じで、日常のどこかには潜んでいるんだろうけど、永遠に見えないやつかと思ってた。

　ヤバい。ナンパする男からってどうやって逃げればいいんだ？

　悲鳴をあげるのか？　通報するのか？　全速力で走り去るのか？

　この状況、どうすればいいんだよ。

「すぐそこにオレのクルマあっから、ドライブとかしちゃおうよ。マジ夜景が綺き麗れいなスポットがあってさ」

　こいつ、夜景が見える時間まで俺を帰してくれない気だ！

　やはりここは、やんわり断るべきか。

　でも、俺の声の低さは同級生男子の中でも平均的で、まして村娘の芝居が絶妙だった志し村むらみたいに声なんて変えられない。一声でも発したらバレる。絶対、男だってバレる！

　俺が男だと知ったら、この超ナンパ紳士は今浮かべている笑顔のまま、「失礼しやしたー」とか言って退散してくれるだろうか。

　いや、それはない！

　どう希望的な観測をしても、超ナンパ紳士は逆上する。男だとバレたら、車で拉致されて夜景が綺き麗れいなスポットに埋められるかもしれない。だって、よく見たら斜めにかぶってる帽子に「ｋｉｌｌ」ってデカデカと刺し繍しゆうがあるし、ヤバすぎる！

「カノジョ緊張してる？　ダイジョウブだから。あ、もしイヤだったら、『堪忍してー』っていってくれたら、オレさ紳士だから『ええじゃないか』っていいつつも、ちゃんと解放するから」

　本気で堪忍してー。

　俺は心の中で絶叫した。声に出せば、男だとバレて、堪忍はしてもらえない。やつの堪忍袋の緒が切れるだけだ。

「とりあえず立ち話もなんだしさ、歩きながら話そうよー、デヘヘ」

　俺の全身を視線の刷は毛けで二撫なでした超ナンパ紳士は、発情したオスの顔で笑顔を浮かべてる。キモい。キモすぎるよー。

　男というのは、好みの女性を前にしたら、こんなにもだらしない顔をしてしまう生き物だったのか。いい社会勉強になったぜ。あとは学んだことをもって、無事に家に帰りたい。

「さあ、ホラ。うおっ、細くて綺麗な手だね」

　超ナンパ紳士に、俺の右手をおもむろに捕まれた！

　知らない男と手を握りあう感触の気色悪さったらない。っていうか細いって言われたー。男としては凹へこむ！

　二歩、三歩。俺は引っ張られていく。

　平日の夕方ののどかな駅前通りでは、女装男子高生が強引に連れ去られそうな事案が起きてることに周囲の誰も気づいていない。いよいよヤバい！

　焦った俺が必死にあたりに視線を向けると──あれは！

　奇跡的にも見知った顔を見つけた。

「アァ？　チョ、チョット！」

　俺は超ナンパ紳士の腕をほどいて、ダッシュで向かった。シルバーアクセ。完璧にセットされたイケてるヘアー。褐色肌。

　見知ったＤＱＮ系・庵あん藤どう充みつる！




　制服姿で一人歩いている庵藤は、手にアニメショップのビニール袋を下げていた。そういえば今日学校で、お気に入りのラノベの最新刊の早売り日だっていってたっけ。

　目当ての買い物を終えて、どこかホクホク顔で歩く庵藤は、自分の前方から走ってくる俺の姿を視界に捉えると、急に「え？　え？」と戸惑った顔になった。

　俺は庵あん藤どうのチョーカーのトップ──シルバーの羽が揺れる胸元に、飛び込んだ。

「ぴぎゃー」

　我が友人は、突然自分に黒髪美少女（自分でいうのも僭せん越えつだが！）が抱きついてきたと思い、パニックった顔で悲鳴をあげた。「ぴぎゃー」って、なんちゅうダサいリアクションだよ。

「お、お、お嬢さん、ど、ど、どう、どうされ」

　どもり続ける庵藤が舌を噛かんでしまう前に、俺は友人の耳にかかるイケてる髪の毛をどかし、素早く耳打ちした。

「庵藤、俺だ。玉たま木き走そう太ただ、助けてくれ」

「──え？　たまらん君なのかい!?」

　庵藤がすっとんきょうな声をあげた。

　そして、俺のうしろから超ナンパ紳士が追いついてきた。

「あぁん？　なんだよオメーはよ！」

　さっきまで気色の悪い甘ったるい声を出していた発情期のオスは、縄張りを侵略されたオスになった。

　いきなり黒髪の美少女に抱きつかれたと思ったら、それが友人の玉木走太が女装した姿という驚きよう愕がくの事実に直面し、その直後敵てき愾がい心しんむきだしの男に「なんだよオメーはよ」と怒鳴りつけられた庵藤充みつるは──












「あ、あ、ボクは遠とお音おと高校二年の庵あん藤どう充みつるです」

　すごく丁寧に自己紹介をした。さすが優等生だ。オタクをこじらせているが育ちがいい。

　これに対し、自称紳士の反応はというと。

「はぁあ？　なんだオメー、ナニまじめに自己紹介してんだよ。ウケんな」

　理不尽だ！　なんだよオメーはよといわれたから、庵藤は自己紹介しただけなのに。

「カノジョは、オレと今から朝日を見にドライブいくんだよ。オメー用ないんならどっか行けよ」

　夜景じゃなくて朝日になってる!?

　──庵藤、助けてくれ。俺は小声でそう漏らした。

　我が校屈指の秀才は、俺の陥ってる窮地をすぐに察してくれたようだ。俺にわかるように頷うなずき、友達想おもいの秀才は声を震わせながら、言った。

「こ、この子はボクの恋人なんです。だから、その、朝日は一人で見に行ってください」

　庵藤は90度にピシッと頭を下げた。

　超ナンパ紳士は、一瞬たじろいだような表情を見せたが、すぐに縄張り争いをするオスの顔に戻った。

「はぁ？　嘘うそつけよ、なにが恋人だよ。ぜんぜんカップルっぽい空気でてねーっしょ。高校生のガキがよ」

　庵藤と俺の間にそんな空気出るわけない。

　だが、今はその空気が出ないとまずい！

「嘘つかれたオレは精神的苦痛を感じちゃったよー。慰謝料もらっちゃおうかなー」

　超ナンパ紳士がこっちに近づいてくる。

　俺は庵藤の胸にしがみついたままだったから、庵藤の身体からだが小さく震えているのがわかった。

　これ以上、俺の友人に怖い思いはさせたくない。

　俺のためにナンパ男に頭まで下げた友人を、今度は俺が守りたい。

　庵藤の胸に添えたままだった手にギュッと力を込めて、俺は超ナンパ紳士に振り返った。

　俺と目が合うと、やつは目尻を下げて、とってつけた優しい男の顔をした。だらしない間抜けヅラ。

　声は出せない。だから、口の動きだけで伝えた。

　ミ…テ…テ。

　別にやつが読唇術なんてできなくてもいい。今からすることを見てもらえればいい。俺は再び顔を庵藤に向けた。

　そこには、戸惑いと怯おびえと、友達に不安を悟らせないようにするときに庵藤がよく見せるぎこちない微笑ほほえみがあった。

　俺は一気に距離を詰めた。

　──チュッ。

　靜しず香かにリップを塗ってもらった唇が、庵あん藤どうの唇に軽く触れた。

　いつのまにか、周囲には少しの人だかり──超ナンパ紳士の放つ不穏な空気に事件性を感じた？──が、できていた。

　視界に入る人々すべての顔は、呆あつ気けにとられた顔をしていた。遠とお音おと市の駅前通りでキスしてる男女（みんなにはそう見えてるはず！）を目撃したら、俺だって唖あ然ぜんとする。

　最初に口を開いたのは、超ナンパ紳士だった。

「うわうわっ。こんなとこでキスするとかヒクわー。ウゼエウゼエ」

　やつはそう言い残して、路上にツバを吐いてこの場から去っていった。

　数人の人だかりも一件落着臭を嗅いで、行き交う通行人に戻っていった。

「ふぅ、難を逃れたー。いやー、ナンパされる女子の苦悩がわかったぜ」

　庵藤を見ると、みんなが通常状態に戻った世界で、未いまだに呆ぼう然ぜんとしていた。

「……庵藤？」

　俺は庵藤の顔の前で窓拭きでもするみたいに手を振った。庵藤の瞳ひとみが焦点を結ぶ。

「た、たまらん君！　キス、キッス、チュウ、口づけ、接せつ吻ぷん、口吸い」

　さすが優等生。ボキャブラリーが変態級に豊富だな。

「庵藤落ち着け！」

「たまらん君落ち着いてなんかいられないよ。だって僕ぼく達たちチュッてしちゃったんだよ！」

「わかってる。俺も自分がしでかしてしまった事の重大さに震えている。だから、せめて落ち着いたふりだけでもしよう。じゃないと、ここで叫んじまいそうだ」




　それから俺と庵藤は野良猫カフェに行った。

　心の平穏を取り戻すためには聖地に行くしかなかったのだ。

　俺は月つき形がたさんに続き、人生のセカンドキスを庵藤としてしまった。

　庵藤にとっては俺とがファーストキスだったようだ。カフェに着く前に話してくれた。

　普通だったら、生まれてきてよかった会の誰かがファーストキスを果たすようなことがあれば、おめでとうの祝杯をあげたいところだが、さすがに今の庵藤に祝杯はあげられない。だからといって、ご愁傷様でしたと俺がいうのもダメな気がする。

　テーブルに二人分の紅茶が届けられ、猫耳店員が去った後、庵藤が言った。

「たまらん君、キッスのことはもう大丈夫だよ。むしろ僕は幸せさ、こんな美少女とファーストキッスができたんだから、アハハハ」

「庵藤無理するな。目が泣いてるぞ。すまん、本当の美少女じゃなくて女装野郎で。なあ庵藤、なんでもいってくれ。罪滅ぼしが無性にしたい」

　庵藤は届いたばかりの紅茶のカップにフーフーと息を吹きかけてる。猫舌な庵藤が言った。

「たまらん君はさ、靜しずちゃんの服を買いにきたんだよね」

「ああ」

　俺が女装して外出していた顛てん末まつはカフェに着く前に話していた。早くそれを説明しないと、庵あん藤どうの想像力を闇雲に働かせてしまうだろう。

「あのさ、たまらん君。その靜しずちゃんの服選び、僕ぼくもお供していいかな？」

「ああ、助かるぜ。靜しず香かに似合いそうな服を一人で探すの不安だったんだ。いいな、それ。是非頼む」

「お供に加えてくれてありがとう。それでたまらん君、靜ちゃんの服選びのついでにお願いがあるんだけど……」

　ファーストキスを奪った償いがしたい俺は、「なんでも言ってくれ」と告げていた。

「うん。あの……せっかくたまらん君、女装してるしさ。僕、デートのシミュレーションがしてみたくて。褐色じゃない女性と一緒にいても平気になれるようにさ」

「デートのシミュレーション？　俺と？　俺、褐色じゃない男だけど？」

「でも、たまらん君、すんごく似合っているよ。女の子にしか見えないよ」

「いやあー」

　俺はいつから女装が似合ってるといわれたら照れるやつになってしまったのか。

　庵藤を見ると、少し緊張した面もちで俺にコクッと頷うなずきかけてくる。

「たまらん君、よろしくお願いします」

　恋愛シミュレーションゲームと予習が好きなオタク兼優等生の庵藤だった。デートのシミュレーションがしたいというのは、いかにも庵藤らしいが……。

　それでもまだ及び腰の俺は言う。

「でもデートのシミュレーションはさ、いくら練習台といっても女装男子じゃなく、女友達とかがいいんじゃないか？　ほらたとえば靜香とかさ？」

「そんなダメだよ。デートの練習を女性でするなんて、僕の想おもい人に対して失礼だからさ。それに大丈夫、たまらん君、女装男子って感じしないよ。なんかそういう男っぽい喋しやべり方する美少女に見える」

「いやあ、美少女って、よせやい」

　仕方ない。ファーストキスの贖しよく罪ざいのため、デートのシミュレーションしてやろうじゃないの。




　二時間半後。庵藤と別れて、俺は一人我が家隣の若わか芽め家へ。

「どええ！　じゃあ見た目ＤＱＮ系のアンアンと、見た目美少女のたまらんちがデートしたのっ!?」

「ああ、デートのシミュレーションな」

　庵藤に好きな人がいることは他言無用だ。だから、靜香にはあくまで男友達同士の冗談のノリでデートシミュレーションをしてきたと伝えた。

「それで靜香よ、これが例のブツだ」

　俺はオシャレな紙袋に入ったソレと、最初に預かっていた軍資金のおつりを渡した。

「大変だったぜ。靜しず香かが喜んでくれるといいが」

　女の子の服を買うというのは、それはそれは一大事だった。

　なんせ服の店員さん特有のグイグイ話しかけてくる感じが、一言でも声を発すれば男とバレかねない俺と、褐色以外の肌の色の女性と会話できない庵あん藤どうを窮地に追いやったのだ。

　だが、たいていの店員さんはシャイな高校生カップルだとでも思ったのか、俺達たちの買い物を放ほうっておいてくれた。セーフ。ちなみに女装だとはどのお店でもバレなかったと思う。

「わぁ～、プレゼント包装してくれてる。ぬふふ」

　靜香は包装紙を破きたくないのか、丁寧に開封していく。

　中から出てきたワンピースを見て、靜香の顔がパァッと華やいだ。

　靜香はそれを広げて、さっそく今着てるジャージの上から当てる。姿見を見ながら、靜香が言う。

「これ可愛かわいい！　めちゃんこ可愛いっ！」

　よかった。気に入ってくれたようだ。

「たまらんちに、こんなナイスなワンピを選べるセンスがあったなんて、お見み逸それしやした～」

「いや、それは俺じゃなくて、庵藤が選んだんだ」

　姿見越しに、靜香と目が合う。

「うぇ？　アンアンが？」

「ああ、靜香に絶対似合うはずだって。女性店員さんに超ドモりながら『プ、プ、プ、プレ、ゼント、包装してください』ってさ」

　俺は面白おかしい話を披露したつもりだったのだが、靜香の瞳ひとみに水の膜がかかっていくのが見えた。

「……靜香？」

　そこから靜香はワンピを抱きしめて、姿見の前にペタッと座り込んだ。

　靜香の涙交じりの声が届く。

「うれじいよぉ……うれじいなぁ」

　ど、どうしたんだよ？

　小さな背中にそう問いかける前に、俺に振り返った靜香が涙を流しながら囁ささやいた。

「たまらんちに秘密にしてたけど、打ち明けるね。ボクの好きな人っていうのは……アンアンなんだ」

　──ええええっ!?




　自分の好きな人が選んでくれた服に歓喜する靜香と、おやすみといい合って俺は部屋を出た。すぐ隣の我が家に戻る。

　二日連続、オカンに女装がバレないようにいそいそとメイク落としをしながら、思う。

　俺は、月つき形がた嬉き々きが好き。












　月つき形がた嬉き々きは、志し村むら誉ほまれが好き。

　志村誉は、色いろ鳥どりいろりが好き。

　庵あん藤どう充みつるは、カエルちゃん（色鳥いろり）が好き。

　若わか芽め靜しず香かは、庵藤充が好き。

　……なんだこりゃ。

　考えてると頭が痛くなってきそうだ。

　昨日きのう解決した、誰と誰が結ばれるように応援するか問題も復活してしまった。

　庵藤の恋が成就すれば、靜香は庵藤と結ばれない。

　靜香の恋が成就すれば、庵藤は色鳥さんと結ばれない。

　……どうすりゃいいんだ。

　ダメだ、庵藤＆靜香どっちの恋を応援すればいいんだ問題は、ひとまず保留にしよう。

　それに俺はいずれ靜香に、ちゃんと謝らないといけないな。

　だって俺、靜香の想おもい人のファーストキス奪っちまったし。





　　　＊　＊　＊






　みんなが恋をしている。

　振り返れば、片かた想おもい中のやつと目が合うような春の一週間が過ぎていった。




　月つき形がたさんは、相変わらず冬空に浮かぶお月様のように、静寂をまとって教室に佇たたずんでいた。彼女が先天性人面石コロ症だなんて誰も思わないだろうな。月形さんは人違いをしない。彼女は誰も探さないから。アルテミス。誰かが、月の女神をそう呼ぶんだと言い、月形さんをアルテミスと呼ぶ輩やからも一時的に沸いたが、みんなのやる行動は変わらなかった。お月見をするだけ。俺も同じ。

　俺は学校ではお月様の周回軌道に近寄れもしなかったが、放課後はメールで交信した。

「恋愛経験が向上するような訓練的なことがしたいわ」と、お月様からメールがきて、俺の脳裏によぎったのは、先日の庵あん藤どうとのデートシミュレーションのことだった。だから月形さんにデートシミュレーションを提案したが、却下された。俺とそんなシミュレーションをしてるところを同級生に目撃されて、誤解されては困るという理由。ごもっとも。

　で、月形さんが考案したシミュレーションというのが──いつかの始業式の朝のように、まだ誰も登校してない早朝の学校に行き、校内で出会い頭に告白をするというものだ。月形さん曰いわく、まず告白が成功しなくては、デートの練習をしても意味ないから、告白の練習が大事とのこと。なるほどね。

　というわけで近日中に告白シミュレーションを実行することになった。割と楽しみで割と不安だ。

　靜しず香かは、相変わらず日に何百回も相手を投げ飛ばしていた。畳に叩たたきつけたり寝技で絞めあげたり、実に平和だ。ただ最軽量級の柔道家は畳以外でもフットワークが軽かった。好きな人の理想に近づきたがりの靜香は、庵藤が野良猫カフェの常連だと知り、なんと野良猫カフェの面接に行ったのだ！　面接担当の店長は遠とお音おと市の希望の星・天才柔道少女若わか芽め靜香の大ファンだった。だから、不採用になった。バイトにあてる時間があるのなら、日々の稽古で疲れた身体からだの休息時間にしてほしいと懇願されたという。ごもっとも。

　ただこのままでは靜香の、好きな人の理想に近づきたい欲はなにも満たされない。だから靜香は猫耳ヘアバンドなるものを通販サイトで購入した。メーカーお取り寄せで来週にも届くらしい。そう交換日記に嬉うれしそうに書いてあった。

　志し村むらは、相変わらず多くの女子とお喋しやべりをし、新クラスになってまだ日も浅いのに、もう大半の女子と軽めの友達になっていた。老けてるひょうきんフェイス男の恐るべきコミュ力。ただそのコミュ力は、自分の好きな人には全く発揮されない。金髪の俺は一割引で買い物ができるから、志村の代わりに購買でサラダを連日買いにいってやった。色いろ鳥どりさんには志村のお使いだといった。これで志村がそもそもサラダを買い始めた理由である「刹せつ那な的な生き方をしている若者ではなく、将来の健康維持のため、長期的な自制のできる人間なんです」アピールが、色鳥さんにできているはずだ。そのアピールの効果は定かではないが。

　庵藤は、相変わらずの見た目で、三次元女性からは「絶対遊び人だよ」と勘違いされていたが、彼の心を最も痛めたのは二次元嫁との相次いだ離婚劇であった。いつ結婚していたんだよ？　庵あん藤どうは顔も見たことがないカエルちゃんとの恋愛に真摯な姿勢で望みたいと、二次元を捨てたのだ。

　しかし、離婚後のあまりにやつれた姿の庵藤に対して、俺はたまらずいった。

「嫁達たちと復縁しろ。二次元嫁がいながら三次元彼女を手に入れたっていいじゃないか」

「でも、たまらん君。そんなのなんか不純だっていわれそうだけど……」

「誰が言うんだ？　そんなやつの声なんか、耳みみ掻かきＣＤでも聴いて無視しろ！」

　庵藤は二次元嫁達と再婚した。バツ５になっちゃったよと幸せそうに笑ってる。

　いつもの元気さを取り戻した庵藤と一緒に、着ぐるみボランティアサークルにも一度参加した。庵藤はカエルちゃんと着ぐるみ同士で会釈をした。それが全コミュニケーション。快挙だよと庵藤はいう。冷蔵庫のお化けがラジオ体操する姿が目に焼き付いた。

　俺は、引き続き金髪スクールデイズを送った。おかげさまで学校屈指の有名人になった。

　そんな俺のもっぱらの悩み第一位は、庵藤と靜しず香かの恋のこと。

　庵藤の恋を叶かなえたら、靜香は失恋する。靜香の恋が叶うということは、庵藤は色いろ鳥どりさんとは結ばれないってわけで。俺は庵藤と靜香のどっちの恋を本気で応援すればいいのかわからないまま、過ごした。保留状態が続く。まさか人の恋の応援で優柔不断になろうとは……。

　最後に色鳥さん。彼女は相変わらず購買では悪魔的な商いをして、ボランティアサークルでは天使のように周りから愛されていた。俺は志し村むらや庵藤のために、色鳥さんの好みのリサーチを継続していた。

　だから購買に入り浸っているときに、強制的にフラフープの実演販売を無む茶ちやぶり（悪魔の所行だ）されたが、俺は素直にフラフープをグルグルまわし、彼女のそばから離れなかった。




　放課後。

　俺と庵藤は着ぐるみボランティアサークルの事務所にいた。

　事務所には俺と庵藤以外、人の気配がなかった。

　だから公共の場にも関かかわらず庵藤の今月イチオシギャルゲー「混ぜるなキケン！」の話で、短い休憩時間盛り上がっていた。

「混ぜるなキケン！」は、同じ場所で主人公が二人以上のヒロインと会うと修羅場イベント不可避というバイオレンスラブストーリー。未プレイの俺は、庵藤の感想を聞いてるだけで楽しかった。修羅場ってのは実人生では全く経験したくないが、ゲームやアニメの中で見るのは楽しいんだよな。

「それでさ、彼女と街デートに行ったとき──」

　庵藤が、攻略を目指してるヒロインキャラとのイベントシーンを語ってるとき、事務所の薄いドアが開いた。

　──虹色の牛！

　カエルちゃん（色いろ鳥どりさん）は、ジャグリングの道具でも取りにきたのか、短い足でゆっくりと室内に入ってくる。

　庵あん藤どうは、気持ちよく熱唱してるところにカラオケ店員にドリンクを持ってこられたみたいに、会話を急停止させていた。俺はなにか喋しやべろうかと思ったが、カエルちゃんの前で庵藤とギャルゲートークは再開できない。考えあぐねてるうちに事務所にはおかしな沈黙。

　カエルちゃんは、自分の登場により、会話が不自然にとぎれたのを察していたようだ。俺や庵藤は、学校で異性との間で巻き起こる沈黙には免疫があった。だが、色鳥さんのほうは免疫がなかったようだ。

　いたたまれない沈黙を破るようにいった。

「……さっき、廊下で声が聞こえちゃったんだけど……」

　カエルちゃんの素肌は色白だと知ってから、限定的な失声症に陥ってる庵藤。俺が「ハイ」と返事をした。

「クロフネくんってさ、とっても可愛かわいい彼女いるんだよね？　今、その彼女の話、してたんだよね？」

　──!?

　俺は庵藤と神速で目を合わせた。

　庵藤は、名前を書き忘れてテストを零点にされたような顔。

　確かに庵藤には彼女もいる。嫁もいる。五人もいる。しかも可愛い。だがそれらはすべて二次元だ。

　色鳥さんの今の発言は、あくまで物を取りに入った事務所の沈黙を嫌っての話題提供のソレである。適当に返事をしておけば、済む話にも思えたが、適当に返事ができない事情があった！

　庵藤はカエルちゃん（色鳥さん）が好きなのだ。

　これから庵藤は色鳥さんとどんどん親密になるのが目標なのだ。このまま色鳥さんに庵藤は彼女持ちだと思われては、超マズい。それだけは避けないといけない。

　俺は庵藤の代わりに、虹色の牛に向かって力強く断言した。

「カエルちゃん、庵藤には彼女はいないよ。今、話してたのは、ドラマの話だよ」

　俺の前では庵藤が無言で感謝の頷うなずきをくれた。これで、色鳥さんは庵藤を彼女持ちと誤解はしないだろう。

　と思ったら──

「え、おかしいな。この前制服姿のクロフネくんが超美少女とデートしてるトコ見たよ」

　な、なんだって──!?

　俺は庵藤と光速で目をあわせた。

　庵藤は泣きそうな顔で首を横に振っていた。

　庵藤が俺に秘密で超美少女とデートしていたのか……？

「カエルちゃん、その美少女って褐色でしたか？」

「か、褐色？　それって肌の色のこと？　ううん普通に色白だったけど」

　おかしい。庵あん藤どうは色白の美少女とデートなどできるわけがない。色いろ鳥どりさんは庵藤を誰かと見間違えた？

　いやいやこんな鬼ＤＱＮ系の高校生、そうはいてたまるか。

「一週間前だったかな。遠とお音おと駅前のファッションビルで見かけたんだけど」

　…………。

　俺と庵藤は鈍速で目をあわせた。

　庵藤は泣き笑いの表情。

　見間違いだよと、ごまかすことはできないだろう。

　庵藤は彼女がいるとか、ファッションビルに二人っきりで行く女友達がいるとか、そんな誤解を一切させないためには……

　色鳥さんが見たものの正体を告げるしかないだろう。

　俺は死ぬかもしれない（社会的に）覚悟を決めた。

「その……カエルちゃんが見たのは、庵藤と…………俺だよ」

　事務所に再び沈黙が訪れる。

　あまりに静かすぎて、ビクッとした庵藤の肘の間接が鳴った音がよく響いた。

「あれが……キミ？　うそうそ？　だって、超美少女だったんだよ！」

「俺が超女装した姿なんだ」

「女装ぉ!?　女を装ったの？」

「……ああ、女を装ったんだ」

　虹色の牛は、人なつっこい着ぐるみの顔だったが、その着ぐるみの下で色鳥さんが驚きまくってるのが容易に想像できた。ドン引きしてるだろうなー。

　学校生活で異性とのあいだの沈黙には、免疫があると自負してた俺だったが、今回ばかりは悲鳴をあげそうになった。

　永遠のような十秒が流れたあと、虹色の牛は手にジャグリングの道具を抱えて、事務所を出て行こうとする。

　事務所のドアをくぐり抜けるとき、虹色の牛は言った。

「……いろり、本物、見つけちゃった」

　──バタンッ。

　事務所のドアが閉じられた。カエルちゃんがいなくなったドアを見て、庵藤は呟つぶやいた。

「『いろり』？　『いのり』の聞き間違いかな」

　そうだった。ここでは色鳥いろりは、愛称カエルちゃんで、外見は牛で、騙かたってる名は「彩いのり」だった。どんだけややこしいやつなんだ。

　で、そのややこしいやつは、自分の偽名の設定を忘れて、なにを見つけたというんだよ、いったい。












　　　　エピローグ









　……シューチュー……シューチュー……。

　牛の着ぐるみを着て、大玉に乗っているとき──それはそれはワタシの日常では、購買に来たボンボンの足元を見て、時価を告げるときくらい精神集中してるわけだけど……たまによぎる。

　なんでこんなコトしてるんだっけ？

　すると、普段は蓋ふたをしてる記憶の箱の底が抜けてしまって……。

「ボランティアサークルの天使」「購買の悪魔」と呼ばれる私になった、きっかけの記憶が零こぼれ出てしまう。




　中学のとき、ワタシは人気者だったように思う。

　ワタシと同じ服装、ワタシと同じ筆記用具……。そういうのを手に入れたがっていた子がまわりに結構いて、私服のワタシはいつも誰かとペアルックになっていた。

　最初は、マネされることも嫌だとは思わなかった。嬉うれしくすらあったかもしれない。

　でも、いろんなものをマネされ続けて、ワタシは徐々に学校でうまく過ごせなくなっていった。

　最もマネされて嫌だったことは、今もまだ消化できていない。




　高校に入学するときに、決めたことがあった。

　これからは誰にもワタシのマネはさせないって。

　でも、どうすれば人にマネされないようになれるのか、わからない。

　もう二度と、マネされるのは嫌だ。

　真剣に考えに考えた結果、ワタシは「色いろ鳥どりいろりの誰にもマネされないメソッド」を編み出した。

　それというのは──

　着ぐるみボランティアサークルでは、誰もワタシをマネできないくらい天使でいること。

　学校の購買では、誰もマネしたがらないほどの悪魔でいること。




　ワタシが天使を装ってる時も、悪魔に扮ふんした時も、ワタシのそばにいつも寄ってくる人が最近一人だけいる。

　玉たま木き走そう太た。

　彼はワタシのどんな一面を見ても、なぜかワタシから離れていかない。

　それに彼は、突然金髪にしたり、女装して外出してたり……。

　本物の変人だった！

　きっとあれだけの変人なら、誰も彼のことをマネできないだろうなー。

　玉たま木き走そう太たがワタシに「相当変人だな」と言ってくれたときは、嬉うれしかった。

　本物の変人・玉木走太とは違い、所しよ詮せんワタシは極端な自分を必死に演じてるだけ。ワタシなんてただの偽変人だ。

　ワタシは彼と初めて会ったときのコトを思い返した。慰問公演のために訪れた病院の屋上で練習をしていたときのこと。

　──寿命が一週間縮んだ。

　ワタシが披露した鳩はとのマジックショーに驚いてくれて、彼はそう言ったのだ。ホントおかしな人。だって自分が余命一週間だとわかった直後に、普通そんなこと言える？　ううん、絶対言えない。

　あぁ、彼の頭ん中ってどうなってるんだろー。




　玉木走太のそばにいると、ワタシだってもっと誰にもマネされない存在にならなきゃって励みになった。

　ボランティアサークルのクロフネくんのお姉さんが美容室で働いているらしく、その利用券をついこの前突然もらった。クロフネくんは余ってるからっていってたけど、美容室の利用券って余るものなのかな？

　そして、ワタシは美容室に行った。遠とお音おと高校で一番派手な感じにしてくださいとお願いしたら、金髪になっていた。

　ぎゃああ、玉木走太のマネをしちゃってる！

　そう思ったけど、髪色を戻すまえに一度だけでも学校に行ってみようと思った。

　玉木走太の気持ちを少しでも、わかってみたかったから。

　でも、さすがに授業を金髪で受ける勇気なんてないから。

　早朝の校舎を一人でブラっと歩くだけにしておこう。

　そして、みんなが登校してくる前に、いったん家に帰って購買の商品「イカ墨パワーナチュラル黒髪もどし（仕入れ値五百円）」で、ちゃっちゃっと黒髪にしよう。それでちょっと遅刻して登校する。うん、完璧なプラン。




　家に帰ると、パパがワタシの髪色に驚いて、なにかあったのかと心配された。「別になんもないよ、それに明日あした髪色戻すから」と言うと、単純なパパはそれで安心したみたい。

　まさか、見た目が世間一般から超ズレてるパパに、見た目のことで心配されるなんてね、あーあ。




　登校中は金髪を隠したくて、制服の上からパーカーを羽織り、フードをかぶった。

　そして無人の校舎に入るとフードをおろし、金色の髪で校内を歩く。

　早朝から誰にも秘密で変な行動してる自分に楽しくなってきて、ワタシは目に付いた無人の教室に入り、窓際の席について、窓を開けた。

　手鏡を出して確認すると、朝日を直じかに浴びた金髪はキラキラと輝いて綺き麗れいだった。

　……今だけワタシ、玉たま木き走そう太たとペアヘアカラーで学校にいる。

　満足して手鏡をしまうと、チラッと見た窓の向こうに人影を見つけて、ドキッとした。

　学校のグラウンド方向から歩いてくるのは……月つき形がた嬉き々き？

　面識はなかったが、彼女のことは知っている。

　あまりにも美少女だから、一度でも見たら忘れられなくなる。月形さんはそんな子だ。

　金髪を見られるのはマズいよね？　でも突然窓から離れるのは感じ悪いかな？　なんてアレコレ悩んでいるうちに、月形さんは窓のすぐ向こうにたどり着いていた。

「玉木くん、もう到着していたのね」

　へ？

　窓越しとはいえ三メートルも離れていない距離だ。

　月形さんは、こちらをジーッと見つめている。

　ワタシを玉木走太と見間違えてる？

　確かに今のワタシは玉木走太と同じ金髪だけど……。

　もしかしてワタシを玉木走太が女装してる姿と見間違えているの？












　ううん、そんな見間違えるほど似てないし。

　ていうか、月つき形がたさんと玉たま木き走そう太たって知り合いだったんだ。

　いろいろ考えて、一声も発せられずにいるうちに、月形さんは「コホン」と空から咳せきしてワタシに頷うなずきかけた。ワタシはわけもわからず頷き返す。

　そして月形さんは心なしか頬ほおを染めて、ハッキリと告げた。

「……私は貴方あなたのことを愛しています」












　　　　エピローグ２









　第一回告白シミュレーションは終わった。

　たとえ練習台であっても、自分の好きな人に「……私は貴方のことを愛しています」と眼前で言ってもらうのはドキドキするものだった。

　もちろんすぐさま、この言葉は近い将来志し村むらに向けられるんだと思い至り、ドキドキした胸がキュッとしまるのだけど。

　告白シミュレーション後、月形さんはどこかに姿を消し、俺は一人教室で時間をつぶしていたら、メールが来た。

「玉木くんに二度も告白してわかったわ。貴方が相手だと、まるで緊張感がない。そもそも告白の練習なんかして、本番で多少でも役に立つのかしら」

　それは同感だ。ただこのシミュレーションを考案したのは月形さんだから、俺は知らん。

　というか、月形さんは早起きしたせいで寝ぼけてたのかな。

　俺に二度も告白したって言ってるけど……。いやいや絶対一回しか告白してもらってないし。




　その日の昼休み。

　いつものように購買に行き、いつものように悪魔に会う。

　ただ、今日の悪魔は元気がなかった。客が一通りはけた昼休み終了十分前。購買の仕切台を挟んで、色いろ鳥どりさんが出し抜けに言う。

「ねえ、ちょっと相談に乗ってもらってもいい？」

「なんだ、購買の経営方針についてか？　とりあえず価格競争って言葉を覚えておくれ」

「違うよ……恋愛相談だよ」

　恋愛相談？

　色鳥さんは慌てた様子で顔の前で手を振る。

「ワ、ワタシのじゃないよ。友達の、えーっと、Ｉ子の話だよ」

　俺は現在絶賛四人の恋を応援する立場だった。どんな恋愛相談も聞かせていただきましょう。

「Ｉ子さんはどうしたんだ？」

「Ｉ子にはね、好きな人Ｔ男がいるんだけど……。その人のことを別の女の子Ｋ美が好きだって知っちゃったんだ……」

「別の女の子Ｋ美っていうのは、Ｉ子さんにとって友達なのか？」

「ううん、知り合いじゃないよ」

「なるほど」

「でね、『Ｋ美の気持ちを知った今、Ｔ男にこれから愛の告白なんてしたら、マネっ子になっちゃうよね』って、Ｉ子は悩んじゃってて」

　色鳥さんはずいぶん友達想おもいなんだな。すごく真剣な表情でそう話してくれた。

　最近、どうすればいいかわからない他人の恋愛の悩みにどっぷり浸つかってる俺は、今聞いた悩みには即答してしまう。

「そういうのはマネっ子じゃないと思うぜ」

「えっ？」

「だってさ、Ｉ子さんは誰かの影響を受けて、Ｔ男を好きになったわけじゃないんだろ。たまたまかぶっただけで、Ｉ子さんの想いは誰に遠慮することもないよ」

　俺のその言葉に、購買の悪魔はボランティアサークルの天使みたいな笑顔を見せて頷うなずいた。

「うん。Ｉ子にいっておくね。それはマネっ子じゃないから、ガンガンアプローチしちゃえって」






　　　　　あとがき



　初めまして＆お久しぶりです！

　過去５シリーズ中３シリーズに、ストーカー（？）のような愛情表現がちょっとおかしいキャラクターがなぜか出てくる比ひ嘉が智とも康やすの小説の新シリーズを手に取ってくださって、ありがとうございます！

　いやー、今シリーズは「多角関係の恋愛」になっております。三角関係じゃないんですよ、多角関係です。もー誰と誰がくっつくかわからない有様です。

　思えば、おいらも中学生のころ、友人Ｋと友人Ｔと美少女Ｓ（二次元）との泥沼の四角関係になったなぁー。うん、これどうでもいい思い出だ！

　自分の小説の登場人物について語るのは大変恥ずかしいのですが、この「たまらん！」に出てくる──走そう太た、志し村むら、庵あん藤どう、靜しず香か、嬉き々き、いろり、彼ら彼女らの話を書くとき、おいらは学生時代の友人と向き合ってるような気になります（学生時代に異性の友達なんていなかったけれどもトホホ！）。

　だから、今は一巻を書き終えて、彼ら彼女らに「じゃあね」と言って別れているけど、また「おっす」と言って彼ら彼女らに再会できるのが楽しみに思う比嘉でした（やっぱり自分の小説の登場人物について語るのは、恥ずかしい～）。




　ここからはお世話になった人達たちへの謝辞です。

　カズ、ショウゴ、リョウ、ソラ、サユリ、アキ、ユキナ。比嘉小説朗読会にいつも参加してくれてありがとう！　ショウゴ、リョウ、東京での役者道ファイト！

　編集担当のＫさん。小説を書いていると自分では気づかぬうちに、ハンドルが壊れ、ブレーキが壊れているときがあります。オイラがそんなアクセルを踏んでいるだけ状態に陥ったとき、小説のハンドルを握り、適所でブレーキを踏んでくれる担当Ｋさんのおかげで、この小説はゴールに到達できました。担当Ｋさんの存在をとても心強く思っています。

　絵師の本ほん庄じようマサト様。本庄さんが描いてくれたキャラクター達は、どれも可愛かわいくて、めんこくて、魅力的で、イラストが届くたびにライトノベル作家の喜びをたっぷり噛かみしめました。本庄さんが描く嬉々やいろりや靜香がもっと見たい！

　だから作者のおいらはアクセル踏みまくりで励みます。本庄さん、貴方あなたは作者のモチベーション上げまくり系の絵師様ですね。

　親愛なるＭ先輩へ。比嘉智康の前作の第一巻の初速売上げのために、発売前に一人で百冊も予約して買ってくれたＭ先輩。そのお人柄、大好きです。おいらはＭ先輩の小説も大好きです。だから新シリーズ早く読みたいんですよ。Ｍ先輩、待ちきれないです！

　最後に読者の皆様へ。世の中に沢たく山さんあるライトノベルの中から「たまらん！」を見つけてくださってありがとうございます！　おいらはこの小説を「うぅ、たまらん」と悶えながら書きました。読者の貴方様がいい意味で「たまらーん！」と言って、この小説を読み終えてくださることを祈っております。
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